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構造関係共通事項

構造関係共通図(鉄骨標準図)

構造関係共通図(耐震改修標準図)

基礎伏図࠙改修前ࠚ 1:100

基礎伏図࠙改修後ࠚ

７階梁伏図࠙改修前ࠚ

７階梁伏図࠙改修後ࠚ

鉄骨梁伏図࠙改修前ࠚ

鉄骨梁伏図࠙改修後ࠚ
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軸組図(1)࠙改修前・改修後ࠚ

軸組図(2)࠙改修前・改修後ࠚ

軸組図(3)࠙改修前・改修後ࠚ

軸組図(4)࠙改修前・改修後ࠚ

補強詳細図(1)࠙改修前・改修後ࠚ 1:30

補強詳細図(2)࠙改修前ࠚ

補強詳細図(2)࠙改修後ࠚ

補強詳細図(3)࠙改修前ࠚ

補強詳細図(3)࠙改修後ࠚ

補強詳細図(4)࠙改修前・改修後ࠚ

補強詳細図(5)࠙改修前・改修後ࠚ
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遊戯室　電灯設備図࠙改修前・改修後ࠚ 1:100

遊戯室　ｺﾝｾﾝﾄ設備図࠙改修前・改修後ࠚ 1:100

遊戯室　弱電設備図࠙改修前・改修後ࠚ 1:100
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立面図࠙改修前ࠚ

立面図࠙改修後ࠚ

屋根伏図

遊戯室　ᖹ面詳細図࠙改修前ࠚ

遊戯室　ᖹ面詳細図࠙改修後ࠚ

遊戯室　断面詳細図࠙改修前ࠚ

遊戯室　断面詳細図࠙改修後ࠚ

遊戯室　展開図　A面

遊戯室　展開図　B面

遊戯室　展開図　C面

遊戯室　展開図　D面

保育室　断面詳細図࠙改修前ࠚ

保育室　断面詳細図࠙改修後ࠚ
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1.

左 官 工 事

モルタル塗り 材料（■現場調合材料　　■既調合材料）

既製目地材の適用（■無し）

※防水材剤の種類は建築用モルタルに用いるセメント防水剤とする

塗 装 工 事

仕上塗材仕上げ2.

レ

提 出 書 類

名 　 　 称

■工事施工関係書類 100　目　　次

101　工事実績情報登録報告

103　下請人通知書

104　総合施工計画書

106　施工体制台帳（写し）

107　廃棄物等処理計画書

108　再生資源利用[促進]計画書

109　使用材料発注先調書

110　材料及び機器の品質・性能証明書

200　目　　次

202　製作図

203　工事施工・変更協議書

204　工事打合簿

205　工事写真

■工事完成資料

提 出 物 名 摘 要当該区分提出部数

□

□レ

□レ

□レ

□レ

□レ

□レ

□レ

□レ

□レ

□レ

□レ

□レ

□レ

□レ

□

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

請負金額500万以上の場合

計画：黒線　実施：朱線

監督員に提出した書類の写し

□施工体系図レ

レ□一覧表添付

製造者作成

レ□一覧表添付

レ

着手日から竣工日まで

□

102　実施工程表

仮 設 工 事

1．

2．

3．

保 護 設 備

5．

4．

監 督 員 詰 所

仮 囲 い 設 置

工 事 用 電 力

工 事 用 水

9．

看 板

障 害 物 処 理

設計Ｇ．Ｌ．

7．

6．

8．

■本工事現場に掲示する看板は、大きさ、書体、仕上げ、取り付け位置などあらかじ

　め監督員と協議する。

※工事上撤去、移設を要する軽微なものは、本工事の範囲とする。

※本工事の施工に当たり、付近住民、隣接建物、工作物、通行人に対して損害を与え

　ないように、必要な保護設備を計画し、監督員及び各関係の承認を得て実施する。

　万一損害を与えた時は、速やかに応急手当、復旧工事をし、これに要した費用は請

　負業者の負担とする。

□要（　　　　㎡程度）　　　　■　不要

※工事完了後、建物引渡前に全体の清掃を行い、工事による損傷部は完全に復旧する。

10．

構内既存の施設：□利用できる　（※有償　　□無償　□協議による）　■利用できない

1.

PART

SHEET　NO.

SCALE
意匠

A-01令和8年度　高瀬保育園耐震改修工事

(0267)63-6355

(0267)63-6366

　306-12長野県佐久市野沢

PHONE

FAX.

SHEET　NAME

JOB　NAMEDRAWINGCHECK DESIGN DATE一級建築士事務所登録

一級建築士登録第　　　　号

土 屋 正 明

163929
土
屋

（佐久）Ｇ第７Ｚ１６１号

建 築 工 事 特 記 仕 様 書

工 事 名 称 令和8年度　高瀬保育園耐震改修工事

工 事 場 所 佐久市鳴瀬1371

工 事 概 要 園舎の耐震改修工事

工 事 項 目

○屋根及び樋工事

● 仮 設 工 事

○ 組 積 工 事

○ 石 工 事

○ 木 製 建 具 工 事

○ タ イ ル 工 事

○ 鋼 製 建 具 工 事

● 金 属 工 事

● 土 工 事

● 地 業 工 事

● 鉄 筋 工 事

● 型 枠 工 事

●コンクリート工事

● 鉄 骨 工 事

● 防 水 工 事

● 木 工 事

● 左 官 工 事

〇 外 構 工 事

● 解 体 工 事

● 塗 装 工 事

● 雑 工 事

監督員との協議による　　※施設利用者等に対する災害防止策の充実　（　　　　　　　　　　）

適 用 範 囲

記載されていない事項は、全て公共建築工事標準仕様書最新版及び建築改修工事標準仕様書最新

優 先 順 位 　設計図書の優先順位は次のとおりとする。

1、現場説明事項及び質疑応答事項　2、特記仕様書　3、設計図

4、公共建築工事標準仕様書及び公共建築改修工事標準仕様書

記載のないもの 　設計図書に記載のないもの及び記載されていても工事の納まり等について不都合な箇所が生じ

た場合は、監督員と協議の上その指示による。

疑 義 設計書に明示のない場合又は疑いを生じた場合は監督員と協議し、その指示を受けてから施工する。

　本工事の施工にあたり、納まり等軽微な変更又は図面に記載のない部分で技術的に必要が生じた場軽 微 な 変 更

合は、監督員の指示に従い施工する、この場合請負金額の増減は行わないものとする。

工 事 看 板 　本工事の現場には関連公的表示板及び工事名称・発注者名・設計事務所・施工業者を明記した

工事看板を設置する。

届 出 等 　工事請負業者は施工に必要な一切（建築確認申請を除く）の官公署及び事業所への諸手続きを

延滞なく行うものとし、これに掛かる経費は請負者の負担とする。

施 工 計 画 書 　工事着手前に施工計画書を提出し、監督員の承認を受けること。

施 工 図 等 　施工上必要な各種の施工図・原寸図・工作図又は型板の類は、施工に先立ち監督員に提出し、

承認を受ける。

工 事 材 料 　工事に使用する材料については全て見本品を提出し、監督員の承認を得て使用すること。

は、その理由を明記して監督員の承認を受ける。

材料の製造所、製品、業者等は特記されたもの又は同等品以上とする、ただし同等以上とする場合

災 害 防 止 　工事の施工に伴う災害及び郊外の防止は、関係法令等に従い適切に処理する。

工事中、既設の設備を損傷した場合は、監督員の指示に従い現状復旧を行う。

発生材の処理 　発生材は整理の上その調書と共に係員に引き継ぎ、係員の指示により処理する。

「廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法）」を厳守し、マニフェストＡ票、Ｂ－2票、

Ｄ票、Ｅ票の写しを提出する。ただし、一般土砂については軽量伝票又は搬入伝票を転出する。

工 事 写 真

（塗料・接着剤等）状況等を撮影のこと。

この特記仕様書は建築工事のほかに設備工事にも適用するものとし、図面及びこの特記仕様書に

　カラーサービス版で、Ａ4版の工事用アルバムに工程順に説明を記入し提出する。デジタル

写真可、着工前、施工中（各工程毎に撮影）、竣工時撮影の他、資材搬入時及び使用後の空袋

１　施設利用者等に対する災害防止関係

２　地域住民とのコミュニケーション 監督員との協議による　　※現場見学会の実施　（　　　　　　　　　　　）

１　再生資源利用促進計画 　　※工事完了後に、実施状況をとりまとめ、提出すること。

２　再生資源利用計画 　　※工事完了後に、実施状況をとりまとめ、提出すること。

※「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」による届出を行うこと。

いの上その写しを工事契約業務担当者まで提出すること。

※　工事期間中、請負者の責任と負担により、労災保険に加入すること。

　　　(3)工事完了時　工事完了後１０日以内

　　　(2)登録内容の変更時　変更契約締結後１０日以内

　　　(1)工事受注時　契約締結後１０日以内

一 般 事 項

■要　　　　□不要

構造：■成形鋼板　　　　　　□既製バリカー ■その他（ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ ）

■その他（1.8ｍ）

□標準Ｇ.Ｌ.の決定及びＢ.Ｍ.の設置は、監督員の立ち会いのもとに行う。

防 水 工 事

工事現場の

環 境 改 善

利 用 促 進

再生資源の

保 険 等

そ の 他

1.

木 工 事

構造用製材

■目視等級区分構造用製材　　■機械等級区分構造用製材

含水率（□15％以下　　■20％以下）

■あかまつ、べいまつ　■からまつ、ひのき　□つが　□すぎ

2. 造作材 樹種（■タモ集成材）

3. 防腐、防蟻処理 適用部材（■床束　■大引　■根からみ　■根太）

処理の種類（□薬剤注入　　■薬剤塗布）

4. 下地合板 構造用合板（厚さ■12.0　樹種■針葉樹　接着■1類　等級■2級）

JAS規格等級

強度基準別樹種

シーリング2.

塗膜防水

金 属 工 事

1. 軽量鉄骨壁下地 スタッド、ランナーの種類（■50形　□65形　□90形　□100形）

構内に設ける仮設物・車両・資材用地等について、施設管理者と事前に協議を行うこと。そ の 他11.

濃度測定

化学物質の

対象物質（■ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ■ﾄﾙｴﾝ■ｷｼﾚﾝ■ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ■ｽﾁﾚﾝ■ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ）

木部の素地こしらえ □Ａ種　　　■Ｂ種

こしらえ

鉄工面の素地 □Ａ種　　　□Ｂ種　　　■Ｃ種

錆止め塗料塗り ■Ａ種　　　□Ｂ種　　　□Ｃ種　　　□Ｄ種

合成樹脂調合

ﾍﾟｲﾝﾄ塗り（SOP）

鉄鋼面（□Ａ種　　■Ｂ種）

ｸﾘﾔﾗｯｶｰ塗り（CL） □Ａ種　　　■Ｂ種

□Ａ種　　　■Ｂ種

□Ａ種　　　■Ｂ種木材保護塗料塗り

（WP）

ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り

（UC）

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

材 料 ※F☆☆☆☆とする

● 内 装 工 事

1.

内 装 工 事

断 熱 材 ※押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ3種bA　厚さ（□35　□60　□90　■100）

1.

雑 工 事

※ウレタンゴム系（■X-2）

接着性試験（□行う　■試験成績表による）

種類は標準仕様書表9.7.1により、最小施工寸法は10x10mmとする

床 点 検 口 枠（■ｱﾙﾐ製　　□ｽﾃﾝﾚｽ製）

寸法（□450ｘ450　　■600ｘ600）

解 体 工 事

1. 一 般 事 項 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築物解体工事共通仕様書」および

同「公共建築改修工事標準仕様書」9章　環境配慮改修工事　による

関係法令、ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ等に従い対応すること

※屋根裏等の工事において、石綿含有建材の飛散、付着がある場合は

※構造関係の特記仕様は別図による

レ

薄付け仕上塗材（■外装薄塗材Ｅ　　■ローラー塗り）

遊戯室の照明器具ＬＥＤ化工事他

2026・05

建築工事特記仕様書-1

版（建築工事編・電気設備工事編・機械設備工事編）、建築物解体工事共通仕様書による。

高さ：■3.0ｍ　　　　　　　　　　□1.2ｍ

引き渡し前に遊戯室の空気中VOC濃度測定を行う（□ﾊﾟｯｼﾌﾞ法　　■ｱｸﾃｨﾌﾞ法）

保険、請負者賠償責任保険等）。加入期間は、監督員との打合せによる。

※　工事請負者は工事内容に応じた建設工事保険等を付すものとする（火災保険、建設工事

なお、加入期間の開始を契約後１ヶ月以上遅らせる場合は、監督員と協議すること。

※　工事の請負額が2500万円以上の工事については、工事実績情報（工事カルテ）の登録をすること。

   工事請負額が500万円以上2,500万円未満の工事については、受注時及び訂正時のみ登録をすること。

　　　登録する場合は、内容について監督職員の承諾を受けた後、次に示す期間内に登録の手続きを行う

とともに、登録されたことを証明する資料を監督員に提出すること。

構内既存の施設：□利用できる　（※有償　　□無償　■協議による）　□利用できない

仮 設 便 所 構内既存の施設：□利用できる　（※有償　　□無償　□協議による）　■利用できない

佐久市建築工事書類作成マニュアルに基づき作成する

対象工事のみ

JIS、JAS等規格調べ

111　工種別施工計画書

□経緯表添付

206　工事記録（月報）

□ 1207　工事進捗状況報告書 工事3か月を超える場合

□ 1208　臨機の措置報告書 契約約款第26条

□レ

□レ
1

1

レ□一覧表添付

□ 1209　事故報告書

210　使用材料の出荷証明書

211　材料及び機器の試験・検査結果報告書 レ□一覧表添付

□レ 1 レ

　　　施工の試験・検査結果報告書

　　　社内の試験・検査結果報告書
212 □レ 1 レ□一覧表添付

※目次は書類全体で1部作成する。

■ そ の 他

105　官公署届出書類等■官公署届出書類等 □レ

□レ
1

1　　官公署検査結果通知書

300　目　　次

303　納入品目録

304　保証書

306　機器完成図

307　保全に関する資料

■保守管理資料 □レ

□レ

□レ

□レ

□レ

1

1

1

1 製造者作成

2

建退共関係書類

工事保険関係書類

□

□レ
1

1

工事費800万以上の場合レ

□

□レ
1

1

レ安全管理書類

創意工夫・社会貢献等

検査時に持ち込み

火災保険等

□1部は別冊ファイルレ

301　廃棄物等処理報告書

302　再生資源利用[促進]実施書

□レ

□レ
□

1

1

1

213　工事材料搬入報告書 □レ 1

対象工事のみ

308　完成写真 レ□着手前・着手後の写真をﾃﾞｰﾀ提出

305　完成図（製本） □レ 1 A4版（見開きA3）

□PDFデータ完成図CADデータ

□レ 1 レ

□レ 1 A4版（見開きA3）

□PDFデータ

　　施工図（製本）

施工図CADデータ
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５住４３分
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８住分分９３ࠉA２分

J４B３ࠉA２分）７AW佐３G（住分（K ）分８佐G３ ）A９分一 級 建築 士 ஦ 務所 Ⓩ 録

一級建築士Ⓩ録第ࠉࠉࠉࠉ号

土 ᒇ ṇ 明

16」重「重

土

ᒇ

㸦బ久㸧Ｇ第㸵Ｚ㸯㸴㸯号 「0「6࣭05

建築工஦特記௙様書-「

A-0「

特記஦項項目

㸦௨ୗࠊ石綿則࡜いう㸧を遵Ᏺࠋ࡜ࡇࡿࡍ

調査஦項

ࡉ種類࣭厚ࡢスベスト含᭷建材等࢔ࠉ※ࠉࠉࠉ使用部位ࡢスベスト含᭷建材等࢔ ※

㸧ࡿࡍ提出࡟監督員ࡣ行う㸦ศ析結果 ※ࠉࠉࠉࠉスベスト含᭷ศ析࢔ ※

い࡞行わ ࣭ ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ศ析方法ࠉ※ J佐８A1481 ࠕ建材製品中࢔ࡢスベスト含᭷測定法ࠖࡿࡼ࡟

࣭ 㸦試験数㸸ࠉࠉࠉࠉ㸧

࣭ 行う㸦測定ࡿࡍ時期ࠊ場所等ࡣୗ表ࡿࡼ࡟㸧ࠉ※ࠉࠉ行わ࡞い

J佐８A」850-1 空気中ࡢ繊維状粒子測定方法一第一部㸸光学顕微鏡法

及び走査電子顕微鏡法ࡿࡼ࡟位相差࣭ศ析顕微鏡法ࡿࡼ࡟

測定時期 測定場所 測定Ⅼ 室ྡ等適用

㸦各施工箇所࡜ࡈ㸧

測定

ྡ称

測定㸯

測定㸰

測定㸱

測定㸲

測定㸳

測定㸴

測定㸵

測定㸶

測定㸷

測定Ⅼ総計

処理作業前

処理作業前

処理作業中

処理作業中

処理作業中

処理作業中

処理作業後

シ࣮ト撤去前

処理作業後

シ࣮ト撤去前

処理作業後

シ࣮ト撤去後

セ࢟ュࣜテ࢕

入口ࡢン࣮ࢰ

㈇圧࣭粉塵装置

排出྿出口ࡢ

施工区画周辺

㸦注㸯㸧

処理作業室内

又ࡣ敷地境界

施工区画周辺

又ࡣ敷地境界

施工区画周辺

又ࡣ敷地境界

処理作業室内

処理作業室内

※㸰Ⅼࠉ࣭ࠉⅬ

※㸰Ⅼࠉ࣭ࠉⅬ

※㸰Ⅼࠉ࣭ࠉⅬ

※㸰Ⅼࠉ࣭ࠉⅬ

※㸰Ⅼࠉ࣭ࠉⅬ

※㸯Ⅼࠉ࣭ࠉⅬ

※㸯Ⅼࠉ࣭ࠉⅬ

※㸯Ⅼࠉ࣭ࠉⅬ

※㸯Ⅼࠉ࣭ࠉⅬ

※㸰Ⅼࠉ࣭ࠉⅬ

※㸰Ⅼࠉ࣭ࠉⅬ

※㸰Ⅼࠉ࣭ࠉⅬ

※㸰Ⅼࠉ࣭ࠉⅬ

※㸰Ⅼࠉ࣭ࠉⅬ

※㸰Ⅼࠉ࣭ࠉⅬ

※㸰Ⅼࠉ࣭ࠉⅬ

スベスト粉塵濃度測定࢔ ࣭

※ 施工範ᅖ࡜工஦管理区ศࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ※ 廃棄物等ࡢ搬出方法

注㸯㸸周辺状況等ୖࡾࡼ࡟記ࡓࡀࡾࡼ࡟い場合ࠊࡣ監督員ࡢ࡜協議ࠋࡿࡼ࡟

測定時間．࢖

ウ．測定位置㸦測定高࡜ࡉ共࡟ᅗ面ୖ࡟記載ࡿࡍ㸧

エ．サンࣜࣉンࢢ条件㸦メンࣞࣈンࢱࣝ࢕ࣇ直径ࠊ྾引時間ࠊ྾引空気㔞㸧

࢜．マウンテ࢕ンࢢ法

࢝．顕微鏡視㔝面積ࠊ視㔝数

࢟．測定時㸦各測定場所࡜ࡈ㸧ࡢ気候ࠊ温度ࠊ湿度ࠊ外気ࡢ風㏿及び風㔞

記録ࡿࡍ஦項

測定結果．࢔

「 施工調査

石綿等ྲྀࡢ扱いࡘ࡟い࡚ࠊࡣ石綿障害予防規則㸦ᖹ成17ᖺ「᭶「4日厚生労働省௧第」1号㸧

࣭ 㸦試験数㸸ࠉࠉࠉࠉ㸧

࣭ 㸦試験数㸸ࠉࠉࠉࠉ㸧

材料ྡ 定性ศ析 定㔞ศ析

除去ࡢスベスト含᭷建材࢔

1 一般஦項 除去等ࡢスベスト含᭷建材࢔

※ 行うࠉ㸦調査結果ࡣ監督員࡟提出ࠊ࠾࡞ࠋࡿࡍ検体採ྲྀ前後及び作業中ࡢ写真を提出࡜ࡇࡿࡍ㸧

外壁

ୖ記ࡢ試料数ࡣ想定࡛あࡿⅭࠊ施工調査ࡢ結果数㔞࡟変更ࡀ生ࡿࡌ場合ࡣ監督員࡜協議ࡿࡍ஦ࠋ

特記஦項項目

都道府県労働局࡟Ⓩ録࡚ࢀࡉいࡿ作業環境測定機関

施工記録報告書ࡢ作成

㸰．工஦記録及び工஦写真

㸱．産業廃棄物処理記録㸦廃石綿㸧

㸲．施工調査等記録㸦ୖ記施工調査ࠊ含᭷ศ析ࠊ粉塵濃度測定等㸧

㸳．作業車ࡢ作業記録ࠊ各種健康診断記録ࠊᏳ全衛生教育記録

㸴．そࡢ௚必要஦項

報告内容

提出部数୕ࠉࠉࠉࠉ部作成

㸯．施工計画書

ࠋࡿࡍ提出࡟監督員ࠊ書類をࡿࡍ

を証明࡜ࡇࡿࡍ技術を᭷ࡓࡋ相応࡟工஦ࠊࡣい࡚ࡘ࡟除去を行う業者ࡢスベスト含᭷建材࢔

石綿作業員主任者

石綿作業主任技能講習又ࡣᖹ成18ᖺ」᭶௨前࡜ࡢ特定化学物質等作業主任技術者技能講習を

終了ࡓࡋ者ࡢ中ࠕࡽ࠿石綿作業主任者ࠖを選出࡞ࡋけ࡞ࡽ࡞ࡤࢀいࠋ

除去作業者

健康診断ࠊ塵肺健康診断をཷ信ࡓࡋ者ࠊࡋ࡜肺機能࡟௨ୖ࡞ࡀい者ࠋࡿࡍ࡜

作業者ࠊࡣ就業時࡟石綿則第7条࡟基࡙く教育をཷけࡓ者ࡓࡲࠋࡿࡍ࡜一般健康診断ࠊ石綿

排出者ࠊࡣ特別管理産業廃棄物管理責任者ࡢ資格を᭷ࡿࡍ者を選任管理࡞ࡋけ࡞ࡽ࡞ࡤࢀいࠋ

ࠋ処理工஦を除くࡢスベスト含᭷成形板࢔ࠊࡋࡔࡓ

特別管理産業廃棄物管理責任者

禁Ṇࡢ禁煙࣭飲食 ※ࠉࠉ関係者௨外立入禁Ṇ ※ࠉࠉ業務内容࡜スベスト作業主任者ྡ࢔ ※

注意஦項ࡢ扱ୖྲྀ ※ࠉࠉ᭷害性ࡢスベスト࢔ ※ࠉࠉ表示ࡢスベスト除去作業中ࠖ࢔ࠕ ※

※ 使用ࡁ࡭ࡍ保護衣

周辺ఫ民ࡢ見易い場所࡟௨ୗࡢ掲示を行うࠋ

ࠊᒆけ出内容࣭粉塵飛散抑制措置ࡢ࡬㸦労働基準監督署ࠖࡏࡽ知࠾ࡿࡍ関࡟作業ࡢ建築物等ࠕ ※

暴露防Ṇ措置等㸧 ࠉ

保護具࣭保護衣 ࠉ

ࠋ࡜ࡇࡿࡍ保護メ࢞ネを使用ࠊ呼྾用保護具ࡓࡌ応࡟作業内容 ࠉ

保管࣭運搬࣭処ศ等ࡢスベスト含᭷建材࢔ࡓࡋ除去 ࠉ

※ ௚ࡢ内装材ࠊ廃棄物ࡢ࡜ศ別保管

※ 保管場所࡛ࡢ飛散防Ṇ

ࠋࡿࡵ努࡟飛散防Ṇࠊ全体をシ࣮ト等࡛覆い ࠉ

」 除去工஦共通஦項

ᑓ門工஦業者

表示ࡢ旨ࡿ保管場所࡛あࡢスベスト等࢔ ※

除去工஦ࡢスベスト含᭷示྿付材࢔ ࠉ

࣭ 行うࠉ。㈈週日本建築センࠕࡢ࣮ࢱ建築技術審査証明஦業ࠖࡿࡼ࡟྿付け࢔スベスト粉塵飛散

࡜工法ࡿい࡚ࡋいう㸧をྲྀ得࡜審査証明書ࠖࠕࠊ審査証明書㸦௨ୗࡢ防Ṇ処理技術㸦除去㸧 ࠉ

ࠋࡿࡍ࡜工法ࡿࡍ飛散防Ṇ処理技術を᭷ࡢ等ྠ ࠉ

࣭ 行わ࡞い

作業場ࡢ隔離等

ࠋࡿࡼ࡟審査証明書ࠖ内容ࠕ ࣭

※ 作業場ࡣ௨ୗࠊࡋ࡜ࡢࡶࡿࡼ࡟㈇圧除塵機࡚࡟㈇圧状態ࡾࡼ࡟飛散防Ṇをࠋ࡜ࡇࡿࡍ

隔離シ࣮トࡢ性能

※ 床面

※ 壁面

※ 0.15mmୖࣛࣉࡢスチッࢡシ࣮ト等࡛஧㔜

※ 0.08mmୖࣛࣉࡢスチッࢡシ࣮ト等

ࡿࡼ࡟審査証明書ࠖ内容ࠕ ࣭

適用 室ྡ 状態 設置ࡁ࡭ࡍ機器等

セ࢟ュࣜテ࣮ࢰ࢕ンࡢ設置

表示及び掲示

4 スベスト含᭷࢔

྿付材ࡢ除去

適当範ᅖࠉ※ ᅗ示

特記஦項項目

除去物及び汚染物

処理方法

※ 密閉処理㸦஧㔜袋梱包㸧

隔離養生࡟用いࡓシ࣮トࠊ使用ࡓࡋ使い捨࡚保護衣ࠊ高性能真空掃除機ࠊ࣮ࢱࣝ࢕ࣇ粉塵機

ࠋ密ᑒ処理を行うࡶい࡚ࡘ࡟࣮ࢱࣝ࢕ࣇ

࣭ セメント固化

掻ࡁ落࣭ࡋ࡜砕石࣭ษ断ࡿࡼ࡟除去工஦

※ 行わ࡞い

※ 除去物ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ＜改修標௙重.1.」.。b週＞ࠊࡾࡼ࡟密ᑒ処理ࠋࡿࡍ࡜

࣭ 行うࡢࡇࠉࠉ場合ࡣ＜改修標௙重.1.」.。b週＞ࠊࡾࡼ࡟密ᑒ処理ࠋࡿࡍ࡜

5 スベスト含᭷࢔

保温材ࡢ除去

6 スベスト含᭷࢔

成形板ࡢ処理

除去工஦࣭ࠉࠉࠉ 行う࣭ࠉࠉࠉ 行わ࡞い

除去工஦࣭ࠉࠉࠉ 行う࣭ࠉࠉࠉ 行わ࡞い

適当範ᅖࠉ※ ᅗ示

適当範ᅖࠉ※ ᅗ示

養生等

養生等

※ 養生シ࣮ト等を用い࡚区画ࠊࡋ場外ࡢ࡬飛散防Ṇを行うࠋ

※ 養生シ࣮ト等を用い࡚区画ࠊࡋ場外ࡢ࡬飛散防Ṇを行うࠋ

除去工法

除去工法

※ 粉塵飛散抑制剤等ࡾࡼ࡟湿潤化ࠊࡋ手ࠋ࡜ࡇࡿࡼ࡟ࡋࡽࡤ

※ 作業場ࠊࡣ散水等ࡾࡼ࡟湿潤化ࠊࡋ手ࠋ࡜ࡇࡿࡼ࡟ࡋࡽࡤ

※ 除去物ࡘ࡟い࡚ࡣ粉塵ࡢ飛散防Ṇ࡟努ࠊࡵ特࡟破壊࢔ࡓࢀࡉスベスト含᭷成形板ࡘ࡟い࡚ࡣ

※ やࡴをえࡎ破壊࡞ࡋく࡚࡞ࡽ࡞ࡣい場合ࠊࡣ充ศ湿潤化ࡓࡋ状態࡛行うࠋ࡜ࡇ

ࠋ࡜ࡇࡿࡎ飛散防Ṇ措置を講ࡢ等ࡿࢀ入࡟袋ࢡスチッࣛࣉ࡞୔夫ࠊୖࡢ湿潤化 ࠉ

調査箇所ࠉ※ 解体工஦を㐍ࡿࡵ中࡛調査ࡓࡋ方ࡼࡀい࡜思わࡿࢀ஦象ࡀⓎ生ࠊࡁ࡜ࡓࡋ協議ࠋࡿࡼ࡟

࣭ 㸦試験数㸸ࠉ箇所ࠉ㸧

内壁

設備

࣭ 㸦試験数㸸ࠉ箇所ࠉ㸧

࣭ 㸦試験数㸸ࠉ箇所ࠉ㸧

印ࡢࡶࡢを適用ࡿࡍ

࣭ 行わ࡞いࠉ㸦別途調査済࡛ࡳあࠊࡵࡓࡿศ析結果報告書を提供ࡿࡍ㸧

࣭

࣭

࣭

࣭

࣭

࣭

࣭

࣭

࣭

7ヶ所ｘ各1回

7ヶ所ｘ各1回

園庭ｘ1回

廊ୗࠊ教材室ｘ各1回

※ ᅗ示ࡿࡼ࡟

そࡢ௚

1 そࡢ௚ࡢ提出書類 ※労働基準監督署࡬ᒆ出࡟必要࡞書類一式をࠊ作業着手「㐌間前࡟࡛ࡲ提出࡜ࡇࡿࡍ

7 除去ࡓࡋ石綿含᭷

྿付け材等ࡢ保管ࠊ

運搬ࠊ処ศ等

除去ࡓࡋ石綿等ࡢ処理ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

管理型最終処ศ場࡛埋立処ศ࡚ࡋ࡜特別管理産業廃棄物※ࠉ

中間処理࣭ࠉ

い࡚溶融処理࠾࡟溶融施設ࡓ設置許可をཷけࡽ࠿都道府県知஦等࣭ࠉࠉࠉ

無害化処理ࡢ無害化処理施設࡛ࡓ大臣認定をཷけ࣭ࠉࠉࠉ

区画外処理作業室内

※㸰Ⅼ1ࠉ࣭ࠉⅬ

※㸰Ⅼࠉ࣭ࠉ「Ⅼ

※㸯Ⅼࠉ࣭ࠉⅬ

※㸰Ⅼ1ࠉ࣭ࠉⅬ 14区画1Ⅼｘ各1回

※㸰Ⅼ1ࠉ࣭ࠉⅬ

※㸰Ⅼ1ࠉ࣭ࠉⅬ

保育室6室1Ⅼｘ各1回

㸦14㸧

㸦6㸧

㸦7㸧

㸦7㸧

㸦「㸧

※㸯Ⅼࠉ࣭ࠉⅬ

」6回
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一級建築士登録第ࠉࠉࠉࠉ号

土 屋 正 明

1盤3929

(02盤7)盤3-盤3監監

(02盤7)盤3-盤3盤盤

30盤-12長野県佐久市野沢ࠉ

PHONE

FAX.

土

屋 意匠

㸦佐久㸧Ｇ第㸵Ｚ１㸴１号

令和8年度ࠉ高瀬保育園耐震改修工事

3,000 3,000

盤,000

道
路
中
心
線

道　路

プール

隣地
境界

線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

道
路

境
界

線

職員用駐車場

配 置 ᅗ 1:300

未満児室棟

管理棟

遊戯室棟保育室棟給食室棟

A棟

B棟（棟 ）棟

案 内 ᅗ

㺜㺎㺪㺼㺓㺻

鳴瀬

県道ୖ原࣭猿久保線

湯川

湯川

至

 

駒

場

公

園

横和

高瀬小西北岩尾

୕河田

横和

正法寺

中

部

横

断

自

動

車

道

横和神社

ﾛ㺎㺝㺻

佐久中佐都

南岩尾

白山団地

鳴瀬

常林寺

工事場所
N

1:300

文ࠉ高瀬小学校

通常通路

北側工事㸦休園時㸧通路

保育室࣭㺡㺵㺛等工事

㺔㺼㺎㺢㺼㺪ｪ㺻㺛ࠉH=1,800

案内ᅗ࣭配置ᅗ࣭仮設計画ᅗ

工事車両通路

㺔㺼㺎㺢㺼㺪ｪ㺻㺛ࠉH=1,80034.0ࠉm

㺔㺼㺎㺢㺼㺪ｪ㺻㺛ࠉH=1,8003ࠉ.盤m

㺔㺼㺎㺢㺼㺪ｪ㺻㺛ࠉH=1,8003ࠉ.盤m

仮
設

物
設

置
場

所
㸦

予
定

㸧

㺒㺶㺏毎ࠉ臨機仮ᅖい

㺩ｭ㺎㺯管

（B壁

敷き鉄板ࠉ図=22

2監9㎡

成
形

鋼
板

ࠉ
H
=
3
,
0
0
0
ࠉ

2
2
.
0
m

遊具

仮設計画についてࠊ事前に┘督員࣭施設管理者と協議し承諾を得ること

202盤࣭0監

A-03

築山：㺩ｭ㺎㺯管ࠊ（B壁等撤去のうえ復旧

㺨㺽ﾈ㺷㺗㺼㺎㺢

N

建 物 概 要

施 設 ྡ 称

棟 ྡ

所 在 地

用 途

建 設 年

経 過 年 数

階 数

構 造 種 別

延 床 面 積

構 造 形 式

基 礎 形 式

増 改 築

高瀬保育園

園舎

長野県佐久市鳴瀬1371

保育園

昭和49年

監2年

79盤㎡

地ୖ1階

鉄筋コンクリ࣮ト構造ࠉ屋根鉄骨造

X࣭Y方向とも鉄筋㺘㺻㺖㺶㺎㺢㺵㺎㺰㺻構造を含む壁式構造

直接基礎ࠉ支持地┙GL-1.0ｍ

昭和監7年X10-11間ࠊY7-10間の屋根を増築

ྠ年X10-1監間㺡㺵㺛屋根の延長増築



PA７T

SH分分TࠉNO.

S（AL分SH分分TࠉNAM分

JOBࠉNAM分）７AWING（H分（K ）分SIGN ）AT分一 級 ᘓ 築士 ஦ 務 所Ⓩ 録

一級ᘓ築士Ⓩ録第ࠉࠉࠉࠉ号

土 屋 正 明

廻【3929

(建2【】)【3-【355

(建2【】)【3-【3【【

3建【-廻2長野県佐久市野沢ࠉ

PHON分

切AX.

土

屋 意匠

㸦佐久㸧Ｇ第㸵Ｚ１㸴１号

-

令和8ᖺ度ࠉ高瀬保育園耐震改修ᕤ஦

庇ୖ部ࠉ防水ࣔࣝࣝࢱ金鏝

屋 根

廊ୗ࣭便所࣭ࣃࣟࣉン庫

保育室࣭遊戯室棟

給食室࣭஦務室࣭未満児室棟

屋根ࢫࣛࢸ

軒 天 屋根折ᯈ裏表しࠉ岩綿吹付࡞し

外 壁

一部ࣜࢫࣛࣈ溶接ୗ地ࣝࢱࣝࣔࠉ金鏝ࢲࠉイࣖ࢟ࢫン吹付

コンࢺ࣮ࣜࢡ打放し௙ୖࠉࡆ及ࡧ同ᕥࢲイࣖ࢟ࢫン吹付

㸦折ᯈ葺ࠉࡁH=廻5建ࠉ下=建.8ࠉ岩綿吹付ࠉ下=廻5㸧ᕥ記ୖࡢ改修࣮ࣛ࢝ࠊGL鋼ᯈࠉ角ࣁゼ折ᯈࠉ下=建.8࣮ࣂ࢝ࠉᕤ法

㸦࣮ࣝࢹࣇッ࢟葺ࠉࡁH=88ࠉ下=建.【ࠉ岩綿吹付ࠉ下=廻5㸧ᕥ記ୖࡢ改修࣮ࣛ࢝ࠊGL鋼ᯈࠉ角ࣁゼ折ᯈࠉ下=建.8࣮ࣂ࢝ࠉᕤ法

㸦折ᯈ葺ࠉࡁH=廻5建ࠉ下=建.8ࠉ岩綿吹付ࠉ下=廻5㸧ᕥ記ୖࡢ改修࣮ࣛ࢝ࠊGL鋼ᯈࠉ角ࣁゼ折ᯈࠉ下=建.8࣮ࣂ࢝ࠉᕤ法

࣮࢝ࣛ鋼ᯈ小波ᯈࠉ一部透明樹脂小波ᯈ葺ࡁ

開 口 部

犬走ࢫࣛࢸ࣭ࡾ

軒樋

竪樋

࣮࢝ࣛ鉄ᯈࠉ廻5建x2建建x建.【下

VUࠉΦ】5

ア࣑ࣝサッࢩ

床ࢫࣛࢸ

一部࣮࢝ࣂᕤ法࡟よ࣌ࡾア࢞ࣛࢫ入ࡾサッ࡟ࢩ改修

コンࢺ࣮ࣜࢡ同時金鏝ࠉ目地ษ

外 部 ௙ ୖ 表

部位 ࠙改修前ࠚ ࠙改修後ࠚ

改修࡟係ࡿ部ศࡢ仮᧔去 既Ꮡ材࡚࡟復旧

改修࡟係ࡿ部ศを補強要領࡟基࡙ࡁ㺗㺸㺻࣭ࡾࡘࡣ等

改修࡟係ࡿ部ศࡢ᧔去

改修࡟係ࡿ部ศࡢ᧔去

既Ꮡ取合い部目地ษࡢうえ࣮ࣜࢩンࢢ

改 修 室 内 部 ௙ ୖ 表

保 育 室

遊 戯 室

同 ࢫ ࢸ ࣮ ࢪ

下=廻5ࠉࢢン࣮ࣜࣟࣇࢼࣈ

ワッࢫࢡ磨ࡁ

下=廻5ࠉࢢン࣮ࣜࣟࣇࢼࣈ

切Lࣚࣜ 摘 要

付鴨居ࠉ黒ᯈࠉ掲示ᯈࠉ押入ࠉ㺹㺍㺔㺎

物入ࠉ㺔ﾊ㺼㺻掛

付鴨居OPࠉ

天井及ࡧ床ࣁッࢳ

㺔㺎㺡㺻㺸㺎㺷

壁 天 井

下=25ࠉ塗࣮ࢱࢫࣛࣉ࣮ࣛ࢝ ໬粧釘打ࠉ【=下ࠉン࣮ࢺࣉࢪ

木軸部ࣛࢫボ࣮ࠉࢻ下=9ୗ地 㺏㺷ﾐ㺔㺎㺡㺻㺸㺎㺷ᘔ縁廻2x23

下=25ࠉ塗࣮ࢱࢫࣛࣉ࣮ࣛ࢝

木軸部ࣛࢫボ࣮ࠉࢻ下=9ୗ地

໬粧釘打ࠉ【=下ࠉン࣮ࢺࣉࢪ

下=25ࠉ塗࣮ࢱࢫࣛࣉ࣮ࣛ࢝

木軸部ࣛࢫボ࣮ࠉࢻ下=9ୗ地

໬粧釘打ࠉ【=下ࠉン࣮ࢺࣉࢪ

米栂ࠉOP

米栂ࠉOP

床

H=廻建建

H=廻建建

ࣛワン࣮ࣜࣟࣇンࠉࢢ下=廻2ࠉワࢺコ塗

ࣛワン࣮ࣜࣟࣇンࠉࢢ下=廻2ࠉワࢺコ塗

巾木

一部開口

木製野縁復旧

開口箇所：࣮ࢺࣉࢪンࠉ下=9.5張ࡾ

2,55建

木床組

下=廻5ࠉࢢン࣮ࣜࣟࣇࢼࣈ 米栂ࠉOP

H=廻建建木床組

腰 壁

3,建建建

折曲

4,】建建～

一部曲面

࠙改修前ࠚ

࠙改修前ࠚ

࠙改修前ࠚ

࠙改修後ࠚ

࠙改修後ࠚ

࠙改修後ࠚ

照明器具取替

照明器具取替

H=廻建建

唐ᯇ羽目ᯈࠉ下=廻2ࠉWPﾀﾓ集成材ࠉ（L

全᧔去

全᧔去

全᧔去

全᧔去

一部᧔去 一部᧔去 黒ᯈ࣭収納家具᧔去

床ࣁッࢳ᧔去

床ࣁッࢳ᧔去

ࡅン࣭幕類再取付ࢸ࣮࢝

床ࣁッࢳ 移動ࣀアࣆ

移動ࣀアࣆ

青Ꮠ：既Ꮡ処理ᕤ஦内容 赤Ꮠ：改修ᕤ஦内容

青Ꮠ：既Ꮡ処理ᕤ஦内容 赤Ꮠ：改修ᕤ஦内容

※廻

※2

※3

※4

構造用合ᯈࠉ下=廻2ୗ地

構造用合ᯈࠉ下=廻2ୗ地 打設コンࢺ࣮ࣜࢡ面をᖹ滑ࣞࢣ࡟ンࡢうえࠊコンࢺ࣮ࣜࢡ釘࣭接着剤を併用し௙ୖ材ࡢୗ地࡜すࡿ

唐ᯇ羽目ᯈࠉ下=廻2 長野県産材

一部᧔去 ※廻

※3

※4

௙ ୖ 表

特 記 ஦ 項

隠蔽さࢀた部ศࡢ躯体ࠊ࡟豆ᯈࡧࡦࠊ割ࠊࢀⓎ錆ࡢ࡝࡞要補修個所ࡀ確認さࢀた場合ࠊࡣ状況を記録し監督員࡜対応ࡘ࡟い࡚協議す࡜ࡇࡿ既Ꮡ௙ୖ᧔去

樋

雨水ᾐ透桝 コンࢺ࣮ࣜࢡ஧次製品ࠉ外寸5】建角

根ษ範囲外࡟移動

根ษ範囲内ࡢ廻ヶ所ษࡾ離し㸦接続配管共㸧 既Ꮡ品࡚࡟復旧㸦配管ࠊᾐ透材等ࡣ新規㸧

࠙そࡢ௚ࠚ

࢜イࣝࢱンࢡ 防油堤付࢜ࡁイࣝࢱンࠉࢡ

切切࣭扇風機再取付ࡅ

ࡅン再取付ࢸ࣮࢝ 収納家具床ࣁッࢳ

せࡇࡗう࣮ࢱࢫࣛࣉ塗

露出すࡿ鉄骨補強部材ࡣSOP塗ࡾ

※2

同等品ࠉࢫࢡッࣞࣇࣛࢱン㸦株㸧ࣃࣕࢪ࣐ࣖࣜࢡ

長尺弾性塩ࠉࢺ࣮ࢩࣅ下=【.2

長尺弾性塩ࠉࢺ࣮ࢩࣅ下=【.2

木床組ࠉ構造用合ᯈ下=廻2+ࣛワン合ᯈ下=9ୗ地

ン系塗膜防水ࢱ天端ウࣞࠉࢢン࣮ࣜࢩ合い部ࡾ取ࠉࡾコ࣮ン系᧕水材塗ࣜࢩࠉ打放補修ࢺ࣮ࣜࢡイ合ᯈコン࣮ࣞࣂ࣮࢜

LGSୗ地ࢫࣛࠉ合ᯈ下=】.5ୗ地ࣝࢱࣝࣔࠉ塗ࠉアࢩࣜࣝࣜࢡン࣮࣮ࣟࣛ

土間コンࢺ࣮ࣜࢡ同時金鏝௙ୖࠉ既Ꮡ取ࡾ合い部目地ษ

基礎新設ࡢうえ既Ꮡ品再設置㸦送油配管ࡣ新規㸧

※9

㸦屋根折ᯈ裏ࡢ岩綿吹付材ࡣᖹ成2廻ᖺࡢ調査࡟よࡾアࢺࢫ࣋ࢫ含有ࡀ確認さ࡚ࢀい9※ࡿ㸧

石綿含有ᘓ材ࡢ処理࣭処ศ 改修個所࡟施ᕤさࢀた石綿含有ᘓ材ࠊࡀ本ᕤ஦࡟おい࡚除去ࡢ必要ࡀあࡿ場合ࠊࡣ関係法令࣭࢞イࣛࢻイン࡟準拠し適正処理す࡜ࡇࡿ

複合࣮ࣜࣟࣇンࠉࢢ下=廻5

木床組ࠉ構造用合ᯈ下=廻2ୗ地

※5

※5 複合࣮ࣜࣟࣇンࠉࢢ下=廻5 ໭ᾏ道ﾊ㺽㺎㺗㺍㺢製ࠉ天然木ࡁࡦᯈ複合ﾌ㺹㺎㺶㺻㺖㺼ࠉ加圧樹脂含侵寸法安定໬高強度処理ࠉ㺶㺎㺚㺼ｪ㺻㺢㺕ｬ㺻ﾊ㺽㺛ｔ廻5ｘ】5ｘ9建9ࠉ㺣㺵UV㺜㺵ﾐ㺍㺖塗装ࠉ同等品

2建2【࣭建5

A-建4



㺫㺼ｰ㺛ୖH=3,000

W=【00

脚立足場脚立足場

脚立足場
脚立足場

脚
立

足
場

脚
立

足
場

PA７T

SH分分TࠉNO.

S（AL分SH分分TࠉNAM分

JOBࠉNAM分）７AWING（H分（K ）分SIGN ）AT分一 級 建 築士 事 務 所登 録

一級建築士登録第ࠉࠉࠉࠉ号

土 ᒇ 正 明

1【3929

。02【】)【3-【355

。02【】)【3-【3【【

12長野県佐久市野沢-】30ࠉ

PHON分

切AX.

土

ᒇ 意匠

㸦佐久㸧Ｇ第㸵Ｚ１㸴１号

1:200

休憩室

Y】

Y10

Y1

Y2

Y3
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Y【

Y8
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Y】
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2,000 1,800 2,200

900

2
,
】
0
0

便所㸿 便所㹀職員

廊下

給食室

教材室

遊戯室 下洗室ࢪテーࢫ

教材室

足洗い場

X13

事務室

休憩室８帖

廊下

未満児保育室

未満児便所

洗濯室

ホフク室

食品庫

便所

砂場

テラࢫ

水飲み場

X15X14X12X11X10X9X8X】X【

48,200

5,500 5,500 5,500 5,500 5,500 5,500 2,200 2,500

X13

5,250 5,250

X1 X5

X0 X2 X4

】,500

2,000 1,500 4,500 1,500

ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫

X0

1,8【0

2
,
】
0
0

調乳室

プール

2
,
0
0
0

玄関

水呑

押入 物入

水呑
1
,
1
0
0

1,100

N

令和8ᖺ度ࠉ高瀬保育園耐震改修工事

ᖹ面詳細ᅗ参照

ᖹ面ᅗ

H=3,000 H=3,000 H=3,000

既存ኳ井撤去・復旧㸦木ୗ地共㸧

㺚㺼㺪㺽㺢ｰ㺻図=9.5張900ࠉࡾで900程度

くさび緊結式足場

W=900ࠉH=2,500

W=【00

㺫㺼ｰ㺛ୖH=3,000

壁養生

10,500 2,500

1,2501,250

根
ኴ

：
4
5
で
1
0
5
ࠉ

＠
3
0
3

9001,2001,2001,2001,200

1,200 1,200 1,200 1,200

床束＠1,200

養生範ᅖ

床・壁4面ኳ井ま࡛

保育室 保育室 保育室 保育室 保育室 保育室

㸦長㸧

㸦2㸧 㸦3㸧 㸦3㸧 㸦4㸧 㸦5㸧

1:200ᖹ面ᅗ࠙改修前ࠚ

改修部ศ

くさび緊結式足場を示す

脚立足場を示す

ᒇ根鉄骨補強工事࡟おい࡚施工箇所࡟付着し࡚いࡿ

石綿含有建材ࡢ除去等࡟つい࡚

ୖ記建材ࡣケレン・ษ断等࡟よࡿ除去を行うࠋ

負圧隔離養生範ᅖ㸦計画㸧を示す

事前調査・報告・ᒆ出ࡣ遅滞࡞く行うこࠋ࡜

あわせ࡚適正処理・処ศを行うこࠋ࡜

工事ࡢ影響範ᅖ内࡟落ୗ・堆積し࡚いୖࡿ記建材も

大引：105で105

1
,
2
】
5

1
,
2
】
5

1
,
2
】
5

1
,
2
】
5

1
,
2
】
5

1
,
2
】
5

1
,
2
】
5

1
,
2
】
5

1
0
,
2
0
0根㺔㺵ﾐ90で15

根ኴ掛：105で35

例：X8通ࡾ梁補強時ࡢ作業通路

1:200遊戯室床伏ᅗ࠙改修後ࠚ

ኳ井裏ࡢᒇ根折板࡟石綿含有吹付材㸦㺸㺫㺼㺷1㸧が施工さ࡚ࢀいࠋࡿ

㺜㺕ｭ㺶㺡ｨ㺝㺼ｰ㺻

石綿粉塵濃度測定を行う室ࠊ点数ࡣ特記࡟よࠋࡿ

202【・05

A-05



PA７T

SHEETࠉNO.

S（ALE
SHEETࠉNAME

JOBࠉNAME）７AWING（HE（K ）ESIGN ）ATE一 級 建 築士 事 務 所登 録

一級建築士登録第ࠉࠉࠉࠉ号

土 屋 正 明

1【3929

(02【】)【3-【355

(02【】)【3-【3【【

12長野県佐久市野沢-】30ࠉ

PHONE

FAX.

土

屋 意匠

㸦佐久㸧Ｇ第㸵Ｚ１㸴１号

1:200

X15 X14 X12 X11 X10 X9 X8 X】 X【 X4 X3X13

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y【 Y】 Y11 Y12

1:200東 立 面 図

X15X14X12X11X10X9X8X】X【X3 X13

1:200南 立 面 図

X0 X1 X5

1:200

1:200北 立 面 図

Y12 Y1Y2Y3Y4Y5Y【Y8Y11

X0

西 立 面 図

令和8年度ࠉ高瀬保育園耐震改修工事

立面図࠙改修前ࠚ

202【・05

鉄骨胴縁

㺵㺛ﾓ㺷ﾀ㺷除去

柱ﾌｶ㺚部ࠊ壁ﾊﾂ㺶取り 柱ﾌｶ㺚部ࠊ壁ﾊﾂ㺶取り

柱ﾌｶ㺚部ࠊ壁ﾊﾂ㺶取り

庇屋根葺き材仮撤去ࠉ再取り付け

庇屋根葺き材仮撤去ࠉ再取り付け

庇屋根葺き材仮撤去ࠉ再取り付け

柱ﾌｶ㺚部ࠊ壁ﾊﾂ㺶取り

煙突撤去

煙突撤去

既存壁面打継処理㸦㺙㺻ﾀ㺼ｰ掛け㸧

A-0【



PA７T

SHEET　NO.

S（ALESHEET　NAME

JOB　NAME）７AWING（HE（K ）ESIGN ）ATE一 級建 築 士 事務 所 登録

一級建築士登録第　　　　号

土 屋 正 明

1【3929

(02【】)【3-【355

(02【】)【3-【3【【

　30【-12長野県佐久市野沢

PHONE

FAX.

土

屋 意匠

㸦佐久㸧Ｇ第㸵Ｚ１㸴１号

1:200

X15 X14 X12 X11 X10 X9 X8 X】 X【 X4 X3X13

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y【 Y】 Y11 Y12

1:200東 立 面 図

X15X14X12X11X10X9X8X】X【X3 X13

1:200南 立 面 図

X0 X1 X5

1:200

1:200北 立 面 図

Y12 Y1Y2Y3Y4Y5Y【Y8Y11

X0

西 立 面 図

令和8年度　高瀬保育園耐震改修工事

202【・05

立面図࠙改修後ࠚ

ｵ㺎ﾊ㺼㺎㺸㺐合板ｺ㺻ｸ㺶㺎ﾄ打放　

ｵ㺎ﾊ㺼㺎㺸㺐合板ｺ㺻ｸ㺶㺎ﾄ打放　

ｵ㺎ﾊ㺼㺎㺸㺐合板ｺ㺻ｸ㺶㺎ﾄ打放　

㺵㺛合板ﾓ㺷ﾀ㺷下地

㺏ｸ㺶㺷㺶㺚㺻㺹㺎㺵㺎
目地切㺚㺎㺶㺻ｸ㺼

目地切㺚㺎㺶㺻ｸ㺼

天端㺑㺸ﾀ㺻系塗膜防水

天端㺑㺸ﾀ㺻系塗膜防水
煙突穴埋め

㺚㺶ｺ㺎㺻系撥水材塗

㺚㺶ｺ㺎㺻系撥水材塗

㺚㺶ｺ㺎㺻系撥水材塗

A-0】



PA７T

SHEET　NO.

S（ALESHEET　NAME

JOB　NAME）７AWING（HE（K ）ATE一級 建 築 士事 務 所 登録

一級建築士登録第　　　　号

土 屋 正 明

163929

(0267)63-6355

(0267)63-6366

　306-12長野県佐久市野沢

PHONE

FAX.

土

屋 意匠

㸦佐久㸧Ｇ第㸵Ｚ１㸴１号

1:200

1:200

56,200

6,000 8,300 16,700 4,500 7,700 13,000

400 400 400 400

6
0
0

6
0
0

6
0
0

6
0
0

9
0
0

9
0
0

900 900

1
,
5
0
0

1
,
1
0
0

8
0
0

600

500 500

9
0
0

900 900

600 1,500

500

3
0
0

900

900

5
0
0

9
0
0

3
8
,
2
0
0

4
,
6
0
0

4
,
7
0
0

2
8
,
9
0
0

1
,
1
0
0

2
,
7
0
0

1,860

5
0
0

2,000

7,500

1,100

500

3,300 4,200

1
0
,
2
0
0

2
,
7
0
0

1
,
8
0
0

8
,
4
0
0

2
,
0
0
0

X11X9 X10X8X7X6X4X3X0 X12 X13 X14 X15

X5X1

Y11

Y10

Y9

Y8

Y7

Y6

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1

Y12

Y11

Y10

Y7

㺷㺎ﾌﾃﾞ㺍㺕葺　t=0.6

折板葺　H=150　t=0.8

t=0.8　㺔㺵㺎㺔ﾞ㺷ﾊﾞ㺶ｳﾑ鋼板　角ﾊｾﾞ折板㸦㺔ﾊﾞ㺎工法㸧

t=0.8　㺔㺵㺎㺔ﾞ㺷ﾊﾞ㺶ｳﾑ鋼板　角ﾊｾﾞ折板㸦㺔ﾊﾞ㺎工法㸧

折板葺　H=150　t=0.8

屋 根 伏 図

屋根伏図

N

折板葺　H=150　t=0.8

t=0.8　㺔㺵㺎㺔ﾞ㺷ﾊﾞ㺶ｳﾑ鋼板　角ﾊｾﾞ折板㸦㺔ﾊﾞ㺎工法㸧

折板葺　H=150　t=0.8
㺷㺎ﾌﾃﾞ㺍㺕葺　t=0.6

t=0.8　㺔㺵㺎㺔ﾞ㺷ﾊﾞ㺶ｳﾑ鋼板　角ﾊｾﾞ折板㸦㺔ﾊﾞ㺎工法㸧

折板葺　H=150　t=0.8

t=0.8　㺔㺵㺎㺔ﾞ㺷ﾊﾞ㺶ｳﾑ鋼板　角ﾊｾﾞ折板㸦㺔ﾊﾞ㺎工法㸧

t=0.4　㺔㺵㺎㺔ﾞ㺷ﾊﾞ㺶ｳﾑ鋼板　角波㸦㺔ﾊﾞ㺎工法㸧

一部透明樹脂小波板葺き

一部透明樹脂小波板葺き

カラ࣮鋼板小波板葺き

カラ࣮鋼板小波板葺き

X方向

Y方向

庇屋根葺き材仮撤去　再取り付け

庇屋根葺き材仮撤去　再取り付け

A-08令和8年度　高瀬保育園耐震改修工事

）ESIGN

2026࣭05



Y11

Y】

Y10

1
0
,
2
0
0

1
,
8
0
0

8
,
4
0
0

2
,
0
0
0

3
,
4
0
0

5
,
0
0
0

PA７T

SHEETࠉNO.

S（ALE
SHEETࠉNAME

JOBࠉNAME）７AWING（HE（K ）ESIGN ）ATE一 級 建 築士 事 務 所登 録

一級建築士登録第ࠉࠉࠉࠉ号

土 屋 正 明

1【3929

(02【】)【3-【355

(02【】)【3-【3【【

12長野県佐久市野沢-】30ࠉ

PHONE

FAX.

土

屋 意匠

㸦佐久㸧Ｇ第㸵Ｚ１㸴１号

令和8ᖺ度ࠉ高瀬保育園耐震改修工事

1:【0

X14 X15X13X12X11

Y11

Y】

1
0
,
2
0
0

2,200 5,250 5,250 2,500

廊ୗ

テࣛࢫ

教材室㸦北㸧

教材室㸦南㸧

床

巾木

天井

木軸：㺵㺛ﾎ㺼㺎㺢㺼図=9ୗ地

腰壁

壁

㺚㺼㺪㺽㺢㺎㺻ࠉ図=】

㺪㺼㺣㺪㺹㺎㺶㺻㺖㺼ࠉ図=15

米栂ࠉOPࠉH=100

㺵㺺㺻㺪㺹㺎㺶㺻㺖㺼図=12㺺㺢ｺ塗

７（面：㺔㺵㺎㺪㺽㺵㺛ﾀ㺎塗ࠉ図=25

ｺ㺻㺖㺶㺎㺢打放仕ୖ

外壁：ｺ㺻㺖㺶㺎㺢打放ࠉﾀ㺼㺐ﾔ㺛㺕㺻吹付

ｺ㺻㺖㺶㺎㺢同時金鏝

遊戯室

FL±0 10】.1㎡

FL±0

FL±0

FL±0

床

巾木

天井

木軸：㺵㺛ﾎ㺼㺎㺢㺼図=9ୗ地

腰壁

壁

㺚㺼㺪㺽㺢㺎㺻ࠉ図=】

㺪㺼㺣㺪㺹㺎㺶㺻㺖㺼ࠉ図=15

米栂ࠉOPࠉH=100

㺵㺺㺻㺪㺹㺎㺶㺻㺖㺼図=12㺺㺢ｺ塗

７（面：㺔㺵㺎㺪㺽㺵㺛ﾀ㺎塗ࠉ図=25

ࢪテ࣮ࢫ

25.5㎡FL+300

床点検口

床点検口

収納

床点検口

FF

㺩㺽㺏ﾉ

黒板

火報

カ࣮テン

幕

袖幕

カ࣮テン

柱はつり範ᅖ

カ࣮テンࠊ幕類取外しࠊ再取り付け

移動ࠊ再設置

床ࠉୗ地共撤去
床ࠉୗ地共撤去

雨水浸透桝撤去ࠊ新設

3,000

1
,
】
2
3

1
,
8
2
3

3,000

土間コンク࣮ࣜト撤去範ᅖ

壁はつり範ᅖ

カ࣮テンࠊ幕類取外しࠊ再取り付け

撤去ࠊ再取り付け

仕ୖ塗材撤去

撤去

柱型：ｺ㺻㺖㺶㺎㺢打放仕ୖ

撤去ࠊ新設

カ࣮テンࠊ幕類取外しࠊ再取り付け

撤去ࠊ再取り付け

OT

遊戯室ࠉᖹ面詳細ᅗ࠙改修前ࠚ

床点検口

OIL

㸿

㹀

㹁

㹂 展開指示

202【࣭05

A-09
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PA７T

SHEET　NO.

S（ALE
SHEET　NAME

JOB　NAME）７AWING（HE（K ）ESIGN ）ATE一級 建 築 士事 務 所 登録

一級建築士登録第　　　　号

土 屋 正 明

1【3929

(02【】)【3-【355

(02【】)【3-【3【【

　30【-12長野県佐久市野沢

PHONE

FAX.

土

屋 意匠

㸦佐久㸧Ｇ第㸵Ｚ１㸴１号

令和8ᖺ度　高瀬保育園耐震改修工事

1:【0

X14 X15X13X12X11

Y11

Y】

Y10

1
0
,
2
0
0

1
,
8
0
0

8
,
4
0
0

2
,
0
0
0

3
,
4
0
0

5
,
0
0
0

Y11

Y】

1
0
,
2
0
0

2,200 5,250 5,250 2,500

遊戯室

廊ୗ

教材室

教材室

ࢪテ࣮ࢫ

テࣛࢫ

㺩㺽㺏ﾉ

腰：構造用合板下=12　釘接着剤併用張り

࣐࢝ࣛツ羽目板　下=12　WP

土間コンࢺ࣮ࣜࢡ金鏝仕ୖ

࣮࢜バ࣮ࣞイ合板　コンࢺ࣮ࣜࢡ打放

࣮࢜バ࣮ࣞイ合板　コンࢺ࣮ࣜࢡ打放

撥水剤塗

FF

遊戯室　ᖹ面詳細図࠙改修後ࠚ

250 10

250

1
5
0

1
5
0

1
0

15010 15010

3方࣏ࣜサࣝファイࢻ系コ࣮キンࢢ

収納

踏板࣭蹴込み：タモ集成材　U（

300

床：長尺弾性塩ビࢺ࣮ࢩ　下=【.2

ﾛ㺎㺪㺽引き分けｶ㺎㺡㺻࣮ࣞࣝ取替
ﾛ㺎㺪㺽引き分けｶ㺎㺡㺻࣮ࣞࣝ取替

ﾛ㺎㺪㺽引き分けｶ㺎㺡㺻࣮ࣞࣝ取替
ﾛ㺎㺪㺽引き分けｶ㺎㺡㺻࣮ࣞࣝ取替

壁：モࣝタࣝୗ地　せっこう㺪㺽㺵ｽﾀ㺎塗り

3方࣏ࣜサࣝファイࢻ系コ࣮キンࢢ

OT

1
,
9
0
0

1,200

ｺ㺻ｸ㺶㺎㺢金鏝仕ୖ

防油堤基礎

土間コン+新規木床組ୗ地

土間コン+新規木床組ୗ地

天端ウࣞタン系塗膜防水

コ࣮ン系撥水剤塗ࣜࢩ

࣮࢜バ࣮ࣞイ合板　コンࢺ࣮ࣜࢡ打放

コ࣮ン系撥水剤塗ࣜࢩ

天端ウࣞタン系塗膜防水

再設置

再設置

࣮࢝テン࣭幕類既存再取付

࣮࢝テン࣭幕類既存再取付
࣮࢝テン࣭幕類既存再取付

࣮࢝テン࣭幕類既存再取付

࣮࢝テン࣭幕類既存再取付

雨水浸透桝設置

V
U
1
0
0

OIL　Φ9

目地分かれ

再設置

火報

再取付

㸿

㹀

㹁

㹂 展開指示

床点検口

床点検口

ﾀﾓ集成材　見付け25　（L

外側７面取り

ｶ㺵ﾏ㺠羽目板　下=12WP

構造用合板　下=12ୗ地

202【࣭05

A-10

床：複合㺪ﾛ㺎㺶㺻ｸ㺼　下=15

床点検口

ｺ㺎㺣㺎ｶ㺼㺎㺢㺼：ﾀﾓ集成材　見付け25　（L

H=FL+1,500　角７面取り



カࣛーࢫࣛࣉター塗　図=25

㸦佐久㸧Ｇ第㸵Ｚ１㸴１号

意匠

土

屋
FAX.

PHONE

長野県佐久市野沢　30【-12

(02【】)【3-【3【【

(02【】)【3-【355

1【3929

土 屋 正 明

一級建築士登録第　　　　号

一 級 建築 士 事 務所 登 録 ）ATE）ESIGN（HE（K ）７AWING JOB　NAME

SHEET　NAME
S（ALE

SHEET　NO.

PA７T

1:50

X11 X12 X13 X14 X15

13,000

2,5005,2505,2502,200

F1

F3 FB1
FB1

FB1

７B2

７B3

７B3

７B2

W
1
5
0

７B4w

4
,
5
0
0

2
,
0
0
0

【
,
5
0
0

2
0
0

【
0
0

8
0
0

【0

10

【0

900

900

3
,
4
5
0

3
,
0
5
0

遊戯室

教材室

4
5
0

1
5
0
1
5
0

2
,
4
0
0

】
5
0

2
,
】
0
0

ࢪテーࢫ

3
,
【
0
0

4
,
】
0
0

図=15　ࢢローࣜンࣇࢼࣈ

ワッࢫࢡ磨き

巾木　OP

コンࣜࢡート同時金鏝

ター塗　図=25ࢫࣛࣉ

トーン　図=】　化粧釘打ࣉࢪ

トーン　図=】　化粧釘打ࣉࢪ

トーン　図=】　化粧釘打ࣉࢪ

2
,
2
5
0

4
5
0

GL

FL

GL

FL

水ୖSL

水ୗSLFL

1
0
0

1
0
0

折板葺　H=150　図=0.8

岩綿吹付　図=15

ｔ=0.8 ｶ㺵ｰｶ㺼㺷ﾊ㺼㺶ｳﾑ鋼板 角ﾊｾ㺼折板㸦ｶﾊ㺼ｰ工法㸧

W
1
2

W
1
2

岩綿吹付　図=15

折板葺　H=150　図=0.8

ｔ=0.8 ｶ㺵ｰｶ㺼㺷ﾊ㺼㺶ｳﾑ鋼板 角ﾊｾ㺼折板㸦ｶﾊ㺼ｰ工法㸧

令和8年度　高瀬保育園耐震診改修工事

遊戯室断面詳細ᅗ࠙改修前ࠚ

202【.05

図=15　ࢢローࣜンࣇࢼࣈ

ワッࢫࢡ磨き 撤去

ࣛワンࣇローࣜンࢢ　図=12　ワトコ塗　撤去

巾木　OP　撤去

ビࢽーࣝࢩート　図=1.0撤去

コンࣜࢡート打放し

カࣛーࢫࣛࣉター塗　図=25撤去

突け鴨居OP撤去

4
5

90

910

1
0
0

７（面打継処理㸦ｻ㺻ﾀ㺼ｰ掛け㸧

７（面打継処理㸦ｻ㺻ﾀ㺼ｰ掛け㸧

柱巻き立て補強範ᅖ

仕ୖ材撤去

柱巻き立て補強範ᅖ

仕ୖ材撤去

A-11



㸦佐久㸧Ｇ第㸵Ｚ１㸴１号

意匠

土

屋
FAX.

PHONE

長野県佐久市野沢　30【-12

(02【】)【3-【3【【

(02【】)【3-【355

1【3929

土 屋 正 明

一級建築士登録第　　　　号
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下=25ࠉ塗࣮ࢱࢫࣛࣉ

ࣛワンࣇロ࣮ࣜンࠉࢢ下=12ࠉワトコ塗

撤去900x900程度ࠉト࣮ン㸦木ୗ地共㸧ࣉࢪ

※天井裏に岩綿吹付材粉体等ࡀ落ୗしていࡿ場合ࡣ適正に除去࣭処ศを行うこと

撤去900x900程度ࠉト࣮ン㸦木ୗ地共㸧ࣉࢪ

点線ࡣ中高部天井形状を示す

※天井を開口した室ࠊࡣ施工中ࠊ施工後に石綿粉塵濃度測定を行う

令和8年度ࠉ高瀬保育園耐震改修工事 A-1】



㸦佐久㸧Ｇ第㸵Ｚ１㸴１号

意匠

土

屋
FAX.

PHONE

長㔝県佐久市㔝沢12-】30ࠉ

(02【】)【3-【3【【

(02【】)【3-【355

1【3重2重

土 屋 正 明

一級建築士登録第ࠉࠉࠉࠉ号

一 級建 築 士 ஦務 所 登 録 ）ATE）ESIGN（HE（K ）７AWING JOBࠉNAME

SHEETࠉNAME S（ALE

SHEETࠉNO.

PA７T

1野50

1野50

2,0001,500

重00

1,500

テラス

3
,
4
5
0

1
,
0
0
0

2
,
8
0
0

【
5
0

4
,
4
5
0

GL

SL

㺡㺵㺛SL

水ୖSL

FL

4
5
0

1
0
01
0
0

保育室

4
5
0

2
,
5
5
0

Y】

F3

W15

b1

X重

X】

X11

3
,
0
0
0

4
5
0

W15

F3

g1

1
,
0
0
0

202【࣭05

保育室棟ࠉ断面詳細図

保育室棟ࠉ断面詳細図࠙改修後ࠚ

カラ࣮鋼板小波板葺き復旧

㺚㺼ﾌ㺽㺢㺎㺻ࠉ下=重.5張り

木ୗ地復旧

LGSW=50ࠉ㺵㺛合板下=】.5ࠉﾓ㺷ﾀ㺷塗

㺏ｸ㺶㺷㺶㺚㺻ﾛ㺎㺵㺎塗り

஧㔜㺚㺎㺶㺻ｸ㺼㸦ﾓ㺷ﾀ㺷面࣭合板端部㸧

LGSࠉW=50ࠉ溶接

㸦外部側㸧

ラス合板ࠉ下=】.5張りࠉ付き合わせ部㺚㺎㺶㺻ｸ㺼

方杖㸦構造図参照㸧

X4～11通り

方杖㸦構造図参照㸧 X】ࠊ重11ࠊ通り

㺚㺼ﾌ㺽㺢㺎㺻ࠉ下=重.5張り

木ୗ地復旧

令和8年度ࠉ高瀬保育園耐震改修工஦ A-18

※天井開口ࠊ補強工஦ࠊ天井復旧は負圧隔壁養生内で行う



PA７T

S－分分TࠉNO.

S（AL分S－分分TࠉNAM分

JOBࠉNAM分）７AWIN，（－分（K ）分SI，N一 級 建築 士 事 務所 登 録

一級建築士登録第ࠉࠉࠉࠉ号

土 屋 ṇ 明

16」重「重

。0「67)6」-6」55

。0「67)6」-6」66

長㔝県佐久市㔝沢」06-1「ࠉ

P－ON分

切AX.

土

屋

㸦佐久㸧Ｇ第㸵Ｚ１㸴１号

構造

1.設計ᅗ

。「) 長さࠊ厚さ等ࡢ単位ࠊࡣ特記ࡁ࡞限ࡾmmࠋࡿࡍ࡜

。1) 異形鉄筋ࡢ径。ᮏ文ࠊᅗࠊ表࠾࡟い࡚ࠕ正࡛ࠖ示ࠊࡣ(ࡍ呼び名࡟用いࡓ数値ࠋࡿࡍ࡜

種別ࡢ一般壁ࡘ࠿

耐力壁ࡢ種別

∦持スࣛࣈ形階段を受ࠊࡅ

溶融亜鉛ࡁࡗࡵ高力ボࣝト

∦持スࣛࣈ形階段を受ࡘ࠿ࠊࡅ

∧鋼ࡁࡗࡵ鋼管㸦黒管㸧硬質塩化ビニࣝ管㸦薄肉管㸧溶融亜鉛ࡁ付ࡤࡘ

分７W○○ 土圧を受ࡘ࠿ࠊࡅ耐力壁ࡢ種別

耐力壁ࡢ種別

1 総則

KW○○

一般壁ࡢ種別
W○○

 準ᅗ㸧ࡽ࠿構成さࠋࡿࢀ

。1) 構造関係共通事㡯ࠊࡣ総則ࠊ構造関係共通ᅗ㸦配筋標準ᅗࠊ鉄骨標準ᅗࠊ耐震改修標準ᅗࠊ木造標

※

S 

M1「

普通ボࣝト

㸦切10TࠊS10T㸧

㸦切8T相当㸧

※建築用௨外ࡢス࣮ࣜࣈ材質ࡣ各工事ࠋࡿࡼ࡟

７SVU，ASP㸦白管㸧

表1.4ࠉス࣮ࣜࣈ材質ࡢ凡例ࠉ

管ࠉ名

記号㸦建築用㸧

鋼ࠉ管

分KW○○

。」) 構造関係共通ᅗ。鉄骨標準ᅗ)ࠊࡣ鉄骨造及び鉄骨鉄筋コン࣮ࣜࢡト造等ࡿࡅ࠾࡟鉄骨ࡢ加工ࠊ組立

 加工ࠊ組立等ࡢ一般的࡞標準ᅗࠋࡿࡍ࡜

。1) 設計ᅗ書ࡢᅗ面ࡢうࡕ配筋方法等࡟相違ࡀあࡿ場合ࡢ優先㡰位ࡣ௨ୗࠋࡿࡍ࡜ࡾ࠾࡜ࡢ

B

L

T

P

1

切L

「

切

記 号

表1.7ࠉ溶接⥅手及び溶接面ࡢศ類別記号

完全溶込ࡳ溶接

∦面溶接

㔜ࡡア࣮ࢡ溶接㸦ࣞࣇア溶接㸧

両面溶接

部ศ溶込ࡳ溶接

隅肉溶接

溶 接 ⥅ 手

 溶  接  面

ศࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ類

手⥅࡝࠿

Ｔ型⥅手

突合わࡏ⥅手

M「4M「「M「0M16

区ศ

表1.6ࠉ普通ボࣝト径ࡢ記号ࠉ

径
M「4M「「M「0M16

区ศ

表1.5ࠉ高力ボࣝト径ࡢ記号

径

高力ボࣝト

M1「

400」75」50」「5」00「75「50「「5「001751501「510075

区ศ

表1.」ࠉ梁貫通孔記号ࠉ

径

建ࠉ築

50

分W○○

表1.「ࠉ各階伏ᅗࡿࡅ࠾࡟記号ࠉ

切Lࡾࡀୖࡢࡽ࠿ୗࡾࡀ㸦みࠉࠉ㸧梁࣭スࣛࡾࡀୖࡢࣈୗࡢࡾࡀ範ᅖ

ボ࣮ࣜンࢢ位置

スࣛࣈ開口）0

打増しࡢ範ᅖ

試験杭ࡢ位置

杭ࡢ位置

コン࣮ࣜࢡトࣟࣈッࢡ壁㸦㹁㹀壁㸧

土間コン࣮ࣜࢡト

階段ࡢ配筋種別

スࣛࣈ厚さ

スࣛࡢࣈ配筋種別

記号 説明説明記号

区ศ

表1.1ࠉ異形鉄筋ࡢ断面表示記号ࠉ

径

建築

）」「）「重）「5）「「）1重）16）1」）10

ᅗ面࡛使用ࡿࡍ記号等ࠊࡣ表1.1～表1.8ࠊᅗ1.1を標準ࠋࡿࡍ࡜

1.4 記号等

「.構造関係共通ᅗ㸦配筋標準ᅗࠊ鉄骨標準ᅗࠊ耐震改修標準ᅗࠊ木造標準ᅗ㸧

1.「 優先㡰位

1.」 用語ࡢ定義

ࠋࡿࡍ࡜標準ᅗ࡞一般的ࡢ 

。「) 構造関係共通ᅗ。配筋標準ᅗ)ࠊࡣ鉄筋コン࣮ࣜࢡト及び鉄骨鉄筋コン࣮ࣜࢡト造等ࡿࡅ࠾࡟鉄筋ࡢ

1.1 適用範ᅖ

「

。㺐) 柱及び梁主筋並び࡟耐力壁を除く

ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡓ5正 を加え ࡟値ࡢ表ࠊࡣ場合ࡢト࣮ࣜࢡ軽㔞コン .「ࠉࠉࠉ

」0㸪」」㸪」6

「4㸪「7

」0㸪」」㸪」6

「4㸪「7

」0㸪」」㸪」6

「4㸪「7

S）」重0

S）」45

S）「重5

」5正

」5正

」0正

」0正

」5正

40正

45正

50正

」5正

40正

45正

50正

」5正

「5正

1h
L 㸦ࣇッࢡあࡾ㸧

種  類

鉄筋ࡢ

「1

」0正

「5正

「5正

」5正

「1

18

」0正

」5正

40正

45正

「1

18

L㸦ࣇッ࡞ࢡし㸧
1

   切続 。N/mm )

設計基準強度

コン࣮ࣜࢡトࡢ

表」.1ࠉ鉄筋ࡢ㔜ࡡ⥅手ࡢ長さ

」 ⥅手及び定着

ࠋࡿࡼ࡟表」.1ࠊࡣ長さࡢ手⥅ࡡ㔜ࡢ鉄筋                                ࠉ

。㺏) 径ࡀ異ࡿ࡞鉄筋ࡢ㔜ࡡ⥅手ࡢ長さࠊࡣ細い鉄筋ࡢ径ࠋࡿࡼ࡟

。1) 鉄筋ࡢ㔜ࡡ⥅手

1h1

1hࠉࠉࠉ「. ࣇッࢡあࡢࡾ場合ࡢLࠊࡣࠉᅗ」.1࡟示ࡼࡍうࣇ࡟ッࢡ部ศࠉ を含࡞ࡲいࠋ

㸦注㸧1. L ,L ：㔜ࡡ⥅手ࡢ長さ及びࣇッࢡあࡾ㔜ࡡ⥅手ࡢ長さ

。6) 貫通孔࡟接ࡿࡍ鉄筋࠿ࡢぶࡾ厚さࠊࡣ最小࠿ぶࡾ厚さ௨ୖࠋࡿࡍ࡜

。5) 鉄骨鉄筋コン࣮ࣜࢡト造ࡢ場合ࠊ主筋࡜ᖹ行ࡿࡍ鉄骨ࡢ࡜あࠋࡿࡼ࡟(4。ࠊࡣࡁ

「

」h「h1hL  ,L  又ࡣL

」「

」h

」

「h「

1h1

ࡢ

 「5正)

場合

スࣛࣈ

。∦持

 「5正)

場合

小梁ࡢ

」h

「h1h

」

   切続 。N/mm )

a

a

1a ≧ 0.5 L

a 1L1L

1L

1L

1a = 0.5 L

a

1ha ≧ 0.5 L

a 1hL1hL

1hL

。∦持

溶

 

接

 

⥅

 

手

1
L

」0㸪」」㸪」6

「4㸪「7

」0㸪」」㸪」6

         折曲ࡣࡆ行わ࡞いࠋ

ࠋ除くࡣ小梁ࡿࡅ受            ࠉࠉ

ࠋࡿࡍ࡜い値ࡁ大࠿ࢀࡎいࡕうࡢ長さࡢ手⥅ࡡ㔜ࡢ表」.1ࡣ50正㸧又ࡣࠉࠉ

場合ࡢ

場合ࡢ

a ≧400mmࠊࡘ࠿ࠊa ≧。継+40)mm

a ≧ 400mm

継

 ࢝ッ࣮ࣛࣉ

S）「重5

ᅗ」.「ࠉ直線定着ࡢ長さ及びࣇッࢡあࡾ定着ࡢ長さ

定着起点

▽

定着起点

▽

長さࡢ長さ直線定着ࡢ定着ࡾあࢡッࣇ

1L ,L 又ࡣL

長さࡢ定着ࡾあࢡッࣇࡢୗ端筋ࡢL    ：小梁 .4ࠉࠉࠉ

45正 40正

50正 40正

40正 」5正

45正 」5正

50正 40正18

」0正 「5正

」5正 」0正

」5正 」0正

「5正 「0正

」0正 「5正

」0正 「5正

」5正 」0正

「5正 「0正

「5正

」0正

」5正

㸫

㸫

 ࢞ス圧接⥅手࣭溶接⥅手

機

械

式

⥅

手

࢞

ス

圧

接

⥅

手

1h

1hL

a = 0.5 L

a

㔜

 

ࡡ

 

⥅

 

手

ࡾあࢡッࣇ

し࡞ࢡッࣇ

10正

スࣛࣈ小梁

௨ୖ

150mm

ࡘ࠿

L

「
LLL

「5正

」5正

「0正

」0正

」0正

40正

」5正

」5正

40正

45正

「1

「4㸪「7

「1

」0㸪」」㸪」6

「4㸪「7

「1

S）」重0

S）」45

。㺑) 耐力壁ࡢ鉄筋ࡢ㔜ࡡ⥅手ࡢ長さࣇࠊࡣッࢡあ࡞ࡾし࠿࠿࡟わ40ࡎࡽ正㸦軽㔞コン࣮ࣜࢡトࡢ場合

ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡓ5正 を加え ࡟値ࡢ表ࠊࡣ場合ࡢト࣮ࣜࢡ軽㔞コン .6ࠉࠉࠉ

。「) 鉄筋ࡢ定着

。㺏) 鉄筋ࡢ定着ࡢ長さࠊࡣ表」.」及びᅗ」.「ࠋࡿࡼ࡟

。㺒) 隣ࡾ合う⥅手ࡢ位置ࠊࡣ表」.「ࠋࡿࡼ࡟

表」.「ࠉ隣ࡾ合う⥅手ࡢ位置

ࠋ除くࡣ場合ࡢ場合及び壁筋ࡢ筋࡛ ）16௨ୗࣈスࣛࠊしࡔࡓࠉࠉ

「0正

18

」5正

」0正

」0正

」5正

40正

設計基準強度

コン࣮ࣜࢡトࡢ

種ࠉ類

鉄筋ࡢ

をࢀࡇ及びࣈ基礎耐圧スࣛࠊしࡔࡓࠋ長さࡢ直線定着ࡢୗ端筋ࡢࣈL    ：小梁及びスࣛ .「ࠉࠉࠉ

ࡢ中間部࡛ࠊࡓࡲࠋい࡞ࡲを含 ࠉ部ศࢡッࣇ࡟うࡼࡍ示࡟」.「ᅗࠊࡣ場合ࡢ定着ࡾあࢡッࣇ .5ࠉࠉࠉ

長さࡢ定着ࡾあࢡッࣇ長さ及びࡢ直線定着ࡢ࡬い箇所࡞ࡢࢀそ࠾ࡢL ,L ：割裂破壊 .」ࠉࠉࠉ

㸦注㸧1. L ,L ：「.࡛ࡲ.4ࡽ࠿௨外ࡢ直線定着ࡢ長さ及びࣇッࢡあࡾ定着ࡢ長さ

㸫

長さࡢ定着ࡾあࢡッࣇ

L

10正

スࣛࣈ小梁

直線定着ࡢ長さ

表」.」ࠉ鉄筋ࡢ定着ࡢ長さ

「. 重0まᮍ満ࡢ折曲ࡢࡆ内法直径ࡣ設計ᅗࠋࡿࡼ࡟

呼び名

鉄筋ࡢ種類

正

正

）

）

正
正

壁

壁

ࠋࡿࡅを付ࢡッࣇ

柱頭ࡢ四隅部ࡣ

ࡢ最ୖ階ࠊしࡔࡓ

柱 梁

壁

 床∧ 床∧

。」) 杭基礎ࡢベ࣮ス筋

。「) 煙突ࡢ鉄筋㸦壁ࡢ一部ࡿ࡞࡜場合を含ࡴ㸧

。4) 帯筋ࠊあࡽࡤ筋及び幅Ṇࡵ筋

。1) 柱及び梁㸦基礎梁を除く㸧ࡢ出隅部

ᅗ「.1 ᮎ端部ࣇ࡟ッࢡを必要ࡿࡍ࡜出隅部ࡢ鉄筋㸦 ● 印㸧

壁

梁

壁

㸦余長㸧

）

4正 ௨ୖ

4正 ௨ୖ

）

8正 ௨ୖ

6正 ௨ୖ

折曲ࡆᅗ

   余長4 ࡣ正 ௨ୖࠋࡿࡍ࡜

1. ∦持ࡕスࣛࣈ先端ࠊ壁筋ࡢ自由端側ࡢ先端࡛重0まࣇッ5「1ࡣࡓࡲࢡまࣇッࢡを用いࡿ場合ࠊࡣ

㸦幅Ṇࡵ筋㸧

5正 ௨ୖ

S）」重0

～ ）」8

）1重

及び

」正 ௨ୖ

正

）

4正 ௨ୖ

4正 ௨ୖ

  180ま

  1」5ま

  1」5ま

  重0ま

  重0ま

S）「重5BࠊS）」45

S）「重5A

～ ）」8

）1重

）16 ௨ୗ

折曲ࡆ内法直径。）)

角  度

折曲ࡆ

「 異形鉄筋ࡢᮎ端部

1 鉄筋ࡢ加工

次ࡢ部ศ࡟使用ࡿࡍ異形鉄筋ࡢᮎ端部ࣇࡣ࡟ッࢡを付ࠋࡿࡅ

表1.1ࠉ鉄筋ࡢ折曲ࡆ内法直径

鉄筋ࡢ折曲ࡆ内法直径ࠊࡣ表1.1を標準ࠋࡿࡍ࡜

構造関係共通ᅗ。配筋標準ᅗ)ࠉ

「

1L「L

1L」

」「1

継

a㸦注㸧1. L ：梁主筋ࡢ柱内折曲ࡆ定着ࡢ投影定着長さ

   切続 。N/mm )

正

ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡓ5正 を加え ࡟値ࡢ表ࠊࡣ場合ࡢト࣮ࣜࢡ軽㔞コン .「ࠉࠉࠉ

㸧ࠋを除くࣈ㸦∦持小梁及び∦持スࣛ ࠉࠉࠉࠉࠉ

㸧ࠋࡴを含ࣈ持梁及び∦持スࣛ∦ࠊ㸦基礎梁 ࠉࠉࠉࠉࠉ

投影定着長さࡢ定着ࡆ梁内折曲ࡢ端筋ୖࡢࣈL ：小梁及びスࣛ .」ࠉࠉࠉ

表」.4ࠉ鉄筋ࡢ投影定着ࡢ長さ

S）」重0

S）」45

L
継

S）「重5

「0正

「0正

15正

「0正

「0正

」0㸪」」㸪」6 「0正

「0正

「0正

15正

「0正

「0正

「0正

」0㸪」」㸪」6

「4㸪「7

15正

15正

種  類

鉄筋ࡢ

「4㸪「7

「1

15正

15正

15正

15正

「1

18

15正

15正

15正

「0正

」0㸪」」㸪」6

「4㸪「7

「1

18

L 
a設計基準強度

コン࣮ࣜࢡトࡢ

1節半௨ୖ150ࠊࡘ࠿ࠊmm௨ୖ

 鉄筋

L

ࠋࡿࡼ࡟「.「表ࡣ L 及びLࠊ࡟表」.1ࡣ Lࠊ࠾࡞ࠉࠉ

㸦柱頭又ࡣ柱脚部㸧

 鉄筋

定着㸦壁ࡢ場合㸧

1節半௨ୖ150ࠊࡘ࠿ࠊmm௨ୖ

正

≧6正

5
0
正

≧6正
≧6正

正

ᅗ」.4ࠉ溶接金網ࡢ⥅手及び定着

50正

定着㸦スࣛࡢࣈ場合㸧㔜ࡡ⥅手

≧6正

正

1.5巻

添巻ࡁ

௨ୖࡢ

。㺒) スパイࣛࣝ筋ࡢ⥅手及び定着ࠊࡣᅗ」.5ࡿࡼ࡟

。㺑㸧溶接金網ࡢ⥅手及び定着ࠊࡣᅗ」.4ࠋࡿࡼ࡟

㸦㔜ࡡ⥅手㸧

中間部

ᅗ」.5ࠉスパイࣛࣝ筋ࡢ⥅手及び定着

ᮎ端部

）あࡁ）

間隔

最大外径ࡢ鉄筋ࠊࡣ （

ᅗ4.1ࠉ鉄筋相互ࡢあࡁ及び間隔

。「) 柱ࠊ梁等ࡢ鉄筋ࡢ加工࡟用い࠿ࡿぶࡾ厚さࠊࡣ最小࠿ぶࡾ厚さ10࡟mmを加えࡓ数値を標準ࠋࡿࡍ࡜

。4) 鉄筋相互ࡢあࡣࡁᅗ4.1ࠊࡾࡼ࡟次ࡢ値ࡢうࡕ最大ࡢࡶࡢ௨ୖࠋࡿࡍ࡜

。」) 鉄筋組立後࠿ࡢぶࡾ厚さࠊࡣ最小࠿ぶࡾ厚さ௨ୖࠋࡿࡍ࡜

    柱及び梁ࡢ主筋࡟ ）「重 ௨ୖを使用ࡿࡍ場合ࠊࡣ主筋࠿ࡢぶࡾ厚さを径1.5ࡢ倍௨ୖ確保ࡼࡿࡍう࡟

    最小࠿ぶࡾ厚さを定ࠋࡿࡵ

。1) 鉄筋及び溶接金網ࡢ最小࠿ぶࡾ厚さࠊࡣ表4.1ࠋࡿࡼ࡟

ࠋい࡞適用しࡣ࡟箇所࡞部ศ等耐久性ୖ不利ࡿあࡢࢀそ࠾ࡿࡅ塩害を受ࠊࡓࡲ ࠉࠉࠉࠉ

4 鉄筋࠿ࡢぶࡾ厚さ及び間隔

最小࠿ぶࡾ厚さ。mm)

60

60

40

40

屋外

」0

40

仕ୖࡆあࡾ

仕ୖ࡞ࡆし

。㺐) 「5mm

。㺏) 粗骨材ࡢ最大寸法5」.1ࡢ倍

。㺑) 隣ࡾ合う鉄筋ࡢ径㸦呼び名ࡢ数値㸧ࡢᖹ均1.5ࡢ倍

ࠋい࡞ࡲ厚さを含 ࠉࠉࠉࠉ

ࠋࡿࡍ࡜ࡽ࠿杭天端ࠊࡣ厚さࡾぶ࠿ࡢ基礎ୗ端筋ࡢ場合ࡢ杭基礎 .4ࠉࠉࠉ

」0

「0

」0

」0

柱㸪梁㸪耐力壁

スࣛࣈ㸪

耐力壁௨外ࡢ壁

土࡟接ࡍ

部ศࡿ

土࡟接し

い部ศ࡞

屋内

仕ୖࡆあࡾ

仕ୖ࡞ࡆし

仕ୖࡆあࡾ

仕ୖ࡞ࡆし

ࠋを除くࡢࡶࡢ塗装等㸧ࠊ㸦仕ୖ塗材ࡆ仕ୖ ࠉࠉࠉࠉ

ࡢト࣮ࣜࢡ捨コンࠊࡣ࡟厚さࡾぶ࠿ࡢ部ศࡿࡍ接࡟直接土ࠊ基礎及び擁壁࡛ࠊ梁ࠊࣈスࣛ .「ࠉࠉࠉ

い࡞耐久性ୖ有効࡛ࡢ鉄筋ࠊし࡜ࡢࡶࡿあࡢࡆ仕ୖࡢ等ࡾモࣝタࣝ塗ࠊࡣ࡜ࠖࡾあࡆ仕ୖࠕ.」ࠉࠉࠉ

擁壁㸪耐圧スࣛࣈ

基礎㸪擁壁㸪耐圧スࣛࣈ

柱㸪梁㸪スࣛࣈ㸪壁

表4.1ࠉ鉄筋及び溶接金網ࡢ最小࠿ぶࡾ厚さ

構造部ศࡢ種別

煙突等高熱を受ࡿࡅ部ศ

㸦注㸧1. ࡢࡇ表ࠊࡣ普通コン࣮ࣜࢡト࡟適用しࠊ軽㔞コン࣮ࣜࢡトࡣ࡟適用し࡞いࠋ

継L

全長全長

ࠋࡿࡍ࡜4倍௨ୖ/「ࡢいࡏし࡚柱࡜原則ࠊࡣい࡚࠾࡟柱内定着ࡢࠉࠉࠉ

梁主筋ࠊしࡔࡓࠋࡿࡍ࡜長さࡍ示࡟表」.4ࠊࡣ投影定着長さLa及びL継ࡢ࡛ࡲ鉄筋外面ࡽ࠿続) 仕口面。ࠉ

8正 ௨ୖ ࡣ継) 余長。ࠉ

長さ௨ୖࡢ直線定着ࡍ示࡟「.「表ࡣa) 全長。ࠉ

小梁及びスࣛୖࡢࣈ端筋ࡢ

余長

梁内折曲ࡆ定着ࡢ投影定着長さ

余長

aL㸦ࡔࡓし㸪柱ࡏい4/「ࡢ倍௨ୖ㸧

梁主筋ࡢ柱内折曲ࡆ定着ࡢ投影定着長さ

  ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡍ満足࡚࡭ࡍ継)及び。続)を。ࠊ(a。ࡢ次ࠉࠉ

。㺐) 梁主筋ࡢ柱内折曲ࡆ定着又ࡣ小梁及びスࣛୖࡢࣈ端筋ࡢ梁内折曲ࡆ定着ࡢ方法ࠊࡣᅗ」.」ࠊࡾࡼ࡟

ᅗ」.」ࠉ折曲ࡆ定着ࡢ方法

1hL

ᅗ」.1ࣇࠉッࢡあࡢࡾ場合ࡢ㔜ࡡ⥅手ࡢ長さᅗ1.1ࠉ溶接記号ࡢ記載例

60ま

断⥆溶接ࡢ長さ及び間隔

引出線

※特記無ࡁ限ࠊࡾ完全溶込溶接ࡢ溶接方法࣭溶接面ࡣ適ษ࡞溶接方法等ࠋࡿࡼ࡟

溶接⥅手

溶接面

全周溶接

現場溶接

基準線

断⥆溶接ࡢ長さ

断⥆溶接ࡢ間隔

㸦折線㸧

引出線基準線

60ま 60ま

全周現場溶接

L - P

L - P

補助記号

表1.8ࠉ溶接ࡢ補助記号

全ࠉ周ࠉ溶ࠉ接

現ࠉ場ࠉ溶ࠉ接

区ࠉࠉࠉࠉศ

全 周 現 場 溶 接

構造関係共通事㡯ࠉ

構造関係共通事㡯 1野---

S-01௧和8ᖺ度ࠉ高瀬保育園耐震改修工事

「0「6.05



PA７T

SHEETࠉNO.

S（A１ESHEETࠉNA２E

JOBࠉNA２E）７A＜IN低（HE（K ）ESI低N一 級 建築 士 事 務所 登 録

一級建築士登録第ࠉࠉࠉࠉ号

土 屋 正 明

163重2重

。0267)63-6355

。0267)63-6366

306-12長㔝県佐久市㔝沢ࠉ

PHONE

位A＝.

土

屋

㸦佐久㸧Ｇ第㸵Ｚ㸯㸴㸯号

構造1野---

 縁端距離及びボࣝࢺ間隔ࠊࡣ表1.1ࠊࡋࡔࡓࠋࡿࡼ࡟引張材ࡢ接合部分࠾࡟い࡚ࠊせࢇ断力ࡿࡅཷࢆボࣝࡀࢺ応力方向࡟

表1.1ࠉ縁端距離及びボࣝࢺ間隔ࠉࠉ㸦単఩mm㸧

呼びࡢࡌࡡ

縁端距離 ボࣝࢺ間隔

e た

２12

２16

２20

２22

２24

40 60

45 70

eた

。2) 千鳥打ࢪ࣮ࢤࡢࡕ及びボࣝࢺ間隔

。1) 縁端距離及びボࣝࢺ間隔

 千鳥打ࢪ࣮ࢤࡢࡕ及びボࣝࢺ間隔ࠊࡣ表1.2ࠋࡿࡼ࡟

表1.2ࠉ千鳥ࢪ࣮ࢤࡢ及びボࣝࢺ間隔ࠉ㸦単఩mm㸧

ࢪ࣮ࢤ

呼びࡢࡌࡡ

g

２12,２16,２20,２22

千鳥打ࡢࡕボࣝࢺ間隔ࠉP下

２24

50

45

40

25

35

-

65

60

55

45

50

40

35

40

45

55

50

60

P下

g

。3) 形鋼ࢪ࣮ࢤࡢ及びボࣝࡢࢺ最大軸径

 形鋼ࢪ࣮ࢤࡢ及びボࣝࡢࢺ最大軸径ࠊࡣ表1.3ࠋࡿࡼ࡟

表1.3ࠉ形鋼ࢪ࣮ࢤࡢ及びボࣝࡢࢺ最大軸径ࠉ㸦単఩mm㸧

B

g

A

B

B

Bࡣ

A又

軸径

最大

B

軸径

最大

軸径

最大

B

45

50

60

65

70

75

80

重0

100

125

130

150

175

200

25

28

35

35

40

40

45

50

55

50

50

55

60

60

35

40

55

70

重0

12

16

16

20

20

22

22

24

24

24

24

24

24

24

100

125

150

175

200

250

300

350

400

56

75

重0

105

120

150

150

140

140

40

70

重0

※1

16

16

22

22

24

24

24

24

24

50

65

70

75

80

重0

100

30

35

40

40

45

50

55

12

20

20

22

22

24

24

場合ࡓࡋ࡜ࡕ千鳥打ࠉ1※

A㸦サࣈマ࣮࣮࢔ࢪク自動溶接㸧

1重㸺ｔӌ40

35ま

2

）1 = 2㸦下－2㸧/3

）2 =㸦下－2㸧/3

60ま

45ま 30ま

下 ӌ6

6㸺 下 ӌ1重

低

35ま

低 㸻ｔ

ｔ

45ま 30ま

被覆࣮࢔ク溶接࣮࢔ࢻ࣮ࣝࢩࢫ࢞ࠊク溶接

及び࣮࢔ࢻ࣮ࣝࢩࣇࣝࢭク溶接

1㸦片面溶接㸧

突合わせ継手。B)ࡢ開先標準

H

2㸦両面溶接㸧

60ま

）1 =㸦下－6㸧/2

）2 =㸦下－6㸧/2

60ま

22㸺ｔӌ40

12㸺 下 ӌ22

60ま

下 ӌ12

( ࠉ  ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ 。

1

g
1

g 1 g 1 g 2 g 3g 2

1-1 縁端距離及びボࣝࢺ間隔

1-2 溶接継手ࡢ種類別開先標準

㸦単఩：mm㸧

1㸦片面溶接㸧 2㸦両面溶接㸧

た

g
2

g
1

g
2

g
2

g
3

6

ｔ

7

2

ｔ 2 下

6

ｔ

6

2

ｔ

7

ｔ

）
2

）
1

2

2

ｔ

6

下

）
2

）
1

6

ｔ

ｔ ｔ

 3本௨ୖ並࡞ࡤい場合ࡢ縁端距離ࠊࡣ設計図ࠋࡿࡼ࡟設計図ࠊࡤࢀࡅ࡞࡟ボࣝࢺ軸径2.5ࡢ倍௨ୖࠋࡿࡍ࡜

ࠋࡿࡼ࡟設計図ࡣ縁端距離ࡢࢺン࣮࢝ボࣝ࢔ࠊࡓࡲ 

0

1/4 下ӌ S ӌ10

3
5
ま

7

4
5
ま

/
 
㸦

ｔ
-
2
㸧

/
 
㸦

ｔ
-
2
㸧

ｔ

1

3

2

2

3

6
0
ま

H㸦被覆࣮࢔ク溶接࣮࢔ࢻ࣮ࣝࢩࢫ࢞ࠊク溶接及び࣮࢔ࢻ࣮ࣝࢩࣇࣝࢭク溶接㸧

1㸦片面溶接㸧

部材ࡀ直交࡞ࡋい場合ࡢ開先標準

6㸺 下 ӌ1重

1重㸺 下 ӌ40

ｔ

6㸺 下 ӌ40

Ӎ

6
0
ま

1/4 下ӌ S ӌ10

35ま

1/4 下ӌ S ӌ10

35ま

2㸦両面溶接㸧

1/4 下ӌ S ӌ10

2

6㸺 下 ӌ1重

Ӎ

6
0
ま

0

）1= 2㸦下－2㸧/3

）2=㸦下－2㸧/3

1/4 下ӌ S ӌ10

60ま

1重㸺 下 ӌ40

7
5
ま

Ӎ

4
5
ま

）2=㸦下－6㸧/2

）1=㸦下－6㸧/2

60ま

35ま

35ま

1/4 下ӌ S ӌ101/4 下ӌ S ӌ10

45ま

45ま

1/4 下ӌ S ӌ10

22㸺 下 ӌ40

60ま

12㸺 下 ӌ22

60ま

35ま

1/4 下ӌ S ӌ10

T型継手。T)ࡢ開先標準

1/4 下ӌ S ӌ10

35ま

1重㸺 下 ӌ40

1/4 下ӌ S ӌ10

1重㸺 下 ӌ40

35ま

S 㸻 下

開先標準ࡢ(継手。１࡝࠿

35ま45ま

50ま

157

5

下

上

5

4

4

3

6

5

隅肉溶接ࡢサࢬ࢖

11

8

重

7

8

6

10

8

13

10

12

重

14

10 11

隅肉溶接。位)ࡢ開先標準

251重

11

16

12

22

13 15

28

17

32

1重

36

21

40

24

S

60ま

2

S

60ま

2

A㸦サࣈマ࣮࣮࢔ࢪク自動溶接㸧

下 ӌ6

被覆࣮࢔ク溶接࣮࢔ࢻ࣮ࣝࢩࢫ࢞ࠊク溶接

及び࣮࢔ࢻ࣮ࣝࢩࣇࣝࢭク溶接

1㸦片面溶接㸧

H

2㸦両面溶接㸧

下 ӌ12

( ࠉ  ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ 。

1㸦片面溶接㸧 2㸦両面溶接㸧

1/4 下ӌ S ӌ10

1/4 下ӌ S ӌ10 1/4 下ӌ S ӌ10

A㸦サࣈマ࣮࣮࢔ࢪク自動溶接㸧

下 ӌ6

被覆࣮࢔ク溶接࣮࢔ࢻ࣮ࣝࢩࢫ࢞ࠊク溶接

及び࣮࢔ࢻ࣮ࣝࢩࣇࣝࢭク溶接

1㸦片面溶接㸧

H

2㸦両面溶接㸧

下 ӌ12

( ࠉ  ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ 。

1㸦片面溶接㸧 2㸦両面溶接㸧

6㸺 下 ӌ1重 12㸺ｔӌ1重

35ま 45ま 35ま

60ま

60ま60ま

1/4 下ӌ S ӌ10

）1= 2㸦下－2㸧/3

）2=㸦下－2㸧/3

1/4 下ӌ S ӌ10

）2=㸦下－6㸧/2

）1=㸦下－6㸧/2

1/4 下ӌ S ӌ10

H㸦被覆࣮࢔ク溶接࣮࢔ࢻ࣮ࣝࢩࢫ࢞ࠊク溶接及び࣮࢔ࢻ࣮ࣝࢩࣇࣝࢭク溶接㸧

1㸦片面溶接㸧

下 ӌ16

2㸦両面溶接㸧

下 ӌ16 16㸺 下 ӌ40

㸦単఩：mm㸧

㸦単఩：mm㸧

㸦単఩：mm㸧

㸦単఩：mm㸧

㸦単఩：mm㸧

ｔ ｔ

6

2
S

ｔ2
S

ｔ

ｔ2
S

7

ｔ2
S

S

ｔ2
S

7

ｔ

S
6

S

下

7

2
S

ｔ

）
2
）
1

S
S

7

ｔ

2
S

ｔ

）
2
）
1

6
S

S

2

S

ｔ

S

下

6

6

7

ｔ2 ｔ2
S

ｔ

7
2 ｔ

6
S

7

2

ｔ ｔ

）
2
）
1

2
S

7

2

）
2
）
1

6
S

S

S

S

ｔ

S

S

S S

下

S S

S
S

S
S

S S

下

下 下 下

ｔｔ

Sち

Sち

手溶接

16ӌ 下 ӌ4012ӌ 下 ӌ40

下 Ӎ3ࡁ࡜ࡢ S 㸻 下

下 㸺3ࡁ࡜ࡢ S 㸻 3

3㸦軽㔞形鋼Ｖ形溶接㸧

こ こ

1㸦丸鋼等片面溶接㸧

ｄ
／㸰

ｄ
／㸰

こ こ

2㸦丸鋼等両面溶接㸧

こ

ｄ

ｄ
／

㸰

／㸰

22

13

㔜࣮࢔ࡡク溶接㸦࢔ࣞࣇ溶接㸧。位１)ࡢ開先標準

） 10

下 12

1211

1重16

45ま

3628

1413

25

15 15

32

16

40

下 㸺3ࡁ࡜ࡢ S 㸻 3

下 Ӎ3ࡁ࡜ࡢ S 㸻 下

4㸦軽㔞形鋼ࣞ形溶接㸧

S ｔ S

45ま 45ま

部分溶込ࡳ溶接。P)ࡢ開先標準

。2) ࢚ンࢻタࣈ

。1) ࢚ンࢻタ࣭ࣈ裏当࡚金ࡢ鋼材ࡢ種別及び引張強さࡿࡼ࡟区分ࠊࡣ母材ྠ࡜等ࠋࡿࡍ࡜

 ࢚ンࢻタࡢࣈ形状ࡣ母材ྠ࡜厚࣭ྠ開先ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡢ

࢚ンࢻタࣈ

裏当࡚金

10㎜௨ୖ

m

m

溶接方法

半自動溶接

自動溶接

35௨ୖ

38௨ୖ

70௨ୖ

m

。3) 裏当࡚金

。㺏) 裏当࡚金ࡢ組ࡳ立࡚溶接ࠊࡣ接合部࡟影響ࢆ与え࡞いࡼう࢚ࠊ࡟ンࢻタࡢࣈ఩置又ࡣ梁ࣛࣇンࢪ幅ࡢ1/4ࡢ఩置࡟行いࠊ

。㺐) 完全溶込ࡳ溶接ࡢ片面溶接࡟用いࡿ裏当࡚金ࡣ原則ࣛࣇ࡚ࡋ࡜ンࡢࢪෆ側࡟設置ࠋࡿࡍ

裏当࡚金ࡢ厚さ

位B㸦下ェ25㎜㸧 位B㸦下ェ38㎜㸧

㸦単఩：㎜㸧

6௨ୖ

重௨ୖ

12௨ୖ

下

ࣉッࣛ࢝ࢫ (4。

    改良型ࣛ࢝ࢫッࣉ

。㺏) ࣛ࢝ࢫッࣉ半径Sち 35ࡣ㎜ࠋࡿࡍ࡜Sち 10ࡣ㎜1ࠋࡿࡍ࡜ 2

。㺐) ࣛ࢝ࢫッࣉ෇弧ࡢ曲線ࣛࣇࠊࡣン࡟ࢪ滑࡟࠿ࡽ接ࡼࡿࡍう࡟加工ࠊࡋ複合෇ࡣ滑࡟࠿ࡽ௙ୖࠋࡿࡆ

Sち

Sち

ࣉッࣛ࢝ࢫ従来型ࠉࠉ

ࠋࡿࡍ࡜35㎜ࡣ半径Sちࣉッࣛ࢝ࢫ 

溶接ࡢサࢬ࢖ 㸦単఩：㎜㸧

裏当࡚金ࡢ厚さ S

下ӌ重

下㸼重

5

重

自動機械ࡾࡼ࡟開先加工ࢆ行う場合ࡢࡇࡣ限࡞ࡣ࡛ࡾいࠋ

適用管厚3.2ࠉ㎜ӌ下ӌ12㎜

交角30ࠉまӌθӌ150ま

A

B

（

θ

）

）

支管

主管

）-）断面図

主管ࡢ管軸࡜支管ࡢ管軸ࡣ࡜一致させࠋ࡜ࡇࡿ

A部断面

1.5下～2.0下

50ま～60ま

0～3

下

0
～

3

B部断面

1.5下～2.0下

接線

下

1.5下～2.0下

0～3

1.5下～2.0下

（部断面

ࠋい࡞ࡽ࡞ࡣ࡚ࡗ行ࡣ࡟఩置ࡢ10㎜௨ෆࡽ࠿両端ࢪンࣛࣇ梁ࠉࠉ

1

2

1-3 鋼管分岐継手詳細

1-4 鉄骨溶接施工

溶接方法

H㸦被覆࣮࢔ク溶接࣮࢔ࢻ࣮ࣝࢩࢫ࢞ࠊク溶接及び࣮࢔ࢻ࣮ࣝࢩࣇࣝࢭク溶接㸧

1㸦片面溶接㸧 2㸦両面溶接㸧

）1= 。下－2㸧/2

）2=㸦下－2㸧/2

1/4 下ӌ S ӌ101/4 下ӌ S ӌ10

㸦単఩：mm㸧

H㸦被覆࣮࢔ク溶接࣮࢔ࢻ࣮ࣝࢩࢫ࢞ࠊク溶接及び࣮࢔ࢻ࣮ࣝࢩࣇࣝࢭク溶接㸧

㸦単఩：mm㸧

㸦単఩：mm㸧

手溶接

半自動溶接

自動溶接

下

S

S ） S S

）1

2

）2

ｄ
／

㸰

ｄ
／㸰

ｔ

ｄ
／㸰

ｄ
／㸰

ｄ
／㸰

ｄ
／㸰

下

S

S

S

S下 下

S

50ま～60ま

1位 1位

下

Sち2

Sち1

下

ࢺッ࢝ࣉニッࢫ (5。

。㺏) ࢫニッ࢝ࣉッࢺ部ࡣ溶接ࡾࡼ࡟埋ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡵ

ࢺッ࢝ࣉニッࢫ

ち

Sげ

。㺐) ࢫニッ࢝ࣉッࡢࢺ寸法ࠊࡣୗ表ࠊࡋࡔࡓࠋࡿࡼ࡟既製形鋼ࢫࡢニッ࢝ࣉッࡘ࡟ࢺい࡚ࠊࡣSげ=ち+2ࡾࡼ࡟求ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡵ

Sげ 10 12 14 15

6 重 12 16௨ୖ

。6) 溶接部分ࡢ段差

    完全溶込ࡳ溶接ࢆ行う部分ࡢ板厚ࡢ差ࡿࡼ࡟段違い10ࡀ㎜ࢆ超えࡿ場合ࠊ又ࡣప応力高サ࢖クࣝ疲労ࡿࡅཷࢆ場合

1/2.5௨ୗ

1

下
S
げ

下 2
下

鉄筋又ࡣ軽㔞形鋼࡟㔜࣮࢔ࡡク溶接㸦࢔ࣞࣇ溶接㸧ࢆ行う場合ࡢ溶接長さ㸦１㸧ࠊࡣビ࣮ࡢࢻ始点㸦１a㸧及びク࣮ࣞタ࣮㸦１け㸧ࢆ

１：片面࢔ࣞࣇ溶接ࡢ場合10ࠉこ

5こ ࠉ場合ࡢ溶接࢔ࣞࣇ両面 ࠉ

こ：異形鉄筋ࡢ呼びྡ࡟用いࡓ数値

１a及び１け1 ࡣこ㸦軽㔞形鋼ࡘ࡟い࡚1 ࡣS 㸧௨ୖ

S：溶接ࡢサࢬ࢖

１a １

1-5 㔜࣮࢔ࡡク溶接㸦࢔ࣞࣇ溶接㸧ࢆ行う場合ࡢ溶接長さ

１け

㸧ࡿࡍ࡜ 㸦 e Ӎ H ࠋࡿࡍ࡜小さい方ࡕうࡢ   ࡣࡓࡲ3φࡣࠉ

   補強ࢫࣛࢺ法

60ま

φ

5
0

H

5
0

φ

法ࢺ࣮ࣞࣉ補強 ࠉ

5
0

。自然開先)

補強ࢫࣛࢺ

60ま
0～5

0～5

下
f

f
下

補強ࢺ࣮ࣞࣉ

0～5 0～5

2位

１

（

    BH材ࣛࣇࡢンࢪ及びࣛࣇン࡟ࢪ使用ࡿࡍ外側ࠊࡣࢺ࣮ࣞࣉࢫ࢖ࣛࣉࢫP１表記࡛あࡶ࡚ࡗ 位B又ࡣP１ࠋࡿࡍ࡜

。1) 鉄骨造及び鉄骨鉄筋ࢥンク࣮ࣜࢺ造ࡢ鉄骨梁࢙࢘ࣈ部材࡟貫通孔ࢆ設ࡿࡅ場合ࠊࡣ次ࠋࡿࡼ࡟

。㺏) 貫通孔ࡢෆ径寸法ࠊࡣ鉄骨せい1/2ࡢ௨ୗࡘ࠿鉄筋ࢥンク࣮ࣜࢺ梁せい1/3ࡢ௨ୗࠋࡿࡍ࡜

。㺐) 貫通孔間隔ࠊࡣ両側ࡢ貫通孔径ࡢᖹ均値ࠊࡢ鉄骨造࡛ 2倍௨ୖࠊ鉄骨鉄筋ࢥンク࣮ࣜࢺ造࡛ 3倍௨ୖ確保ࠋࡿࡍ

。㺏) 補強16ࡀࢺ࣮ࣞࣉ㎜௨ୖࡿ࡞࡜場合ࠊࡣ必要࡞長さ1/2ࡢ௨ୖࡢ補強ࣈ࢙࢘ࢆࢺ࣮ࣞࣉ両面ࡽ࠿溶接ࠋࡿࡍ

。㺐) 補強ࡣࢺ࣮ࣞࣉ丸型ࡶ࡚ࡋ࡜良いୖࠋୗࣛࣇンࡢ࡜ࢪあ50ࡁmmࡘ࡟い࡚ࡣ施工性ࢆ考慮࡚ࡋ小さくࠋࡿࡁ࡛ࡶ࡜ࡇࡿࡍ

ࠋࡿࡍ࡜全周隅肉溶接ࠊࡣࡅ付ྲྀࡢࣈ࣮ࣜࢫ  

梁貫通孔ࡢ఩置ࡢ限度㸦単఩：㎜㸧

φ

H ：鉄骨せい

せいࡾࡣ： （

φ：貫通孔ෆ径寸法

㸦φӌH/2ࡘ࠿φӌ）/3㸧

௨
ୖ

1-7 そࡢ௚

１

（

1位

e

1位

1位

下

2位

2
0

5
0

100௨ୗ B

2位

2位

T

H ）

㸯

㸰

㸯 㸰

ｆ

下
て

下
た

1
0
0

௨
ୖ

1
0
0

1位

e：材端࡜補強ࡢࢺ࣮ࣞࣉ間隔

ࠋࡿࡼ࡟௨ୗࠊࡣ溶接等ࡢ法ࢫࣛࢺ法及び補強ࢺ࣮ࣞࣉ補強ࠉࠉ

除いࡓ部分ࡢ長さࠋࡿࡍ࡜

材質ࡢࢺ࣮ࣞࣉ࣮ࣛ࢕ࣇ (2。

ࠋࡿࡍ࡜SS400ࡣ材質ࠊ場合ࡿࡍ使用ࢆࢺ࣮ࣞࣉ࣮ࣛ࢕ࣇ    

1-6 梁貫通孔補強

。1) 広幅ᖹ鋼ࡾྲྀࡢ扱いࡘ࡟い࡚

。2) 貫通孔ࡢ補強方法ࠊࡣ設計図ࠋࡿࡼ࡟

構造関係共通図。鉄骨標準図)ࠉ

構造関係共通図。鉄骨標準図)

S-02௧和8ᖺ度ࠉ高瀬保育園耐震改修工事
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PA７T

SH分分TࠉNO.

S（A１分SH分分TࠉNA２分

JOBࠉNA２分）７AWING（H分（K ）分SIGN一 級 建築 士 事 務所 登 録

一級建築士登録第ࠉࠉࠉࠉ号

土 屋 ṇ 明

163重2重

。0267)63-6355

。0267)63-6366

306-12長㔝県佐久市㔝沢ࠉ

PHON分

切AX.

土

屋

㸦佐久㸧Ｇ第㸵㹘㸯㸴㸯号

構造1野---

1 あ࡜施工アンカ࣮要領

要領ࢺウࣛࢢ 2

3 㔜ࡡア࣮ࢡ溶接㸦ࣞࣇア溶接㸧要領

4 既存壁ࡢ撤去要領

接着剤

既存躯体

接合面

増設補強壁

。1) 接着系アンカ࣮

正
a

１  ： コンࡢࢺ－ࣜࢡ穿孔深さ

１e

１e ： アンカ-ࡢ有効埋め込ࡳ長さ㸦打増ࡋ部ࡣ含࡞ࡲい㸧

１n ： 有効埋め込ࡳ長さ࣭定着長さ㸦打増ࡋ部ࡣ含࡞ࡲい㸧

正a ： アンカ－軸部ࡢ直径ࠊアンカ－筋ࡢ呼び名

シアコネࢡタ࣮࣭開口補強筋

アンカ－筋

１n㸦一般部㸧

※ 接着剤ࠊࡣ打増ࡋ部を含めࠊ穿孔深さ全域ࡁࡍ࡟間࡞く充填ࡿࡍ

一般部

2
0
0

材ࢺウࣛࢢ

スパイࣛࣝ型

アンカ－筋

割裂補強筋

目荒ࡋ

。1)新設࣭増設壁ୖ部ࣛࢢウࢺ

新設壁

既存壁

50

鉄筋ࡢ㔜ࡡア࣮ࢡ溶接㸦ࣞࣇア溶接㸧ࡢ溶接長さࠊࡣビ-ࡢࢻ始点。１a)及びࣞࢡࠊ-タ-。１け)を除いࡓ部ศ

/2

正

/2

正

１ 

切１1

：コンࢺ－ࣜࢡカッタ－位置を示ࠋࡍ㸦カッタ－深さ30mm㸧

：手ࡤつࡾ範ᅖを示ࠋࡍ

20

柱

鉄筋ษ断

アンカ－関係共通事項

接着系アンカ-ࡢ有効埋め込ࡳ長さ シアコネࢡタ࣮：１ ࠉe = 7正a

一般部  １ ࠉ：  ࠉࠉe = 7正a

ࡁあࡋࡣ

P

正a

へࡾあ2.5 。ࡁ正a௨ୖ )

ࠋ࡜ࡇࡿ㸰山௨ୖ࡛ࡀ山ࡌࡡ           
アンカ࣮筋形状

                 タイを兼用ࡿࡍ場合ࠊࡣ端部࡟

。 = 補強筋ࡢ࡜継手長さ＋余長 )

接着系アンカ-ࡢ有効定着長さ

。 5正a௨ୖ )

。 7.5正a௨ୖ ࠿つ 30止m௨ୗ )

1

ࠋࡿࡅを付ࢺッࢼ                 

※既存躯体側ࡢ先端形状45ࡣ゜カッࠋࡿࡍ࡜ࢺ

シアコネࢡタ࣮：   １n = 増打壁厚－࠿ぶࡾ厚

一般部  １   ：  ࠉࠉn = 20正a

開口補強筋１   ：ࠉࠉn = １ ＋50

シアコネࢡタ࣮： ࢼッࣇࠊࡋࡔࡓࠋࡋ࡞ࢺォ࣮ム

一般部  ： ࢼッࢺ付ࡁ異形棒鋼ࢼࠊࡋ࡜ッࡽ࠿ࢺ

開口補強筋： ࢼッࠋࡋ࡞ࢺ

。2) 割裂補強筋ࡢ継手2ࠊࡣ巻௨ୖࡢ㔜ࠋࡿࡍ࡜ࡡ

１

㹙ࠉ撤去壁-柱ࠉ］

：直均ࡋ仕ୖࡢࡆ場合を示ࠋࡍ

※外気࡟面ࡿࡍ部ศࡣ除く

既存躯体 増設補強壁

接着剤

１e １n㸦シアコネࢡタ࣮ࠊ開口補強筋㸧

接合面 アンカ－筋

正
a

１

。2) アンカ࣮筋ࡢ位置࡜間隔

。 原則ࠊ࡚ࡋ࡜中央࡟配置ࠋࡿࡍ)

2
0
0

材ࢺウࣛࢢ

スパイࣛࣝ型

アンカ－筋

割裂補強筋

目荒ࡋ

増設壁

増設壁厚

P

P P5正a P P P

5
0

5
正
a

5正a

50

≦PP

P
P

P
P

P

ࠋࡿࡍ࡜長さࡢ

片面溶接

１a １け1

正 正

１ 

切１2

両面溶接

１a １け2

/2

正

/2

正

正 正

梁

5
0

1
0
。
0
)

鉄筋ษ断

㹙ࠉ撤去壁-梁ࠉ］

鉄筋ษ断

5
0

スࣛࣈ

5
0

1
0
。
0
)

鉄筋ษ断

鉄筋ษ断

5
0

㹙ࠉ撤去壁-スࣛࠉࣈ］

50

10。0)

鉄筋ษ断

㹙ࠉ撤去壁-直交壁ࠉ］

直交壁

 㸦ࠉ㸧

。2) 既存壁撤去要領㸦壁を新設ࡿࡍ場合㸧

梁

目荒ࡋࡽ㸦新設壁範ᅖ㸧

鉄筋ษ断

新設壁厚

新設壁厚

鉄筋ษ断

㹙ࠉ撤去壁-梁ࠉ］

梁

鉄筋ษ断

新設壁厚

新設壁厚

鉄筋ษ断

目荒ࡋࡽ㸦新設壁範ᅖ㸧

目荒ࡋࡽ㸦新設壁範ᅖ㸧

目荒ࡋࡽ㸦新設壁範ᅖ㸧

5
0

5
0

柱

㹙ࠉ撤去壁-柱ࠉ］

新
設
壁
厚

鉄筋ษ断

目荒ࡋࡽ㸦新設壁範ᅖ㸧

柱

新
設
壁
厚

目荒ࡋࡽ㸦新設壁範ᅖ㸧

鉄筋ษ断  

50

：コンࢺ－ࣜࢡカッタ－位置を示ࠋࡍ㸦カッタ－深さ30mm㸧

注㸧鉄筋ษ断部ࡣ錆Ṇめ塗装を行うࠋ

：手ࡤつࡾ範ᅖを示ࠋࡍ

開口補強筋１ ࠉ：ࠉࠉe = 10正a

注㸧鉄筋ษ断部ࡣ錆Ṇめ塗装を行うࠋ

。1) 既存壁撤去要領㸦撤去ࡢࡳࡢ場合㸧 。3) アンカ࣮引張強度試験

１  ：   10正 ௨ୖ㸦 片面溶接 㸧

１a１ࠊけ野  1正 ௨ୖ

正  ：    異形鉄筋ࡢ呼び名࡟用いࡓ数値

１  ：    5正 ௨ୖ㸦 両面溶接 㸧

1

2

構造関係共通ᅗ㸦耐震改修標準ᅗ㸧

構造関係共通ᅗ㸦耐震改修標準ᅗ㸧

S-03௧和8年度ࠉ高瀬保育園耐震改修工事

施工アンカ࣮㸦接着系アンカ࣮㸧࡜あࠉ

Ta= KN/本

࣭基礎補強

200@-13（ࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

Ta= KN/本

࣭土間新設

 1重 

200@-13（ࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

 13 

施工アンカ࣮㸦接着系アンカ࣮㸧࡜あࠉ

有効埋込深さ7ࠉ正a

Ta= KN/本

࣭テࣛス庇母屋受補強

Ta= KN/本

有効埋込深さ7ࠉ正a

タ࣮㸦金属系アンカ࣮㸧ࢡシアコネࠉ

450㸦縦横㸧@-10（ࠉࠉࠉ

施工アンカ࣮㸦接着系アンカ࣮㸧࡜あࠉ

有効埋込深さ7ࠉ正a2-２12ࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

 14 

࣭W25壁補強㸦X12通㸧

Ta= KN/本

有効埋込深さ7ࠉ正a

タ࣮㸦金属系アンカ࣮㸧ࢡシアコネࠉ

࣭W25壁補強㸦X15通㸧

400㸦縦横㸧@-10（ࠉࠉࠉ

 10

 10

Ta= KN/本

࣭土間新設

200@-13（ࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

施工アンカ࣮㸦接着系アンカ࣮㸧࡜あࠉ
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g

b

g

g

g

g

b

g

g

g

g

b

g

g

g

g

g

b

0

0 0

1

1
1

1 1

1
1 1

0

1

1

1

1

0

1

1

1

0

1

1

1

1

0

1

1

1

1

0

1

1

1

1

0

1

1

1

0

g

g

b

g

b b

b b b

b b b

g

g

g

g

b
b

b
b

1

1

1 1

1 1 1

1 1 1

1

1

1

1

1

1
1

1
1

b

g

） 棟

柱増打ち部撤去

柱増打ち部撤去

柱増打ち部撤去

柱増打ち部撤去

S-08

【,000

35,200

5,500 5,500 5,500 5,500 5,500 5,500 2,200 5,300 5,200 2,500

8,000

折板　H=150 ｔ=0.8

折板　H=150 ｔ=0.8

折板　H=150 ｔ=0.8

補強凡例

：撤去範ᅖを示す

Y11

1
,
8
0
0

Y10

1
0
,
2
0
0

8
,
4
0
0

Y】

5,300 5,200 2,500

X12 X13 X14 X15

3７G 43 ７G７G

2 3 2

3

７
B

７
B

７
B

７
B

） 棟

3７G3 4７G ７G

+
【
5
0
0

+
4
5
0
0

屋根(鉄骨梁)伏ᅗ　　　　1：100

　　　内数値ࡣＧＬかࡢࡽ梁上端ࣞベࣝを示す

折板　H=150 ｔ=0.8

詳細ᅗࡣＳ－１４にࡼる

令和8年度　高瀬保育園耐震改修工事

202【.05



PA７９

SHEE９　NO.

S（ALESHEE９　NAME

JOB　NAME）７AWING（HE（K ）ESIGN一 級 建築 士 事 務所 登 録

一級建築士登録第　　　　号

土 屋 正 明

1【3929

(02【】)【3-【355

(02【】)【3-【3【【

　30【-12長野県佐久市野沢

PHONE

FAX.

土

屋

㸦佐久㸧Ｇ第㸵Ｚ１㸴１号

構造1:100

改修後

X15X14X13X12X11X10X9X8X】X【X4X3X0

13,0002,000900 【,000

Y12

Y1

Y11

Y10

Y9

Y8

Y】

Y【

Y5

Y4

Y3

Y2

4
,
5
0
0

4
,
0
0
0

【
,
0
0
0

3
,
【
0
0

】
,
2
0
0

3
,
【
0
0

4
,
】
0
0

4
,
【
0
0

2
,
】
0
0

3
8
,
2
0
0

X0 X1 X2 X4 X5

】,500

1,5002,000

1
0
,
2
0
0

2
,
】
0
0

1
,
8
0
0

8
,
4
0
0

2
,
0
0
0

Y】

Y12

Y11

Y10

Y方向

X方向

（ 棟

B 棟

A 棟

鉄骨梁伏図࠙改修後ࠚ

９2 ９2 ９2 ９2 ９2 ９2

９
1

９
1

９
1

９
1

９
1

９
1

９
1

柱巻き立て補強 柱巻き立て補強

柱巻き立て補強 柱巻き立て補強

場合ࡣ再取付け

母屋接合部解体ࡢ

S-09

【,000

5,500 5,500 5,500 5,500 5,500 5,500 2,200 5,300 5,200 2,500

8,000 48,200

35,200

折板　H=150 ｔ=0.8

折板　H=150 ｔ=0.8

折板　H=150 ｔ=0.8

屋根(鉄骨梁)伏図　　　　1㸸100

） 棟

Y11

1
,
8
0
0

Y10

1
0
,
2
0
0

8
,
4
0
0

Y】

5,300 5,200 2,500

X12 X13 X14 X15

） 棟

折板　H=150 ｔ=0.8

　　　内数値ࡣＧＬかࡢࡽ梁上端ࣞベࣝを示す

+
【
5
0
0

+
4
5
0
0

補強凡例

９1

９2

補強詳細図ࡣＳ－１㸷にࡼる

令和8年度　高瀬保育園耐震改修工事

㸸[-100x50x5x】.5

㸸[-100x50x5x】.5

202【.05



５A７９

SHEE９ࠉN４.

S（A１ESHEE９ࠉNA２E

J４BࠉNA２E）７AWING（HE（０ ）ESIGN一 級 建築 士 事 務所 登 録

一級建築士登録第ࠉࠉࠉࠉ号

土 屋 正 明

1【3929

(02【】)【3-【355

(02【】)【3-【3【【

12長野県佐久市野沢-】30ࠉ

５H４NE

FAX.

土

屋

㸦佐久㸧Ｇ第㸵Ｚ㸯㸴㸯号

構造1:100

改修前

改修後

軸組ᅗ(1)࠙改修前・改修後ࠚ

F 1 F 2 F 1

1
,
9
】
5

4
2
5

】
【
5

1
,
】
】
5

1
,
2
5
0

845950】05910 3,【20 】】0 】90 3,【20 】90

1
,
0
5
0

4（ （5 （【 （】

3７G

７G 3

７G 4

W12

W12

W12

X15X14X13X12

2,200 5,300 5,200 2,500

Y11通ࠉ軸組ᅗ

X15X14X13X12

2,200 5,300 5,200 2,500

Y11通ࠉ軸組ᅗ

G１

4
,
5
0
0

2
,
0
0
0

8
0
0

【
,
5
0
0

遊戯室 ７S１

G１

4
,
5
0
0

2
,
0
0
0

8
0
0

【
,
5
0
0

遊戯室 ７S１

1
,
0
0
0

940

2
,
【
】
5

3,【20940

3
5
0

4
2
5

g

７G７G

F F

７G

g g

７G ７G

g

F F F

７G

g

７G

g g

７G

F F

5 5 5 5 5 5

1 1 1 1 1

3 3 3 3 3 3 3

1

5

1

5

1
,
9
1
5

24】 1,】00
910

243

3
5
0

g
1

4
2
5

９2 ９2 ９2 ９2 ９2 ９2

９3 ９3９3 ９3 ９3 ９3 ９3 ９3 ９3

4
,
5
0
0

2
,
0
0
0

8
0
0

4
,
5
0
0

2
,
0
0
0

8
0
0

Y】通ࠉ軸組ᅗ

2,000 5,500 5,500 5,500 5,5005,500 5,500 2,200

X4 X【 X】 X8 9 X10 X11 X12X3

Y】通ࠉ軸組ᅗ

2,000 5,500 5,500 5,500 5,5005,500 5,500 2,200

X4 X【 X】 X8 9 X10 X11 X12X3 X15X14X13

5,200 2,5005,300

F 2 F 1

1
,
9
】
5

】】0 】90 3,【20 】90

845950】05

1
,
0
5
0

4
2
5

７G3

７G4

G G

W12

12W

W12

12W

W12

3,【20

W12

７G 3

G

4（ （5 （【 （】

X15X14X13

5,200 2,5005,300

5
,
5
0
0

5
,
5
0
0

G１

G１ G１

遊戯室 ７S１

G１

遊戯室 ７S１

補強凡例

500150 150

800

500150 150

800

2
0
0

９2

（-100x50x20x3.2

胴縁新設

９3
㸸母屋受材端部補強

㸸補強位置を示す

S-10

特記を除きࠉࠉ壁㸸Ｗ㸯㸳

柱増打ち部撤去

補強凡例

㸸撤去範ᅖを示す

横胴縁撤去 横胴縁撤去 横胴縁撤去

詳細ᅗはＳ－㸯㸲ࠊ㸯㸷による

補強詳細ᅗはＳ－㸯㸲～㸰㸮による

2
,
2
0
0

2
,
0
0
0

柱巻き立て補強 柱巻き立て補強

500150 150

800

500150 150

800

2
0
0

2
0
0

3
,
0
0
0

3
,
2
0
0

2
,
2
0
0

2
,
0
0
0

柱巻き立て補強 柱巻き立て補強

令和8年度ࠉ高瀬保育園耐震改修工事

㸸[-100x50x5x】.5

2,000 2,000 2,000 2,000

4
,
4
5
0

2
,
4
5
0

W25壁補強

W25壁補強

W25壁補強

柱増打ち部撤去

柱増打ち部撤去

柱増打ち部撤去

基礎撤去 基礎撤去 基礎撤去 基礎撤去

補強基礎 補強基礎 補強基礎

2
,
4
5
0

2
0
0

8
0
0

2
0
0

8
0
0

3
,
0
0
0

3
,
2
0
0

2
0
0

2
0
0

【
0
0

補強基礎

2,300250 250 1,500 250 1,500

202【.05



PA７T

８HEET　NO.

８（ALE８HEET　NAME

JOB　NAME）７AWING（HE（K ）E８IGN一 級 建築 士 事 務所 登 録

一級建築士登録第　　　　号

土 屋 正 明

1【3929

(02【】)【3-【355

(02【】)【3-【3【【

　30【-12長野県佐久市野沢

PHONE

FAX.

土

屋

㸦佐久㸧Ｇ第㸵Ｚ１㸴１号

構造1:100

改修後

改修前

補強凡例

：補強位置を示す

補強凡例

：撤去範ᅖを示す

（4 （4

2７B

W12

F 1

７８L遊戯室

2
,
0
0
0

GL

【
,
5
0
0

3
,
4
5
0

７８L遊戯室

2
,
0
0
0

Y】 Y11

X12通　軸組ᅗ

8
0
0

Y10

Y】 Y11

10,200

X12通　軸組ᅗ

1,800

Y10

【
,
5
0
0

3
,
4
5
0

8
0
0

GL
3
5
0

1
,
9
5
0

1,【【5

1,800

10,200

（5 （5

1FB

７B3

遊戯室 ７８L

増打ち部撤去

Y】 Y11

10,200

X13通　軸組ᅗ

1
,
1
8
3

GL

3
,
4
5
0

8
0
0

㸦
5
,
【
8
3
㸧

遊戯室 ７８L

Y】 Y11

10,200

X13通　軸組ᅗ

150300 150

【00

150 150300

【00

柱巻き立て補強

GL

㸦
5
,
【
8
3
㸧

3
,
4
5
0

8
0
0

柱巻き立て補強

（5 5（

1FB

3７B

遊戯室 ７８L

増打ち部撤去

Y】 Y11

10,200

X14通　軸組ᅗ

3
8
4

GL

㸦
4
,
8
8
4
㸧

3
,
4
5
0

8
0
0

遊戯室 ７８L

Y】 Y11

10,200

X14通　軸組ᅗ

300150150

【00

300150150

【00

柱巻き立て補強

GL

㸦
4
,
8
8
4
㸧

3
,
4
5
0

8
0
0

（】 （】

1FB

７B2

W12

F 1F 1

Y】 Y11

10,200

X15通　軸組ᅗ

遊戯室 ７８L

4
,
5
0
0

GL

8
0
0

3
8
4

1
,
1
8
3

増打ち部撤去 増打ち部撤去

：補強位置を示す

遊戯室 ７８L

4
,
5
0
0

8
0
0

GL

Y】 Y11

X15通　軸組ᅗ

10,200

８-11

軸組ᅗ(2)࠙改修前・改修後ࠚ

詳細ᅗはＳ－１４による

詳細ᅗはＳ－１４～１㸶による

2
0
0

3
,
0
0
0

3
,
2
0
0

3
,
0
0
0

3
,
2
0
0

2
0
0

2,【00 2,【00

2
0
0

2
,
0
0
0

2
,
2
0
0

2,400 2,400

2
0
0

2
,
0
0
0

2
,
2
0
0

柱巻き立て補強

令和8年度　高瀬保育園耐震改修工事

4
,
4
5
0

W25壁補強

W25壁補強

補強基礎 補強基礎 補強基礎 補強基礎

2
0
0

【
0
0

8
0
0

8
0
0

8
0
0

8
0
0

8
0
0

2
,
4
5
0

2
5
0

202【.05



PA７９

SHEE９ࠉNO.

S（A１ESHEE９ࠉNA２E

JOBࠉNA２E）７AWING（HE（０ ）ESIGN一 級 建築 士 事 務所 登 録

一級建築士登録第ࠉࠉࠉࠉ号

土 屋 正 明

1【3929

(02【】)【3-【355

(02【】)【3-【3【【

12長野県佐久市野沢-】30ࠉ

PHONE

FAX.

土

屋

㸦佐久㸧Ｇ第㸵Ｚ㸯㸴㸯号

構造1:100

改修前

改修後

補強凡例

９1

９3
㸸母屋受材端部補強

G１

【
5
0

2
,
8
0
0

Y】

1,500 2,000

９3

Y】 Y11

8,400 1,800

2
,
8
5
0

【
0
0

【
5
0

1,500 2,000

Y10

９3

９1

G１

3
,
4
5
0

【
5
0

2
,
8
0
0

Y】 Y11

8,400 1,800

2
,
8
5
0

【
0
0

【
5
0

1,500 2,000

Y10

W

F

b

3

1

4W

７B 5

７B

15

G１

3
,
4
5
0

【
5
0

2
,
8
0
0

X4ࠊX【～X11通ࠉ軸組図

G１

【
5
0

2
,
8
0
0

Y】

1,500 2,000

X4

1,5002,000

4,5001,500

９3

3
,
0
0
0

2
,
9
0
0

1
0
0

【
5
0

G１

X4ࠊX【～X11通ࠉ軸組図

1,】10

5
0
0

1
,
9
5
0

X4

1,5002,000

4,5001,500

W

７G

７G

F

】

3

8

15

3
,
0
0
0

2
,
9
0
0

1
0
0

【
5
0

G１

X1 X5

】,500

1,100 900

3
,
0
0
0

2
,
9
0
0

【
5
0

1
0
0

G１

X5

1,100 900

G１

Y1～Y4通 母屋受材位置ࠉ軸組図 Y5通㸦Y【通㸧ࠉ軸組図

Y5通㸦Y【通㸧ࠉ軸組図

Y1通㸦Y4通㸧ࠉ軸組図

X1 X5

】,500

1,525 1,】50 1,8】0 2,355

1
,
0
】
5

1
,
2
5
0

3
5
0

1
,
9
】
5

７G

W

F

15

】

3

1,100 900

X5

1,100 900

G１

Y1～Y4通 母屋受材位置ࠉ軸組図Y1通㸦Y4通㸧ࠉ軸組図

3
,
0
0
0

2
,
9
0
0

【
5
0

1
0
0

G１

９3

P
1

P
1

P
1

P
1 1

P

９3

3
,
】
0
0

【
5
0

2
,
【
8
0

2
,
【
8
0

3
,
】
0
0

【
5
0

2
,
【
8
0

2
,
【
8
0

2
,
8
0
0

【
5
0

Y4～Y【通 母屋受材位置ࠉ軸組図

X4

1,5002,000

P
1

G１

X4

1,5002,000

2
,
8
0
0

【
5
0

Y4～Y【通 母屋受材位置ࠉ軸組図

G１

９3

3
,
5
0
0

【
5
0

3
,
5
0
0

【
5
0

2
,
8
0
0

2
,
8
0
0

X【通～X9通ࡢみ

1g 1g

X4～X9通+2】50 母屋受材位置ࠉ軸組図

X4～X9通+2】50 母屋受材位置ࠉ軸組図

軸組図(3)࠙改修前・改修後ࠚ

S-12

補強詳細図ࡣＳ－㸯㸷ࠊ㸰㸮による

令和8年度ࠉ高瀬保育園耐震改修工事

㸸[-100x50x5x】.5

202【.05



PA７T

SHEET　NO.

S（A１ESHEET　NA２E

JOB　NA２E）７AWING（HE（０ ）ESIGN一 級 建築 士 事 務所 登 録

一級建築士登録第　　　　号

土 屋 正 明

1【3929

(02【】)【3-【355

(02【】)【3-【3【【

　30【-12長野県佐久市野沢

PHONE

FAX.

土

屋

㸦佐久㸧Ｇ第㸵Ｚ㸯㸴㸯号

構造1:100

改修前

改修後

補強凡例

8】5 1,850 8】5 820 990 3,500 1,890 425 1,850 425

3
5
0

2
,
3
】
5

1
,
2
5
0

1
,
4
】
5

3
5
0

1
,
9
】
5

1
,
2
5
0

1
,
4
】
5

Y4 Y5 Y】Y】

3,【00 】,200 2,】00

X4通　軸組図

3
,
5
0
0

【
5
0

G１

７B ７B ７B

W

W

F F

７G

【

15

3 3

15

【 】

5

8】5 1,850 8】5 820 990 3,500 1,890 425 1,850 425

Y4 Y5 Y】Y】

3,【00 】,200 2,】00

X4通　軸組図

3
,
5
0
0

【
5
0

G１

T3
：母屋受材端部補強

T3T3 T3 T3 T3 T3

b 1b 1 b 1

3
5
0

2
,
3
】
5

3
5
0

1
,
2
5
0

1
,
4
】
5

1
,
2
5
0

1
,
4
】
5

110 】5

1,8501,850

2
,
3
】
5

Y1 Y4Y2 Y3

4,500 4,000 【,000

3
,
】
0
0

【
5
0

７B ７B ７B

WW

W

F F F

【 【 【

15

33

15

15

3

】】0 3,【20 1,0】5 1,0】5 5,390 5351,850

X5通　軸組図

G１

110 】5

Y1 Y4Y2 Y3

4,500 4,000 【,000

3
,
】
0
0

【
5
0

】】0 3,【20 1,0】5 1,0】5 5,390 5351,850

X5通　軸組図

G１

T3 T3 T3 T3 T3 T3 T3 T3 T3

1b 1b 1b

補強詳細図はＳ－㸰㸮による

S-13

軸組図(4)࠙改修前・改修後ࠚ

令和8年度　高瀬保育園耐震改修工事

202【.05



鉄筋

PA７T

SHEETࠉNO.

S（ALESHEETࠉNAME

JOBࠉNAME）７AWING（HE（K ）ESIGN一 級 建築 士 事 務所 登 録

一級建築士登録第ࠉࠉࠉࠉ号

土 屋 正 明

1【3重2重

(02【】)【3-【355

(02【】)【3-【3【【

12長㔝県佐久市㔝沢-】30ࠉ

PHONE

FAX.

土

屋

㸦佐久㸧Ｇ第㸵Ｚ１㸴１号

構造

改修前

補強詳細図(１)࠙改修前࣭改修後ࠚ 1野30

ࡿX14通-Y11通も同様とすࠊX14通-Y】通ࠉ※

S-14

柱増打ち部撤去

X13

▽GL

3
0
0

2
5
0

2
5
0

1
5
0

8
0
0

5
0

1
0
0

【00

1,000

200200 350 350300

1,000

Y11

Y】

柱増打ち部撤去

（5

W12

X13

W12

（5

F
B
1

柱増打ち部撤去

5,300

F2

5,200

F2

Y11

Y】

1
0
,
2
0
0

柱増打ち部撤去

Sec.ࠉ㹟－㹟’

改修後

内ࡣ新設部材を示す

有効埋込長さ10ࠉd

有効定着長さ20ࠉd

接着系アンカ࣮ ）13-@200

）13-@200

300

HOOP野）13-@100

X13

有効埋込長さ10ࠉd

10-）1重

1
5
0

3
0
0

1
5
0

【
0
0

150500

800

150

10-）1重

X13

Y11

Y11

有効埋込長さ10ࠉd

有効定着長さ20ࠉd

接着系アンカ࣮ ）13-@200

）13-@200

350

2
0
0

1,000

3
,
0
0
0

㸦
X
1
4
通

：
2
,
0
0
0
㸧

10d

2,【00

Y11

Y】

有効埋込長さ10ࠉd

有効定着長さ20ࠉd

接着系アンカ࣮ ）13-@200有効埋込長さ10ࠉd

有効定着長さ20ࠉd

接着系アンカ࣮ ）13-@200

）13-@200

）13-@200 ）13-@200

HOOP野）13-@100

350300

㹠’

㹡’

Sec.ࠉ㹠－㹠’

Sec.ࠉ㹡－㹡’

X13

5,2005,300

）1【-@200

Y11

1
0
,
2
0
0

1
0
d

有効埋込長さ10ࠉd

有効定着長さ20ࠉd

接着系アンカ࣮ ）13-@200

X13

5,2005,300

1
0
d

）13-@200

2
,
【
0
0

㸦
1
4
通

：
2
,
4
0
0
)

2
,
【
0
0

㸦
1
4
通

：
2
,
4
0
0
)

300

1
0
0
1
0
0

有効定着長さ20ࠉd

接着系アンカ࣮

土間新設配筋図

ࡿX14通-Y11通も同様とすࠊX14通-Y】通ࠉ※

設計ＧＬよࡾ下部

㸦柱巻き立て補強㸧

令和8年度ࠉ高瀬保育園耐震改修工事

）
1
3
-
@
2
0
0

）
1
3
-
@
2
0
0

）13-@200

有効埋込長さ10ࠉd

有効定着長さ20ࠉd

接着系アンカ࣮ ）13-@200

）13-@200

1,0001,000

2,000

）13-@200

㸦14通：2,400)

1,0001,000

2,000

X13

）13-@200

）13-@200

1
5
0

1
2
0

有効埋込長さࠉ 】d

）13-@200

）1【-@200

）1【-@200

1
0
0

5
0

2
0
0

1
0
0

5
0

8
0
0

8
0
0

）1【-@200

）1【-@200

3
,
3
0
0

㸦
X
1
4
通

：
2
,
0
0
0
㸧

10d

10d

10d

HOOP野）13-@100

HOOP野）13-@100

）
1
【
-
@
2
0
0

1,000 1,000

2,000

HOOP野）13-@100

40d㔜ࡡ継て

40d㔜ࡡ継て

基礎フ࣮チンࢢ撤去

基礎フ࣮チンࢢ撤去

基礎フ࣮チンࢢ撤去

基礎フ࣮チンࢢ撤去

X13

X12

X14

Y】

Y11

使用材料

コンࢡリ࣮ト

）1重ࠉ   ：S）345

）13～）1【：S）2重5

10-）1重

1258】.5 8】.5

有効埋込長さ10ࠉd

接着系アンカ࣮ 2-）1重

有効定着長さ40ࠉd

㹡

㹠

▽GL

3
0
0

2
5
0

2
5
0

1
5
0

8
0
0

5
0

1
0
0

㹟 㹟’

3
,
0
0
0

㸦
X
1
4
通

：
2
,
0
0
0
㸧

X13

有効埋込長さ10ࠉd

有効定着長さ20ࠉd

接着系アンカ࣮ ）13-@200

）13-@200

1,0001,000

2,000

）1【-@200

）1【-@200

10d10d

HOOP野）13-@100 HOOP野）13-@100

10-）1重

有効埋込長さ10ࠉd

接着系アンカ࣮

有効定着長さ40ࠉd

※ FB1位置ࡢみ

Fc＝24N/㎜2

Y11

有効埋込長さ10ࠉd

有効定着長さ20ࠉd

接着系アンカ࣮ ）13-@200

有効埋込長さ10ࠉd

接着系アンカ࣮ 2-）1重

有効定着長さ40ࠉd

1
0
,
2
0
0

1-）1重

HOOP野2-）13 HOOP野2-）13

202【.05



PA７T

SHEET　NO.

S（A１ESHEET　NA２E

JOB　NA２E）７AWING（HE（K ）ESIGN一 級建 築 士事 務 所 登録

一級建築士登録第　　　　号

土 屋 正 明

1【3929

(02【】)【3-【355

(02【】)【3-【3【【

　30【-12長野県佐久市野沢

PHONE

FAX.

土

屋

㸦佐久㸧Ｇ第㸵Ｚ㸯㸴㸯号

構造

改修前

1:30

Y】

10,200

Y10 Y11

1,800

７B2

W12

（4 （4

X12

X11

2
,
2
0
0

W12

F3

F1

W15

F
3

（4 （4

F
3

W
1
5

W
1
2

g1

７G5

F3

W12

７G3

G

W12

（4

3
,
4
5
0

【
,
5
0
0

8
0
0

G１

2
,
0
0
0

遊戯室７S１

補強詳細図(㸰)࠙改修前ࠚ

F1

X12通 詳細図

X12

X13

5,300

X11

X10

5,500 2,200

S-15令和8年度　高瀬保育園耐震改修工事

202【.05



ａ

ａ

PA７T

SHEETࠉNO.

S（A１ESHEETࠉNA２E

JOBࠉNA２E）７AWING（HE（K ）ESIGN一 級 建築 士 事 務所 登 録

一級建築士登録第ࠉࠉࠉࠉ号

土 屋 正 明

1【3929

。02【】)【3-【355

。02【】)【3-【3【【

12長㔝県佐久市㔝沢-】30ࠉ

PHONE

FAX.

土

屋

㸦佐久㸧Ｇ第㸵Ｚ㸯㸴㸯号

構造1野30

改修後

補強詳細図。㸰)࠙改修後ࠚ

S-1【௧和8年度ࠉ高瀬保育園耐震改修工事

3
,
4
5
0

【
,
5
0
0

8
0
0

G１

2
,
0
0
0

遊戯室７S１

5
,
3
0
0

2
,
2
0
0

120

X12

シアコネクター

金属系アンカー

縦横共450@-10（ࠉ

１=240

4
,
4
5
0

2
0
0

【
0
0

1【0

）13-@150

250

80

2-）1【

2
0
0

【
0
0

）1【-@150

3
5
0

X12通 W25補強詳細図

内ࡣ新設部材を示す

X12

1
5
0

2
0
0

1
2
0

2-）1【

250 2,300

）1【-@150

）13-@150

）1【-@150

）13-@150

550 1,】50

１2

１
2

）10-@450 １=240

金属系アンカー

シアコネクター

）10-@450 １=240

金属系アンカー

シアコネクター

8
0

1
【
0

1【080

）10-@450 １=240

金属系アンカー

シアコネクター

120

2-）1【2-）1【

）1【-@150

10,200

1,800

Y】 Y10 Y11

）
1
3
-
@
1
5
0

2
5
0

2
,
3
0
0

鉄筋

使用材料

コンクリート

）13～）1【：S）295

Fげ＝24N/㎜2

Seげ.ࠉａ

【00

ࠊ配筋間隔௨ୗ࡛ࡢ縦横両方向ࡢ壁配筋ࠊ1

配筋࡚ࡅ開口部を避ࠊࡾࡼに࡜ࡇࡿࡆに曲࠿鉄筋を緩やࠉ 

ࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿ補強を省略すࠊࡣ場合ࡿࡁ࡛ࠉ 

鉄筋をࡢ同㔞௨ୖ࡜鉄筋ࡿࢀࡽっ࡚切ࡼ開口にࠊ2

｡ࡿ配筋す࡚ࡅ開口をさࠉ 

設備ࡢ小開口等ࡀ壁に設ࡿࢀࡽࡅ場合ࡣ､ୗ記ࡢ補強を施す｡

※小開口ࡢࡽ࠿鉄筋࠿ࡢぶ30ࡣࡾmm௨ୖ確保すࡿ｡

n1本n1

2本

n1

2本

深さ＝100

小開口

１

㸯

１

㸯

１㸯

１
㸯

n
2
本

2
本

2
本

壁小開口部補強要領

小開口

n
2

n
2

2-）13

3
5
0

202【.05



PA７T

SHEET　NO.

S（ALESHEET　NAME

JOB　NAME）７AWING（HE（K ）ESIGN一 級建 築 士 事務 所 登 録

一級建築士登録第　　　　号

土 屋 正 明

1【3929

(02【】)【3-【355

(02【】)【3-【3【【

　30【-12長野県佐久市野沢

PHONE

FAX.

土

屋

㸦佐久㸧Ｇ第㸵Ｚ１㸴１号

構造

改修前

1:30

X15通 詳細図

補強詳細図(３)࠙改修前ࠚ

GL

4
,
5
0
0

8
0
0

W12

７B2

FB1

遊戯室７SL

（】 （】

1
,
0
0
0

1,000

W12

FB1

Y】

10,200

Y11

（】
（】

Y15

F
1

F
1

4
,
5
0
0

8
0
0

Y15

X14

2,500

S-1】令和8年度　高瀬保育園耐震改修工事

202【.05



PA７T

SHEET　NO.

S（ALESHEET　NAME

JOB　NAME）７AWING（HE（K ）ESIGN一 級建 築 士 事務 所 登 録

一級建築士登録第　　　　号

土 屋 正 明

1【3929

(02【】)【3-【355

(02【】)【3-【3【【

　30【-12長野県佐久市野沢

PHONE

FAX.

土

屋

㸦佐久㸧Ｇ第㸵Ｚ１㸴１号

構造

改修前

1:30補強詳細図(３)࠙改修後ࠚ

GL

4
,
5
0
0

8
0
0

遊戯室７SL

8
0
0

250

）13-@200

）13-@200

4-）13

シアコネクター

金属系アンカー

L=240

縦横共　）10-@400

Y15

X14

2,500

【0

250

Y15

【
0

2
5
0

1【080

S-18令和8年度　高瀬保育園耐震改修工事

4
,
5
0
0

8
0
0

2-）1【

接着系アンカー ）13-@200

有効埋込長さ　10d

有効定着長さ　40d

）13-@200

2
,
4
5
0

X15通 W25補強詳細図

内は新設部材を示す

2-）1【

Y】

10,200

Y11

）13-@200

9,380410 410

1
,
5
0
0

1
,
】
5
0

）
1
3
-
@
2
0
0

8
0
0

2
,
4
5
0

）13-@200

）13-@200

2-）1【

シアコネクター

金属系アンカー

L=240）10-@400

シアコネクター

金属系アンカー

L=240）10-@400

1
【
0

8
0

2-）13

1,】50

1,500

2
5
0

鉄筋

使用材料

コンクリート

）13～）1【：S）295

Fc＝24N/㎜2

202【.05



PA７T

SHEETࠉNO.

S（ALESHEETࠉNAME

JOBࠉNAME）７AWING（HE（K ）ESIGN一 級 建築 士 事 務所 登 録

一級建築士登録第ࠉࠉࠉࠉ号

土 屋 正 明

1【3929

(02【】)【3-【355

(02【】)【3-【3【【

12長野県佐久市野沢-】30ࠉ

PHONE

FAX.

土

屋

㸦佐久㸧Ｇ第㸵Ｚ１㸴１号

構造

改修前

改修後

1:20

T2 補強詳細図T1

1：20

1：20

H-248x124x5x8

g１

H-248x124x5x8

g１

H
-
1
2
5
x
1
2
5
x
5
x
】

横胴縁撤去 横胴縁撤去

X】

X9

X11

1
,
0
0
0

B.PL-9

アンカ࣮ボルト 3-M1【

７ G5７ G5

1
,
0
0
0

X】

X9

X11

内ࡣ新設部材を示ࡍ

F2

F2

8【5 8【5

T2

PL-【

F2

ることࡍ設置࡟必要ヵ所ࡣ胴縁ࡢ壁受ࠉ※

補強詳細図(４)࠙改修前࣭改修後ࠚ

S-19令和8年度ࠉ高瀬保育園耐震改修工事

[-100x50x5x】.5

T2

[-100x50x5x】.5

T2

[-100x50x5x】.5

T1

[-100x50x5x】.5

PL-【

G.PL-【 2-M1【(H.T.B㸧

2
5
5

【

0

4

0

4

0

F1

G.PL-【 2-M1【(H.T.B㸧

PL-9

290 290

ることࡍいよう施工࡞ࡌ緩みが生ࡢボルトࠉ※

ａ

H-248x124x5x8

b１

H
-
1
2
5
x
1
2
5
x
5
x
】

横胴縁撤去

Y】
X4通ࠊX【通～X11通 軸組図

７ b4W

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

Y】

X4通ࠊX【通～X11通 軸組図

800

T1

PL-【

PL-【

F2

F2

T1

[-100x50x5x】.5

[-100x50x5x】.5

T2

[-100x50x5x】.5

T2

[-100x50x5x】.5

G.PL-【 2-M1【(H.T.B㸧

2】0

PL-9

F1

Sec.ࠉａ

F1 F1

PL-9

G.PL-【

2-M1【(H.T.B㸧

T2

[-100x50x5x】.5

1【5

使用材料

鉄骨

高力ボルト

SS400

S10T

202【.05



G.５L-9

５L-【

ベ࣮ス࣮ࣞࣉト㸦加工)

1
2
5

5
0

】
5

1
2
5

5
0

】
5

10

５A７T

SHEET　NO.

S（ALESHEET　NAME

JOB　NAME）７AWING（HE（K ）ESIGN一 級 建築 士 事 務所 登 録

一級建築士登録第　　　　号

土 屋 正 明

1【3929

(02【】)【3-【355

(02【】)【3-【3【【

　30【-12長野県佐久市野沢

５HONE

FAX.

土

屋

㸦佐久㸧Ｇ第㸵Ｚ１㸴１号

構造

改修前

1:20

1：10

改修後 1：10

2
5
0

５L-4.5加工
100

22
5

10

ST５からアンカ࣮

F1

1
5
0

７G 5

H-1】5x90x5x8

g2 2b

2５L-4.5

1-M12通し

1-M12通し

ࣟ-100x50x3.2

７ G5

2
5
0

1
5
0

７ G5

150

F1

F1

1-M12通し

５L-4.5加工

ࣟ-100x50x3.2

Y】

2,000

345 】5

420

345 】5

420

30 10

2,000

Y】

1
5
0

2
5
0

㹟㹠

2５L-4.5

4-M124-M12

５L-【

H-1】5x90x5x8

g 2 2b

H-1】5x90x5x8

g2 2b

貫通ボࣝト 2-M12

５L-【

HV1 屋根࣮ࣞࣈス補強T3 母屋受材端部補強

T3

F1

F1

F1

㹡

㹡'

50 】5

125

50】5

125

1
0
0

5
0

5
0

2
5
0

1
5
0

ベ࣮ス࣮ࣞࣉト㸦加工)

2
5
0

1
5
0

T3

F1

有効埋込長さ

ベ࣮ス࣮ࣞࣉト

F1

F1

Sec.　㹟－㹟’ Sec.　㹠－㹠’

HV1

ス࣮ࣞࣈ

1-M1【㸦T.B付)

T3

G.５L-9

ス࣮ࣞࣈ

1-M1【㸦T.B付)

HV1

ス࣮ࣞࣈ

1-M1【㸦T.B付)

HV1

S-20

補強詳細図(㸳)࠙改修前࣭改修後ࠚ

５L-9

５L-9

５L-9

令和8年度　高瀬保育園耐震改修工事

F1

F1

HV1

ス࣮ࣞࣈ

1-M1【㸦T.B付)

F1

調整࣮ࣞࣉト ５L-4.5※

※ 現場にて測定し決定すること

調整࣮ࣞࣉト ５L-4.5※

※ 現場にて測定し決定すること

ダࣝࣈナット締め

貫通ボࣝト 2-M12

ダࣝࣈナット締め

】d

】d

】d

内は新設部材を示す

㹟'㹠'

接着系アンカ࣮ 2-M12

接着系アンカ࣮ 2-M12

接着系アンカ࣮

接着系アンカ࣮

2-M12

2-M12

150

】d

使用材料

鉄骨

㸦）N㸧

アンカ࣮ボࣝト

SS400

SS400

中ボࣝト

ス࣮ࣞࣈ SN７400B

SS400

S10T

５L-【

G.５L-9

ス࣮ࣞࣈ

1-M1【㸦T.B付)

HV1

貫通ボࣝト 2-M12

ダࣝࣈナット締め

Sec.　㹡－㹡’

H.T.B 1-M1【

高力ボࣝト

202【.05



PA７T

SHEET　NO.

S（ALESHEET　NAME

JOB　NAME）７AWING（HE（K ）ESIGN一 級 建築 士 事 務所 登 録

一級建築士登録第　　　　号

土 屋 ṇ 明

1【3929

(02【】)【3-【355

(02【】)【3-【3【【

　30【-12長野県佐久市野沢

PHONE

FAX.

土

屋

㸦佐久㸧Ｇ第㸵Ｚ１㸴１号

構造

既存部材リスト

1:30既存部材リスト

X12 X13 X14 X15

440【0 250 250 250 250 440 【0

７ ７【 】G B G７ W ７ WB G G７ ７B8 5

階

Ｒ
断　面

小梁リスト　　　S=1:50

断　面

壁リスト　　　　S=1:50

（B10 W12

100

A種

120

(100)

150

－

9φ-＠800 (S)

1-13φ

1-13φ

9φ-＠800 (S)

9φ-＠200 (S)

9φ-＠200 (S)

9φ-＠200 (S)

9φ-＠200 (S)

1-）1【

1-）1【

1-）1【

1-）1【

1-）1【

1-）1【

縦　筋

横　筋

縦　筋

斜め筋

横　筋

開

口

補

強

筋

500 500 500 500

Y11

2
4
0

【
0

3
0
0
1
0
0

（ （ （ （4 5 【 】

大梁リスト　　　　S=1:30

棟別

位　置

符　号

階

Ｒ
断　面

階
ୖ端筋

ୗ端筋

S T P

腹　筋

備　考

）.HOOP　9Φ-@300

HOOP　9Φ-@100

主筋　8-）1【

全断

フカシ部分

1-13Φ

HOOP　9Φ-@200

柱リスト　　　　S=1:50

2-）1【

1

,

0

0

0

ୖ端筋

ୗ端筋

腹　筋

備　考

S T P

符　号

位　置

4
2
5

1
2
0

1
2
0

4
5
0

4
5
0

全　断 全　断 全　断全　断

300

420

120

225

120

120

2-）1【+1-13Φ

L-9φ-＠200

2-）1【

9φ-＠200千鳥

2-）1【

2-）1【

1-）1【+1-13Φ

L-9φ-＠250

1-）1【

3-）1【

9φ-＠250

符　号

階

1
5
0

GL

GF 1

300

【
0
0

2
0
0

F 1B

300

2
0
0

【
0
0

階

符　号

位　置 端 部 中 央 全　断

断　面

ୖ端筋

ୗ端筋

S T P

腹　筋

備　考

階

１

3-）1【

3-）1【

2-）1【

2-）1【

2-）1【

2-）1【

□-9φ-＠250

2-9φ 2-9φ

□-9φ-＠250

地 中 梁 リ ス ト　　S=1:50

W15 使用材

鉄骨部材リスト

1
g
1࣭b H-248x124x5x8

b g࣭2 2 H-1】5x90x5x8

g࣭0 0b H-150x】5x5x】

母屋受 ロ-100x50x3.2

母屋 （-【0x30x10x2.3

1
P ロ-100x100x2.3

符　号

3B７2B７43 ７G７

端 部 中 央中 央

5-）1【

3-）1【

2-）1【

3-）1【

2-）1【

2-）1【

2-）1【

□-9φ-＠200□-9φ-＠225

2-9Φ

300

5
5
0

【
5
0

350

G７ G７【B 】

3-）1【

2-9Φ

3-）1【+1-13Φ

2-）1【

□+L-9φ-＠200

1
5
0

【
0
0

150

3】5

端 部全　断

）棟A棟

 梁水ᖹハンチ配筋図　　S=1:30

使用鉄筋は ）1【～）19 は S）30

9Φ～13Φ は S７24 とする

コンクリ࣮トは F止＝18 N/mm2

地耐力　fe=15下/㎡㸦長期㸧

࠙外端ࠚ ࠙中央ࠚ ࠙内端ࠚ

GL

F１

8
0
0

2
5
0

3
0
0

2
5
0

5
0

1
0
0

1
5
0

300

【00

4-）1【2-）1【 2-）1【

5-）1【2-）1【2-）1【

࠙中央࠙ࠚ端部ࠚ

F 2

3
0
0

2
5
0

2
5
0

8
0
0

1
5
0

1
0
0 5
0

300

【00

4-）1【2-）1【

2-）1【5-）1【

ロ-9Φ-＠250

9Φ-＠250

2-9Φ

2-13Φ

9Φ-＠】50

STP

ﾍﾞｰｽ筋

ﾍﾞｰｽ流し筋

腹筋

巾Ṇめ

ロ-9Φ-＠250

9Φ-＠250

2-9Φ

2-13Φ

9Φ-＠】50巾Ṇめ

腹筋

ﾍﾞｰｽ流し筋

ﾍﾞｰｽ筋

STP

基礎リスト　　　S＝1:50 

F 3

࠙全断ࠚ

4
0
0

1
0
0

1
5
0

【
5
0

1
5
0

1
0
0

5
0

180

500

2-）1【

2-）1【

ロ-9Φ-＠250

9Φ-＠250

2-9Φ

9Φ-＠】50巾Ṇめ

腹筋

ﾍﾞｰｽ流し筋

ﾍﾞｰｽ筋

STP

2-9Φ

GL
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分-01

電気設備 特記௙様書

５A７９

８－分分９３４ࠉ.

８（A１分８－分分９３ࠉA２分

J４B３ࠉA２分）７AWI３，（－分（０ ）分８I，３ ）A９分一級建築士事務ᡤⓏ録

一級建築士Ⓩ録第ࠉࠉࠉࠉ号

土 ᒇ ṇ 明

1盤」重「重

。0「盤7〃盤」-盤」監監

。0「盤7〃盤」-盤」盤盤

0盤-1「長㔝┴佐久市㔝沢「ࠉ

５－４３分

＋AX.

土

屋

㸦佐久㸧Ｇ第㸵Ｚ㸯㸴㸯号 「0「盤࣭0監

௧和8ᖺ度ࠉ高瀬保育園耐震改修工事

堀

篭 電気設備

佐久市鳴瀬㸯㸱㸵㸯

࣭東芝ࣛイࢸッࢼࣃ࣭ࠉࢡソࢽッ୕࣭ࠉࠉࢡ菱電機

照度測定場ᡤࠊࡣ基本ࡣ照度表記部ᒇࠊࡶࡿࡍ࡜最終ࡣ┘督職員࡜協議ࠋࡿࡍ

照明器具ࡢ接地ࠊࡣ標準௙様書࡟遵Ᏺࠊࡋ工法ࡣ既存接地配線等を利用ࠋࡿࡍ

尚ࠊ各室個ᡤ数ࡶ協議ࠊୖࡢ記録表を提出ࠋࡿࡍ

既存照明器具撤去時ࢺࣝ࣎ࡢ等ࡢ穴補修ࡘ࡟い࡚

施工体系ᅗ

ڧ

ڧ

ࣞ

ン࣮࢝࢔

㔞産品あࡿいࡣ標準品࡛実測値ࡀ࡝࡞整備さ࡚ࢀいࠊࡣࡢࡶࡿ機能表ࡣࡓࡲ能力

計算書࡝࡞性能ࡢ証明ࡢࡢࡶࡿ࡞࡜提出を࡚ࡗࡶ前ศࡢ検査ࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ࡜

┘督員ࡀ指示ࡿࡍ機器࣭材料ࡢ検査ࠊࡣ࡟┘督員ࡢ立会いをཷࠋࡿࡅ

を提出ࠊࡋ┘督員ࡢᢎ認をཷࠋࡿࡅ

ڧ
ࣞ

1

1

1

1

1

1

1

1

JI８㺂JA８等規格調࡭

1

1

工事施工関ಀ書類ڦ 次ࠉࠉ目ࠉ100

工事実績情報Ⓩ録報告ࠉ101

再生資源利用おಁ進Ｂ計画書ࠉ108

品質࣭性能証明書ࡢ材料及び機器ࠉ110

工事別施工計画書ࠉ111

ڧ1 請負金額監00万௨ୖࡢ場合

ࣞ
実績工程表ࠉ」10ڧ 1 計画㸸黒線実線ࠉ実施㸸赤線

ୗ請人通知書ࠉ「10 1

総合施工計画書ࠉ104

10盤ࠉ施工体制ྎ帳㸦写ࡋ㸧

ࣞ
ڧ

ࣞ
ڧ

ࣞ
ڧ

廃棄物処理計画書ࠉ107 ࣞ
ڧ

対象工事ࡳࡢ

10重ࠉ使用材料Ⓨ注ඛ調書

ڧ

ࣞ
ڧ

ࣞ
ڧ

ࣞ
ڧ

工事完成資料ڦ次ࠉࠉ目ࠉ00」 ࣞ
ڧ 1

ڧ 施工ᅗ࣭製作ᅗࠉ」0」1

工事施工࣭変更協議書ࠉ「0」 経緯表添付1ࣞ
ڧ

工事打合簿ࠉ04」 1ࣞ
ڧ

「0監ࠉ工事写真 ࣞ
ڧ 1

「0盤ࠉ工事記録㸦月報㸧 ࣞ
ڧ 1 着手日ࡽ࠿竣工日࡛ࡲ

工事進捗状況報告書ࠉ07」 ڧ 1 工期」࠿月を超えࡿ場合

措置報告書ࡢ臨機ࠉ08」 ڧ 1 契約約款第「盤条

「0重ࠉ事故報告書 1

出荷証明ࡢ使用材料ࠉ10」 ࣞ
ڧ

試験࣭検査結果報告書ࡢ材料及び機器ࠉ11」 ࣞ
ڧ

施工試験࣭検査結果報告書ࠉ」1」 ࣞ
ڧ 1 社内ࡢ試験㺃検査結果報告書を含ࡴ

工事材料搬入報告書ࠉ「1」 ڧ 1

再生資源利用おಁ進Ｂ実施書ࠉ」0「

廃棄物等処理報告書ࠉ01「 ࣞ
ڧ

ڧ

1

1

建設副産物࣭産業廃棄物

対象工事ࡳࡢ

完成写真ࠉ08「 タ࡛別途提出࣮ࢹ，写真をJ５分ࡢ着手前,着手ᚋڧ

1

「

1

1

1

1

1

保Ᏺ管理資料ڦ 次ࠉࠉ目ࠉ00「

納入品目録ࠉ「0「

ࣞ
ڧ

ࣞ
ڧ

ڧ

保証書ࠉ04「 ࣞ
ڧ

」0盤ࠉ機器完成ᅗ ڧ 製造者作成

資料ࡿࡍ関࡟保全ࠉ07「 ࣞ
ڧ

10監ࠉ官公署ᒆ出書類等

10監ࠉ官公署検査結果通知書 1

1ࣞ
ڧ

ࣞ
ڧ

法定点検ࡀ必要ࡣࡢࡶ࡞別冊

法定点検ࡀ必要ࡣࡢࡶ࡞別冊

官公署ᒆ出書類等ڦ

ڦ 完 成 ᅗ

」0監ࠉ製本

建退共関ಀ書類

工事保険関ಀ書類

ڦ そ ࡢ ௚

Ᏻ全管理書類

創意工ኵ࣭社会貢献等 1

1

1

1

」0監ࠉ㹁㸿㹂࣮ࢹタ等 ࣞ
ڧ 1

ࣞ
ڧ

ࣞ
ڧ

ࣞ
ڧ

ࣞ
ڧ

既存構内ࡢ施設࣭ࠉࠉ利用ྍ࣭ࠉࠉࠉ利用不ྍ

既存構内ࡢ施設࣭ࠉࠉ利用ྍ࣭ࠉࠉࠉ利用不ྍ工事用水

仮 設 工 事

仮設便ᡤ

工事用電力 既存構内ࡢ施設࣭ࠉࠉ利用ྍ࣭ࠉࠉࠉ利用不ྍ

仮設足場 内部足場ࡣ㸲ｍ未満ࡣ脚立足場ࠊࡋ࡜㸲ｍ௨ୖ࣮ࣜࣟࡣンࢢ足場ࠋࡿࡍ࡜

試験検査報告書 ࠋࡿࡍ提出࡟検査報告書を┘督員ࠊ検査を行いࡀ注者ཷࠊ時点ࡓࡋ搬入࡟現場ࠊࡣ機器࣭材料ࠉ

一 般 事 㡯

提 出 書 類

当ヱ区ศ 提出部数ྡ ࠉ ࠉ 称 提 出 物 ྡ 摘 要

施工者作成ࠊ別࢓ࣇイ࡛ࣝ1部作製

佐久市建築工事書類作成࣐ࢽュࣝ࢔。案〃࡟基࡙ࡁ作成ࠋࡿࡍ

照度測定ࡘ࡟い࡚

照明器具ࡢ接地工事ࡘ࡟い࡚

落ୗ防Ṇ対策ࡘ࡟い࡚

現場状況及び質㔞等ࡾࡼ┘督職員࡜協議ࠋࡿࡍ

機器ྲྀ付高さࡣୗ表を標準ࡋࡔࡓࠋࡿࡍ࡜㸪ಀ員ࡢ指示ࡾࡼ࡟変更ࡿࡍ事ࠋࡿࡁ࡛ࡀ

ྲྀ 付 高 さ ྲྀ 付 高 さྡ     称 ྡ     称

地ୖ㸩ୖ端 㸯㸶㸮㸮 冷蔵庫用コンセンࢺ 床ୖ㸩中心 㸰㸯㸮㸮

㸯㸷㸮㸮 ࢺコン用コンセン࢔࢚ ࠌࠉࠌࠉ 㸰㸯㸮㸮

床ୖ㸩ୖ端 㸯㸷㸮㸮 電ヰ用࣎ッࢫࢡ 床ୖ㸩中心   㸲㸮㸮

ࠌࠉ 㸯㸳㸮㸮 ビཷ口ࣞࢸ 床ୖ㸩中心   㸲㸮㸮

鏡ୖ㸩中心 㸯㸳㸮ࠉ

㸯㸰㸮㸮床ୖ㸩中心

ࠌࠉ 㸲㸮㸮ࠉ

インタ࣮࣍ン 床ୖ㸩中心 㸯㸰㸳㸮

ン࣍࢔ࢻୖྠ 床ୖ㸩中心 㸯㸱㸮㸮

ྎୖ㸩中心 㸯㸳㸮ࠉ

㸦ྎୖ㸧

ྲྀ引用計器

引込用開閉器

ศ電┙

手元開閉器

࣑ࣛ㸫ࣛイࢺ

釦等ࡋイッチ,押ࢫ

コンセンࢺ

㸦ྎୖ㸧ࠉࠌࠉ

機器ࠊ材料ࡢ指定

機器࣭材料ࡣୗ記ࡢ製造業者ࡢ製品又ྠࡣ等௨ୖࡢ製品ࠋࡿࡍ࡜

製   品   ྡࠉ   製  ࠉ造  ࠉ業  ࠉ者  ࠉྡࠉ

࢚コࣝࣈ࣮ࢣ 本工事࡟使用ࡿࡍ建築材料等ࡣ㸪設計ᅗ書࡟規定ࡢࡶࡿࡍ又ྠ࡜ࡽࢀࡇࡣ等ࡢࡶࡢ

ࠋࡿࡅᢎ諾をཷࡢ㸪┘督職員ࡣ場合ࡿࡍ࡜ࡢࡶࡢ㸪ྠ等ࡋࡔࡓࠋࡿࡍ࡜

㸪国土交通省大臣官ᡣ官庁営繕部┘修ࡣい࡚ࡘ࡟ࡢࡶい࡞い࡚ࢀさࡢ㸪特記࠾࡞

࡟建築材料࣭設備機材等品質性能評価事業建築材料等評価ྡ簿㸦最新版㸧ࠖࠕ

㸪┘督ࡣ場合ࡿࡍ࡜ࡢࡶࡢ㸪ྠ等ࡋࡔࡓࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡢ等ྠ࡜ࡽࢀࡇࡣ㸪又ࡢࡶࡿࡼ

職員ࡢᢎ諾をཷࠋࡿࡅ

電ࠉࠉ線ࠉ 㹈㹇Ｓࠉࠉ〒ࠉࠉ表示品

耐熱ࠉ耐火電線ࠉ ࠌࠉࠉࠉࠉࠉ

照明器具

配線器具 保電器⚄࣭ࠉࢡッࢸ東芝ࣛイ࣭ࠉࠉࢡッࢽソࢼࣃ࣭

い࡚ࡘ࡟ン購入法࣮ࣜࢢ

佐久市࣮ࣜࢢン購入推進方針࡟基࡙࣮ࣜࢢࠊࡁン調達やࣜサイࣝࢡ製品ࡢ調達ࡢ一層ࡢ推進をᅗࠊࡵࡓࡿ

┘督員࡜協議ࡢうえࠊ採用ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡍ

共 通 事 㡯

ン࣮࢝࢔

Ⓨ生材ࡢ処理

耐震施工

施工計画書࡟事前ࡣ場合ࡿࡍい㸧を使用࡞ࡋ基本使用ࡣ࡟部ศࡆン࣮࢝㸦吊ୗ࢔施工࡜あࠉ 設計用標準水ᖹ震度

構外搬出ࠊࡋ࡜請負者ࡢ責任࠾࡟い࡚適ṇ࡟処ศࠋࡿࡍ

設備機器ࡢ固定ࠕࠊࡣ建築設備耐震設計࣭施工指針ࠉ㸰㸮㸯㸲ᖺ版ࠖ㸦国土交通省国土ᢏ術政策

┘督員࡟提出ࠊࡋᢎ諾をཷࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡅ

総合研究ᡤ࣭独立行政法人建築研究ᡤ┘修㸧ࠊ࠾࡞ࠋࡿࡼ࡟施工࡟㝿ࠊࡋ耐震強度計算書を

設置場ᡤ 機器種別

施設ࡢ特定ࠉ࣭ 施設ࡢ一般ࠉ࣭

機器

防振支持ࡢ機器

水槽類㸦※㸯㸧

機器

防振支持ࡢ機器

機器

防振支持ࡢ機器

㔜要機器

㸰.㸮

㸰.㸮

㸰.㸮

㸯.㸳

㸯.㸳

㸯.㸳

㸯.㸮

㸯.㸮

㸯.㸳

一般機器

㸯.㸳

㸰.㸮

㸯.㸳

㸯.㸮

㸯.㸳

㸯.㸮

㸮.㸴

㸯.㸮

㸯.㸮

㔜要機器

㸯.㸳

㸰.㸮

㸯.㸳

㸯.㸮

㸯.㸳

㸯.㸮

㸮.㸴

㸯.㸮

㸯.㸮

一般機器

㸯.㸮

㸯.㸳

㸯.㸮

㸮.㸴

㸯.㸮

㸮.㸴

㸮.㸲

㸮.㸴

㸮.㸴

中間階

地ୗ࣭㸯階

ୖ層階

ᒇୖ及び塔ᒇ

機 器 ྲྀ 付 高 さ

水槽類㸦※㸯㸧

水槽類㸦※㸯㸧

ڧ

ڧ

完成ᅗ

完成ᅗ

「

※工事ࡿࡅ࠾࡟創意工ኵやࠊ社会貢献を実施ࡓࡋ㝿ࡣ書面࡚࡟提出࡛ࠋࡿࡁ

※提出物࣭提出部数ࡘ࡟い࡚ࡣ┘督職員࡜協議ࠋ࡜ࡇࡿࡍ

※目次ࡣ書類全体࡛㸯部作成ࠋࡿࡍ

ڧ
ࣞ

ࣞ

ࣞ

完成ᅗ

完成ᅗ

ڧ

ڧ

（A）࣮ࢹタ及び５）＋࣮ࢹタ

工事費800万௨ୖࡢ場合

火災保険等

検査時࡟持込ྍࡳ

ࠋࡿࡍ࡜ࡾ࠾࡜ࡢ次ࡣ優ඛ㡰位ࡢ設計ᅗ書ࠉ

設計ᅗࠊ「ࠉ特記௙様書ࠊ」ࠉ現場説明事㡯及び質疑応答事㡯ࠊ1

公共建築工事標準௙様書及び公共建築改修工事標準௙様書ࠊ4

設計書࡟明示࡞ࡢい場合又ࡣ疑いを生ࡓࡌ場合ࡣ┘督員࡜協議ࠊࡋそࡢ指示をཷࡽ࠿࡚ࡅ施工ࠋࡿࡍ

場ࡓࡌ生ࡀ必要࡟い部ศ࡛ᢏ術的࡞ࡢ記載࡟ᅗ面ࡣ変更又࡞等軽微ࡾࡲ納ࠊࡾࡓあ࡟施工ࡢ本工事ࠉ

合ࠊࡣ┘督員ࡢ指示࡟従い施工ࡢࡇࠊࡿࡍ場合請負金額ࡢ増減ࡣ行わ࡞いࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶ

ࡓࡋ関連公的表示板及び工事ྡ称࣭Ⓨ注者ྡ࣭設計事務ᡤ࣭施工業者を明記ࡣ࡟現場ࡢ本工事ࠉ

工事┳板を設置ࠋࡿࡍ

をࡁ⥆諸手ࡢ࡬官公署及び事業ᡤࡢ㸧ࡃ一ษ㸦建築確認申請を除࡞必要࡟施工ࡣ工事請負業者ࠉ

ࠋࡿࡅᢎ認をཷࡢ督員┘࡚ࡋ理由を明記ࡢそࠊࡣ

優 ඛ 㡰 位

記載࡞ࡢいࡢࡶ

疑 義

軽 微 ࡞ 変 更

工 事 ┳ 板

ᒆ 出 等

施 工 計 画 書

施 工 ᅗ 等

工 事 材 料

災 害 防 Ṇ

Ⓨ生材ࡢ処理

工 事 写 真

ࡓࡌ生ࡀ箇ᡤ࡞い࡚不都合ࡘ࡟等ࡾࡲ納ࡢ工事ࡶい࡚࡚ࢀ及び記載さࡢࡶい࡞ࡢ記載࡟設計ᅗ書ࠉ

場合ࠊࡣ┘督員࡜協議ୖࡢそࡢ指示ࠋࡿࡼ࡟

火 災 保 険 等

請負業者賠償責任保険等〃ࠊ加入期間ࡣ┘督員ࡢ࡜打合せࠋࡿࡼ࡟

┘督員࡟施工報告書を提出ࠋ࡜ࡇࡿࡍ

施 工 計 画 書

品 質 計 画 書

施 工 要 領 書

施 工 報 告 書

搬 入 計 画 書

工事実績情報ࡢ

Ⓩ録ࡘ࡟い࡚

含࡞ࡲいࠊ࠾࡞ࠋ変更時࡜完成時ࡢ間10ࡀ日࡟満࡞ࡓい場合ࡣ変更時ࡢ提出を省略࡛ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡁ

構 造

階 数

建築面積

床 面 積

○構内情報配線設備

○インタ࣮࣍ン設備

●自動火災報知設備

〇構内配電線路設備

〇構内通信線路設備

視設備┘ࢻン࣐ࢹ○

〇ࣞࢸビ電波㞀害防除設備

〇ཷ変電設備

●照明器具設備

●コンセンࢺ設備

●電ヰ設備

●拡声設備

○映像࣭音響設備

࡟特記௙様書ࡢࡇᅗ面及びࠊࡋ࡜ࡢࡶࡿࡍ適用ࡶ࡟௚工事࡟࠿ほࡢ本工事ࡣ特記௙様書ࡢࡇ

記載さ࡚ࢀい࡞い事㡯ࠊࡣ全࡚公共建築工事標準௙様書最新版及び建築改修工事標準௙様書

〇幹線動力設備

●電灯設備

〇ኴ陽ගⓎ電設備

〇防排煙設備

〇警備保㞀配管設備

〇電波時計設備

工 事 㡯 目

工 事 ྡ 称

工 事 場 ᡤ

建 物 概 要

適 用 範 ᅖ

ビ共ྠཷ信設備ࣞࢸ●

○電熱設備

警報設備ࢀ漏ࢫ࢞○

最新版㸦建築工事編࣭電気設備工事編࣭機械設備工事編㸧ࠋࡿࡼ࡟

ࠊࡋ提出࡟督員┘ࡕඛ立࡟施工ࠊࡣ類ࡢ型板ࡣ施工ᅗ࣭原寸ᅗ࣭工作ᅗ又ࡢ各種࡞施工ୖ必要ࠉ

ࠋ࡜ࡇࡿࡅᢎ認をཷࡢ督員┘ࠊࡋ施工計画書を提出࡟工事着手前ࠉ

延滞ࡃ࡞行う࡟ࢀࡇࠊࡋ࡜ࡢࡶ掛ࡿ࠿経費ࡣ請負者ࡢ負担ࠋࡿࡍ࡜

ᢎ認をཷࠋࡿࡅ

材料ࡢ製造ᡤࠊ製品ࠊ業者等ࡣ特記さࡢࡶࡓࢀ又ྠࡣ等品௨ୖྠࡋࡔࡓࠊࡿࡍ࡜等௨ୖࡿࡍ࡜場合

ࠋࡿࡍ処理࡟従い適ษ࡟関ಀ法௧等ࠊࡣ防Ṇࡢ伴う災害及び公害࡟施工ࡢ工事ࠉ

工事中ࠊ既設ࡢ設備を損傷ࡓࡋ場合ࠊࡣ┘督員ࡢ指示࡟従い現状復旧を行うࠋ

ࠊ建設工事保険ࠊ火災保険。ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡍ建設工事保険等を付ࡓࡌ応࡟工事内容ࡣ請負業者ࠉ

ࠋࡿࡍ処理ࡾࡼ࡟指示ࡢಀ員ࠊࡂ⥅ࡁ引࡟ಀ員࡟共࡜調書ࡢそୖࡢ整理ࡣⓎ生材ࠉ

ࠊ㹀㸫「票ࠊ㸿票ࢺࢫ࢙ࣇࢽ࣐ࠊࡋ法ᚊ㸦廃棄物処理法㸧ࠖを厳Ᏺࡿࡍ関࡟処理及び清掃ࡢ廃棄物ࠕ

㹂票ࠊ㹃票ࡢ写ࡋを提出ࠊࡋࡔࡓࠋࡿࡍ一般土砂ࡘ࡟い࡚ࡣ軽㔞伝票又ࡣ搬入伝票を提出ࠋࡿࡍ

タࣝࢪࢹࠋࡿࡍ提出ࡋ説明を記入࡟工程㡰࡟࣒ࣂࣝ࢔工事用ࡢ㸿4版ࠊ版࡛ࢫサ࣮ビ࣮ࣛ࢝ࠉ

写真ྍࠊ着工前ࠊ施工中㸦各工程毎࡟撮影㸧ࠊ竣工時撮影ࡢ௚ࠊ資材搬入時及び使用ᚋࡢ空ࡁ缶

㸦塗料࣭接着剤等㸧状況等を撮影ࠋ࡜ࡇࡢ

ࠋ࡜ࡇࡿࡍ提出࡟督員┘ࡋ施工計画書を作成ࡓࡵ࡜ࡲ計画をࡢ工事ࠊࡕඛ立࡟着工ࡢ工事ࠉ

ࠋ࡜ࡇࡿࡍ提出࡟督員┘ࡋ施工計画書を作成ࡓࡵ࡜ࡲ品質計画をࡢ工事ࠊࡕඛ立࡟着工ࡢ工事ࠉ

ࠋ࡜ࡇࡿࡍ提出࡟督員┘ࡋ施工要領書を作成ࡓࡵヲ細を定ࡢࡵࡓࡿࡍ要件を実行ࡢ施工計画書ࠉ

ࠊ自主検査࡟施工時ࠊࡋ品質を確保ࡢ㡯目ࡓࡵ定࡟施工計画書及び施工要領書ࠉ

ࠋ࡜ࡇࡿᢎ認を得ࡢ督員┘ࡋ搬入計画書を作成ࡢ機器࡟事前ࠉ

࡟期間内ࡍ示࡟次ࠊᚋࡓࡅ確認をཷࡢ督職員┘ࡵࡌ࠿ࡽあࠊい࡚ࡘ࡟内容ࡿࡍ工事実績情報をⓏ録ࠉ

ࡣ土日⚃日ࡣ࡟期間ࠋࡿࡍ提出࡟資料を┘督職員ࡿࡍを証明࡜ࡇࡿࢀⓏ録さࠊ࡟共࡜を行うࡁ⥆手ࠉ

一 般 事 㡯

電 気 設 備 工 事 特 記 ௙ 様 書

ࣞ

ࠋ࡜ࡇࡿࡍᢎ認を得࡚使用ࡢ督員┘ࠊࡋ見本品を提出࡚ࡌ応࡟必要ࡣい࡚ࡘ࡟材料ࡿࡍ使用࡟工事ࠉ

既存照明器具撤去時ࢺࣝ࣎ࡢ等ࡢ穴補修ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ樹脂製ࢺ࣮ࣞࣉࡢ又ࠊࡣコ࣮࢟ンࡾࡼ࡟ࢢ補修を行うࠋ

௧和㸶ᖺ度ࠉ高瀬保育園耐震改修工事



３o ８cale照明器具ࣜࢺࢫ 

１E）ベ࣮ࣛࢫイࢺTE３６４４シ࣮ࣜࠉࢬ直付形ࠉ幅120A

A40

A40 １EKT412403３-１８9ࠉ相当品 公：１８８9-4-37対象

１E）24.8W 4,000 lm 5000K

）１

）１30 １E）28.2W 4,100 lm 5000Kࠉ広角ࠉࠉࠉࠉࠉ

１E）一体形ダウンࣛイࠉࢺ一般形ࠉ白色反射板ࠉφ㸯㸰㸳

１EK）35041２３2-１）9ࠉ相当品

定格電圧:A（100V～242V

反射板：ピュア࣍ワイࢺ

枠：鋼板㸦ピュア࣍ワイࢺ㸧

本体：アࣝミダイ࢝ࢺࢫ

埋め込みｻｲｽﾞ:Φ125

寸法:Φ144×高さ130

ᖹ均演色評価数。７a):83

A69。G) １E）43.0W 6,900 lm 5000K

A100。G) １E）61.0W 10,000 lm 5000K

A100。G) １EKT812103３-１８9ࠉ               +FBG-91000ࠉ相当品

A69。G) １EKT412693３-１８9ࠉ               +FBG-42000ࠉ相当品

寸法：幅120×1,250×高53

本体：鋼板ࠉ白

定格電圧：A（100V～242V

ᖹ均演色評価数㸦７a㸧：83

１E）バ࣮：࣏࣮ࣜ࢝࣎ネ࣮ࠉࢺ乳白

台ࠉ㸲ࠉ   㸶ࠉ台

  㸯ࠉ台   㸱ࠉ台

E-02

５A７T

８HEET３４ࠉ.

８（A１E８HEET３ࠉA２E

J４B３ࠉA２E）７AWI３G（HE（K ）E８IG３ ）ATE一級建築士事務所登録

一級建築士登録第ࠉࠉࠉࠉ号

土 屋 正 明

163929

。0267)63-6355

。0267)63-6366

306-12長野県佐久市野沢ࠉ

５H４３E

FAX.

土

屋

㸦佐久㸧Ｇ第㸵Ｚ㸯㸴㸯号 2026࣭05

令和8ᖺ度ࠉ高瀬保育園耐震改修工事

堀

篭 電気設備

１E）ベ࣮ࣛࢫイࢺTE３６４４シ࣮ࣜࠉࢬ直付形ࠉ幅120A

１E）ベ࣮ࣛࢫイࢺTE３６４４シ࣮ࣜࠉࢬ直付形ࠉ幅120A

寸法：幅120×1,250×高53

本体：鋼板ࠉ白

定格電圧：A（100V～242V

ᖹ均演色評価数㸦７a㸧：83

１E）バ࣮：࣏࣮ࣜ࢝࣎ネ࣮ࠉࢺ乳白

白：ࢻ࣮࢞

ࢻ࣮࢞◆

寸法：幅230×1350×高175

寸法：幅120×2,448×高53

本体：鋼板ࠉ白

定格電圧：A（100V～242V

ᖹ均演色評価数㸦７a㸧：83

１E）バ࣮：࣏࣮ࣜ࢝࣎ネ࣮ࠉࢺ乳白

白：ࢻ࣮࢞

ࢻ࣮࢞◆

寸法：幅230×2550×高155

照明器具ࣜࢺࢫ

ࠋ東芝ࣛイテック製品を参考に示すࠊࡣ型番ࠉ※
器具ࡢ消費電力ࠊࡣJI８ （ 8105-3で規定さࢀた方法によࡾ測定さࢀた値であࠋࡿ



E-03

５A７９

８HEE９３４ࠉ.

８（A１E８HEE９３ࠉA２E

J４B３ࠉA２E）７AWI３G（HE（０ ）E８IG３ ）A９E一級建築士事務所登録

一級建築士登録第ࠉࠉࠉࠉ号

土 屋 正 明

1【3929

。02【】)【3-【355

。02【】)【3-【3【【

12長野県佐久市野沢-】30ࠉ

５H４３E

FAX.

土

屋

㸦佐久㸧㹅第㸵Ｚ㸯㸴㸯号 202【࣭05

令和8年度ࠉ高瀬保育園耐震改修工事

1:100遊戯室ࠉ電灯設備ᅗ࠙改修前࣭改修後ࠚ

堀

篭 電気設備

X14 X15X13X12

Y11

Y】

Y10

1
0
,
2
0
0

1
,
8
0
0

8
,
4
0
0

2
,
0
0
0

3
,
4
0
0

5
,
0
0
0

Y11

Y】

1
0
,
2
0
0

5,250 5,250 2,500

遊戯室

ࢪテ࣮ࢫ

テࣛࢫ

ﾋ㺽㺏ﾉ

土間コンク࣮ࣜト金鏝仕ୖ

オ࣮バ࣮ࣞイ合板ࠉコンク࣮ࣜト打放

᧕水剤塗

FF

火報

床点検口

床点検口

250 10

250

床点検口

収納

Y11

Y】

Y10

1
0
,
2
0
0

1
,
8
0
0

8
,
4
0
0

2
,
0
0
0

3
,
4
0
0

5
,
0
0
0

X14 X15X13X12

Y11

Y】

1
0
,
2
0
0

5,250 5,250 2,500

テࣛࢫ

遊戯室

ࢪテ࣮ࢫ

床点検口

床点検口

収納

床点検口

FF

ﾋ㺽㺏ﾉ

黒板

幕

柱ࡣつࡾ範ᅖ

3,000

1
,
】
2
3

1
,
8
2
3

3,000

土間コンク࣮ࣜト᧔去範ᅖ

壁ࡣつࡾ範ᅖ

᧔去

᧔去ࠊ新設

5

4

CH=㻠㻣00 CH=㻠㻞㻣0 CH=㻟㻤㻡0 CH=㻞㻢㻣0

A【9。G) A【9。G) A【9。G)

A【9。G)A【9。G)

A【9。G)A【9。G)

A【9。G)

A100。G)

）１30

）１30

）１30

A40

A40

A40

A40

348 lx

CH=㻠㻣00 CH=㻠㻞㻣0 CH=㻟㻤㻡0 CH=㻞㻢㻣0

ࠉࢪテ࣮ࢫ

仕様

１E）28.2W

１E）24.8W

遊戯室ࠉ

姿ᅗ符号 仕様 姿ᅗ符号

Ａ㸴㸷。㹅)×㸶

Ａ㸲㸮×㸲

㹂㹊㸱㸮×㸱

Ａ㸯㸮㸮。㹅)×㸯

１E）43.0W

１E）【1.0W

᧔去ᅗ1/100=８ࠉ 改修ᅗ1/100=８ࠉ

姿ᅗ符号 仕様

）１×3 ﾋ㺼㺎ﾑ-150W

逆富士×2 F１40W×2

逆富士32×2 FHF32W×2

ࠉࢪテ࣮ࢫ

姿ᅗ符号 仕様

逆富士。ｶ㺼㺎ﾄ㺼)×8 FHF32W×2

逆富士。ｶ㺼㺎ﾄ㺼)110×1 F１110W×1

遊戯室ࠉ

࠙改修電灯設備凡例ࠚ

註㸧特記࡞き配線ࡣୗ記࡟よࠋࡿ

ࣝࣈ電線࣭ケ࣮ࠉࠉ

ＩＶ㸰.㸮×㸰 。㸯㸷)ࠉ→ࠉ既設ࡢまま

ＩＶ㸯.㸴×㸰 。㸯㸷)ࠉ→ࠉ既設ࡢまま

࠙既存電灯設備凡例ࠚ

名ࠉࠉ称 備ࠉࠉ考摘ࠉࠉࠉࠉࠉࠉ要記号

既設埋込ࢫイッチ 㸯Ｐ㸯㸳Ａ㸱㸮㸮Ｖ新金属࣮ࣞࣉト共

既設蛍光灯 天井直付ࠉ

既設白熱灯 埋込ࠉ

。既設᧔去処分㸧

既設埋込コンセント 㸰Ｐ㸯㸳Ａ㸯㸰㸳Ｖ×㸯 新金属࣮ࣞࣉト共 。既設᧔去処分㸧

ＩＶ㸯.㸴×㸱 。㸰㸳)ࠉ→ࠉ既設ࡢまま

。既設᧔去処分㸧

。既設᧔去処分㸧

イロ

イ

イ

イ

イ
ロ

ロ

ロ

ロロ

ハ

ハ

ニ

ホ

註㸧特記࡞き配線ࡣୗ記࡟よࠋࡿ

ࣝࣈ電線࣭ケ࣮ࠉࠉ

ＩＶ㸰.㸮×㸰 。㸯㸷)ࠉ→ࠉ既存ࡢまま

ＩＶ㸯.㸴×㸰 。㸯㸷)ࠉ→ࠉ既存ࡢまま

名ࠉࠉ称 備ࠉࠉ考摘ࠉࠉࠉࠉࠉࠉ要記号

新規埋込ࢫイッチ 㸯Ｐ㸯㸳Ａ㸱㸮㸮Ｖ新金属࣮ࣞࣉト共

新規㹊㹃㹂灯 天井直付ࠉ

埋込ࠉ

既設埋込コンセント 㸰Ｐ㸯㸳Ａ㸯㸰㸳Ｖ×㸯 新金属࣮ࣞࣉト共 。既設ࡢまま㸧

ＩＶ㸯.㸴×㸱 。㸰㸳)ࠉ→ࠉ既存ࡢまま

別ᅗ姿ᅗ参照。新設)

新規㹊㹃㹂灯 別ᅗ姿ᅗ参照。新設)

。新設㸧→ 移動

イロ

4

イ

イ

イ

イ
ロ

ロ

ロ

ロロ

5

ハ

㻔位置移動㻕

㻔位置移動㻕

ニ

㻔位置移動㻕

ホ

㻔位置移動㻕

㹃㹋－㹃㹃㹄㸯.㸴－㸰㹁。コࣟガࠉ(ࢩ→ 新規

㹃㹋－㹃㹃㹄㸯.㸴－㸱㹁。コࣟガࠉ(ࢩ→ 新規

533lx
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SHEET３ࠉO.

S（A１ESHEET３ࠉA２E

JOB３ࠉA２E）７AWI３G（HE（０ ）ESIG３ ）ATE一級建築士事務所登録

一級建築士登録第ࠉࠉࠉࠉ号

土 屋 正 明

1【3929

。02【】)【3-【355

。02【】)【3-【3【【

12長野県佐久市野沢-】30ࠉ

５HO３E

FAX.

土

屋

㸦佐久㸧㹅第㸵Ｚ㸯㸴㸯号 202【࣭05

令和8年度ࠉ高瀬保育園耐震改修工事

1:100

堀

篭 電気設備

X14 X15X13X12

Y11

Y】

Y10

1
0
,
2
0
0

1
,
8
0
0

8
,
4
0
0

2
,
0
0
0

3
,
4
0
0

5
,
0
0
0

Y11

Y】

1
0
,
2
0
0

5,250 5,250 2,500

遊戯室 ࢪテ࣮ࢫ

テࣛࢫ

ﾋﾟｱﾉ

土間コンク࣮ࣜࢺ金鏝仕ୖ

オ࣮バ࣮ࣞイ合板ࠉコンク࣮ࣜࢺ打放

᧕水剤塗

FF

火報

床点検口

床点検口

250 10

250

床点検口
収納

Y11

Y】

Y10

1
0
,
2
0
0

1
,
8
0
0

8
,
4
0
0

2
,
0
0
0

3
,
4
0
0

5
,
0
0
0

X14 X15X13X12

Y11

Y】

1
0
,
2
0
0

5,250 5,250 2,500

テࣛࢫ

遊戯室 ࢪテ࣮ࢫ

床点検口

床点検口

収納

床点検口

FF

ﾋﾟｱﾉ

黒板

幕

柱ࡣつࡾ範ᅖ

3,000

1
,
】
2
3

1
,
8
2
3

3,000

土間コンク࣮ࣜࢺ᧔去範ᅖ

壁ࡣつࡾ範ᅖ

᧔去

᧔去ࠊ新設

2

2

2

2

2

2
2

11

᧔去ᅗࠉS=1/100 改修ᅗࠉS=1/100

註㸧特記࡞き配線ࡣୗ記࡟よࠋࡿ

ࣝࣈ電線࣭ケ࣮ࠉࠉ

ＩＶ㸰.㸮×㸰 。㸯９)ࠉ→ࠉ既設ࡢまま

差込付コ࣮ࢻ。露出配線)ࠉ→ࠉ一時取外し再度配線。࣓タ࣮ࣝࣔࣝＡ保護)

࠙既存コンセンࢺ設備凡例ࠚ

名ࠉࠉ称 備ࠉࠉ考摘ࠉࠉࠉࠉࠉࠉ要記号

既設換気扇 機械設備工事

既設埋込コンセンࢺ 㸰Ｐ㸯㸳Ａ㸯㸰㸳Ｖ×㸰 新金属ࢺ࣮ࣞࣉ共 。既設᧔去処分㸧

遊戯室ࠉコンセンࢺ設備ᅗ࠙改修前࣭改修後ࠚ

E-04

2

ＩＶ㸰.㸮×㸰 。㸯９)ࠉ→ࠉ既設᧔去処分。但しࠊ壁内配管ࡣ既設ࡢまま)

註㸧特記࡞き配線ࡣୗ記࡟よࠋࡿ

ࣝࣈ電線࣭ケ࣮ࠉࠉ

ＩＶ㸰.㸮×㸰 。㸯９)ࠉ→ࠉ既設ࡢまま

差込付コ࣮ࢻ。露出配線)ࠉ→ࠉ一時取外し再度配線。࣓タ࣮ࣝࣔࣝＡ保護)

࠙改修コンセンࢺ設備凡例ࠚ

名ࠉࠉ称 備ࠉࠉ考摘ࠉࠉࠉࠉࠉࠉ要記号

既設換気扇 機械設備工事

新規埋込コンセンࢺ 㸰Ｐ㸯㸳Ａ㸯㸰㸳Ｖ×㸰 新金属ࢺ࣮ࣞࣉ共

2

㹃Ｍ－㹃㹃㹄㸰.㸮－㸱Ｃ 。Ｐ㹄㸰㸰࣭床ୗコࣟガࠉ→ࠉ(ࢩ。壁内配管部ࡣ既存配管利用)

2

2 2

2

2

2
2

11

。新設㸧→ 一部移動。深し壁等)

㻔位置移動㻕

2

2

㻔位置移動㻕

2

㻔位置移動㻕

2
2

㻔位置移動㻕㻔位置移動㻕
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一級建築士登録第ࠉࠉࠉࠉ号

土 屋 正 明

1【3929

。02【】)【3-【355

。02【】)【3-【3【【

12長野県佐久市野沢-】30ࠉ

５H４３E

FAX.

土

屋

㸦佐久㸧㹅第㸵Ｚ㸯㸴㸯号 202【࣭05

令和8年度ࠉ高瀬保育園耐震改修工事

1:100

堀

篭 電気設備

X14 X15X13X12

Y11

Y】

Y10

1
0
,
2
0
0

1
,
8
0
0

8
,
4
0
0

2
,
0
0
0

3
,
4
0
0

5
,
0
0
0

Y11

Y】

1
0
,
2
0
0

5,250 5,250 2,500

遊戯室 ࢪテ࣮ࢫ

テࣛࢫ

㺩㺽㺏㺧

土間コンク࣮ࣜト金鏝仕ୖ

࣮࢜バ࣮ࣞイ合板ࠉコンク࣮ࣜト打放

᧕水剤塗

FF

火報

床点検口

床点検口

250 10

250

床点検口
収納

Y11

Y】

Y10

1
0
,
2
0
0

1
,
8
0
0

8
,
4
0
0

2
,
0
0
0

3
,
4
0
0

5
,
0
0
0

X14 X15X13X12

Y11

Y】

1
0
,
2
0
0

5,250 5,250 2,500

テࣛࢫ

遊戯室 ࢪテ࣮ࢫ

床点検口

床点検口

収納

床点検口

FF

㺩㺽㺏㺧

黒板

幕

柱ࡣつࡾ範ᅖ

3,000

1
,
】
2
3

1
,
8
2
3

3,000

土間コンク࣮ࣜト᧔去範ᅖ

壁ࡣつࡾ範ᅖ

᧔去

᧔去ࠊ新設

᧔去ᅗࠉS=1/100 改修ᅗࠉS=1/100

註㸧特記࡞き配線ࡣୗ記࡟よࠋࡿ

ࣝࣈ電線࣭ケ࣮ࠉࠉ

Ｍ㹔㹔㹑㸮.㸵㸳°－㸰㹁 。㸯９)ࠉ→ࠉ既設᧔去処分

࠙既存弱電設備凡例ࠚ

名ࠉࠉ称 備ࠉࠉ考摘ࠉࠉࠉࠉࠉࠉ要記号

既設床用マイクࣕࢪック

既設アッテネ࣮タ 㸯㸮㹕

㸿Ｅ㸯.㸰－㸲㹁 。コࣟ࢞ࠉ→ࠉ(ࢩ既設᧔去処分

遊戯室ࠉ弱電設備ᅗ࠙改修前࣭改修後ࠚ

E-05

Ｐ

㹀

P

７

Ｊ

P

㸿ＭＰ

Ｊ

Ｊ

既設電話アウトࣞット 新金属࣮ࣞࣉト共 。既設᧔去処分㸧

㸿ＭＰ 既設放送アンࣉ類 可搬式アンࠊࣉ可搬式ワイࣖࣞཷࢫ信機 。一時ྲྀ外し再度設置)

既設ࣛࣈケットࢫピ࣮࢝ 㸯㸮㹕 。既存そࡢまま)

。一時ྲྀ外し再度ྲྀ付)

Ｊ

。既設᧔去処分㸧

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

７

既設直列ユニット 。既設᧔去処分㸧

Ｐ 㹀
既設総合盤。自火報) 。一時ྲྀ外し再度ྲྀ付)。W=520ࠊH=300ࠉ200=（ࠊ埋込形)

P
既設㺧ｽ㺼㺷㺪㺽㺸㺎ﾄ,ｶ㺨㺼㺎㺪㺽㺸㺎ﾄ 。既設᧔去処分㸧

Ｈ

Ｈ

Ｍ㹔㹔㹑㸮.㸵㸳°－㸰㹁 ×㸱。コࣟ࢞ࠉ→ࠉ(ࢩ既設᧔去処分。再度調査)

Ｍ

Ｍ

註㸧特記࡞き配線ࡣୗ記࡟よࠋࡿ

ࣝࣈ電線࣭ケ࣮ࠉࠉ

࠙改修弱電設備凡例ࠚ

名ࠉࠉ称 備ࠉࠉ考摘ࠉࠉࠉࠉࠉࠉ要記号

既設アッテネ࣮タ 㸯㸮㹕

ＥＭ－㸿Ｅ㸯.㸰－㸲㹁 。࣓タ࣮ࣝࣔࣝ㸿)ࠉ→ࠉ新設

新規電話アウトࣞット 新金属࣮ࣞࣉト共

㸿ＭＰ 既設放送アンࣉ類 可搬式アンࠊࣉ可搬式ワイࣖࣞཷࢫ信機 。一時ྲྀ外し再度設置)

既設ࣛࣈケットࢫピ࣮࢝ 㸯㸮㹕 。既存そࡢまま)

。一時ྲྀ外し再度ྲྀ付)

７

新規直列ユニット

Ｐ 㹀
既設総合盤。自火報) 。一時ྲྀ外し再度ྲྀ付)。W=520ࠊH=300ࠉ200=（ࠊ埋込形)

P
新規㺧ｽ㺼㺷㺪㺽㺸㺎ﾄ,ｶ㺨㺼㺎㺪㺽㺸㺎ﾄ

Ｈ

P

Ｐ

㹀

７

P

㸿ＭＰ

Ｈ

。新設㸧→ 移動。深し壁等)

㻔位置移動㻕

T

端末用

端末用 。新設㸧

。新設㸧→ 一部移動。深し壁等)

Ｈ

Ｐ

㹀

F

ＥＭ－Ｅ㹀㹒㸮.㸲－㸰Ｐ 。コࣟ࢞ࠉ→ࠉ(ࢩ新設

Ｔ

ＥＭ－㹆Ｐ㸯.㸰－㸳Ｐ 。コࣟ࢞ࠉ→ࠉ(ࢩ新設

Ｆ

㻔位置移動㻕

P

㻔位置移動㻕


